
 

 

環境監視調査結果 

（環境の状況の把握） 
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２ 環境の状況の把握 

２-１ 調査地点 

水質、底質、動物（動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ,魚卵・稚仔魚, 底生生物）、植物（植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地点 BG-1、BG-2 については、任意で鉛直測定のみ実施した 

 

地点名 緯度 経度 

地点 A 35°26′19.75995″ 139°41′44.69741″ 

地点 B 35°25′01.29641″ 139°42′04.34177″ 

地点 C 35°25′12.86278″ 139°41′13.38846″ 

地点 D 35°25′42.81756″ 139°41′20.39278″ 

地点 BG-1 35°27′20.83633″ 139°40′34.13534″ 

地点 BG-2 35°26′01.75077″ 139°43′45.42322″ 

南本牧
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図 2-1-1 調査位置図 



 

 

付着生物 

 

 

 

 

 

地点名 緯度 経度 

地点(Ⅰ) 35°26′19.62″ 139°41′28.68″ 

地点(Ⅱ) 35°26′19.50″ 139°41′28.80″ 

地点(Ⅲ) 35°26′19.38″ 139°41′28.98″ 

(Ⅰ)(Ⅱ)(Ⅲ) 

調査地点 



 

 

 

※付着生物調査位置詳細 

（１）新設護岸断面図 

 

 

（２）ケーソン形状図 

 

 

 

 

 

ケーソン 

調査対象 

遊水室 



 

 

 

 

（３）調査実施個所位置図（遊水室内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Y.P.-2.50 

Y.P.-4.00 



 

 

 

 

（４）調査実施個所位置図（護岸前面） 
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２-２ 調査日 

春季調査：令和  5 年  5 月 10,16,18 日 

夏季調査：令和  5 年  8 月  7,8,9 日 

秋季調査：令和  5 年 11 月  1,13,16 日 

冬季調査：令和  6 年  2 月  7 日 

3 月  4,5 日 

 

２-３ 調査内容・調査方法 

表 2-3-1  調査内容 

調査項目 調査方法 

環
境
の
状
況
の
把
握 

水質 
生活環境項目・健康項目 
その他 

採水及び分析(表層:表層下 0.5m・下層:海底上 1.0m) 
鉛直測定(表層から下層まで 1m 毎) 
※健康項目及びｎ-ヘキサン抽出物質は表層のみとする。 

底質 
粒度組成・含水率 
強熱減量・硫化物 
化学的酸素要求量 

採泥及び分析 

動物 

動物プランクトン 
定量ネットによる採取 
種の同定 
個体数の計数(単位:個体/m3) 

魚卵・稚仔魚 
定量ネットによる採取 
種の同定 
個体数の計数(単位:粒/1 曳網) 

底生生物 

採泥器による採取 
種の同定 
個体数の計数(単位:個体/0.15m2) 
湿重量の計測(単位:g/0.15m2) 

付着生物（動物） 

目視調査 
 種類・被度 
定量採集 
 種の同定 
個体数の計数(単位:個体/0.15m2) 
湿重量の計測(単位:g/0.15m2) 

魚類 
目視調査 
 護岸周辺に出現した魚類を記録 

植物 

植物プランクトン 
採水器による採取 
細胞数の計数(単位:細胞/L) 

付着生物（植物） 

目視調査 
 種類・被度 
定量採集 
 種の同定 
個体数の計数(単位:個体/0.15m2) 
湿重量の計測(単位:g/0.15m2) 

 

 

 

 

 



（ⅰ）水質 

水質は、バンドーン型採水器及び北原式採水器を使用し、表層(海面下 0.5 m)及び下層

(海底上 1.0 m)の試料を採取し、必要な前処理等を現地にて施し、保冷容器に保管のうえ、

速やかに分析室に搬入した。 

調査項目、定量下限値及び分析方法を表 2-3-2、調査模式図を図 2-3-1 に示した。 

 

（ⅱ）底質 

    底質は、スミス・マッキンタイヤ型採泥器(22 × 22 cm：採泥面積 0.05 m2)を使用し、

表層泥を採取し、必要な前処理等を現地にて施し、保冷容器に保管のうえ、速やかに分析

室に搬入した。また、当日の調査地点の状況を把握するため、泥温･泥臭･泥色等の観察   

データを記録した。底質の調査項目、定量下限値及び分析方法を表 2-3-3 に示し、調査模

式図を図 2-3-2 に示した。 

 

（ⅲ）生物 

① 動物プランクトン 

動物プランクトンは、北原式定量ネットを使用し、海底上 1.0 m から水面までの試料を採取

し、ホルマリン溶液にて固定し、分析室に搬入した。分析は、種の同定及び個体数の計数を

行う。単位は (個体/m3)である。調査模式図を図 2-3-1 に示した。 

② 魚卵･稚仔魚 

丸稚ネット(口径：1.3 m)を調査船の船尾より約 30 m のロープで繋ぎ、船速 2ノットで約 5

分間(約 300 m)曳網し、試料採取を行った。曳網方向は、調査当日の潮流、風向き等を考慮し

て決定した。 

採取試料は、ホルマリン溶液にて固定し分析室に搬入した。調査模式図を図 2-3-3 に示した。 

③ 底生生物 

底生生物は、表層泥を 3 回採取し、1mm 目の篩をかけ、篩上に残ったものを試料とし、ホル

マリン溶液にて固定し、分析室に搬入した。調査模式図を図 2-3-2 に示した。 

④ 付着生物（動物） 

   付着生物（動物）は、新設護岸の鉛直面及び水平面(護岸内部)の目視調査及び定量採集を

行った。目視調査は、方形枠(50cm×50cm)を使用したベルトトランセクト法により、地点

(Ⅲ)の護岸前面上部から護岸下部(根固めブロック上部)までの範囲と、地点(Ⅰ)、(Ⅱ)及び

(Ⅲ)の遊水室内の壁面上部から底面までの付着生物の種類と、その被度を記録した。定量採

集は、方形枠(50cm×50cm)を使用し、平均海面付近の試料を坪刈りし、ホルマリン溶液にて

固定して、種の同定、個体数の計測及び湿重量の計測を行った。調査模式図を図 2-3-4 に示

した。 

⑤ 魚類 

魚類は、新設護岸の遊水室内部や周辺に出現した魚類を記録した。 

 

 



（ⅳ）植物 

① 植物プランクトン 

植物プランクトンは、バンドーン型採水器を使用し、表層(海面下 0.5 m)及び下層(海底上 1.0 m)

の試料を採取し、ホルマリン溶液にて固定し、分析室に搬入した。分析は、種の同定及び細胞数の計

測を行う。単位は、(細胞/L)である。調査模式図を図 2-3-1 に示した。 

② 付着生物（植物） 

付着生物（植物）は、新設護岸の鉛直面及び水平面(護岸内部)の目視調査及び定量採集を行

った。目視調査は、方形枠(50cm×50cm)を使用したベルトトランセクト法により、地点(Ⅲ)の

護岸前面上部から護岸下部(根固めブロック上部)までの範囲と、地点(Ⅰ)、(Ⅱ)及び(Ⅲ)の遊

水室内の壁面上部から底面までの付着生物の種類と、その被度を記録した。定量採集は、方形

枠(50cm×50cm)を使用し、平均海面付近の試料を坪刈りし、ホルマリン溶液にて固定して、種

の同定、個体数の計測及び湿重量の計測を行った。調査模式図を図 2-3-4 に示した。 

  



表 2-3-2 調査項目、定量下限値及び分析方法(水質調査) 

調 査 項 目 単 位 定量下限値 分 析 方 法 

生 
活 
環 
境 
項 
目 

水素イオン濃度 pH ― JIS K 0102 12.1 

化学的酸素要求量 

(ＣＯＤＭｎ) 
mg/L 0.5 JIS K 0102 17 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 0.5 JIS K 0102 32.1(よう素滴定法) 

大腸菌数 CFU/100mL 1 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 10(特定酵素培地 MF 法) 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 mg/L 0.5 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 14(重量法) 

全窒素 mg/L 0.05 JIS K 0102 45.4(銅･ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元法) 

全リン mg/L 0.005 JIS K 0102 46.3.1(ﾍﾟﾙｵｷｿ二硫酸ｶﾘｳﾑ分解法) 

全亜鉛 mg/L 0.001 JIS K 0102 53.4(ICP-MS 法) 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 11(固相抽出 GC-MS 法) 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸

及びその塩 
mg/L 0.0001 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 12(LC/MS/MS 法) 

健 
 
 
 
康 
 
 
 
項 
 
 
 
目 

カドミウム mg/L 0.0003 JIS K 0102 55.4(ICP-MS 法) 

全シアン mg/L 0.1 JIS K 0102 38.1.2 及び 38.3(吸光光度法) 

鉛 mg/L 0.005 JIS K 0102 54.4(ICP-MS 法) 

六価クロム mg/L 0.005 JIS K 0102 65.2.1(吸光光度法) 

砒素 mg/L 0.001 JIS K 0102 61.2(水素化物発生 AA 法) 

総水銀 mg/L 0.0005 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 2(還元気化 AA 法) 

アルキル水銀 mg/L 0.0005 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 3(GC 法) 

ＰＣＢ mg/L 0.0005 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 4(GC 法) 

ジクロロメタン mg/L 0.002 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

四塩化炭素 mg/L 0.0002 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.0004 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.01 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.004 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.1 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/L 0.0006 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.001 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/L 0.001 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/L 0.0002 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

チウラム mg/L 0.0006 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 5(HPLC 法) 

シマジン mg/L 0.0003 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 6.第 1(GC-MS 法) 

チオベンカルブ mg/L 0.002 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 6.第 1(GC-MS 法) 

ベンゼン mg/L 0.001 JIS K 0125 5.2.2(ﾄﾗｯﾌﾟ型 HS･GC-MS 法) 

セレン mg/L 0.001 JIS K 0102 67.2(水素化合物発生 AA 法) 

硝酸性窒素 mg/L 0.05 JIS K 0102 43.1.3 及び 43.2.6(流れ分析法) 

亜硝酸性窒素 mg/L 0.05 JIS K 0102 43.1.3(流れ分析法) 

ふっ素 mg/L 0.08 JIS K 0102 34.1(吸光光度法) 

ほう素 mg/L 0.1 JIS K 0102 47.3(ICP 法) 

1,4-ジオキサン mg/L 0.005 昭和 46 年環境庁告示第 59 号付表 8 第 1(GC-MS 法) 

そ 
の 
他 

クロロフィルａ μg/L 0.5 海洋観測指針(1990)9.6.2 

塩分 － 0.5 海洋観測指針(1999)5.3 

鉛直測定（水温・塩

分・pH・DO・濁度・光

量子・クロロフィル a） 

－ － 多項目水質計（1.0 m 間隔） 

※1 水質は、表層：海面下 0.5 m、下層：海底上 1.0 m とする。 

※2 健康項目、n-ヘキサン抽出物質は表層のみとする。 

※3 鉛直測定は、任意で実施した。 



 

 

図 2-3-1 調査模式図(水質、植物プランクトン及び動物プランクトン) 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-3-3 調査項目、定量下限値及び分析方法(底質調査) 

調 査 項 目 単 位 定量下限値 分 析 方 法 

一 
 
般 
 
項 
 
目 

粒度組成 ― ― JIS A 1204 

含水率 % 0.1 昭和 48 年環告第 14 号第 1.1 備考に準ずる(重量法) 

強熱減量 % 0.1 底質調査方法 Ⅱ.4.2 

全硫化物 mg/g 0.01 底質調査方法 Ⅱ.4.6(滴定法) 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる 
酸素消費量(CODsed) 

mg/g 0.5 底質調査方法 Ⅱ.4.7(滴定法) 

全窒素 mg/g 0.05 底質調査方法 Ⅱ-4.8.1.2(吸光光度法) 

全リン mg/g 0.05 底質調査方法 Ⅱ-4.9.1.b)(吸光光度法) 

※ 底質調査方法とは、平成24年8月環水大水発第120725002号をいう。 

 

 

 

 

 

見張員



 

 

図 2-3-2 調査模式図(底質及び底生生物) 

 

 

 

 

 

図 2-3-3 調査模式図(魚卵・稚仔魚) 
 

 
 

 

 

  

見張員

約 30m 

クレモナロープφ20 ㎜ 

丸稚ネット(口径 1.3m 全長 3.0m) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-4 調査模式図(付着生物（動物、植物）) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２-４ 調査結果 

水質調査結果を 2-4-1 に示し、底質調査結果、海生生物調査及び環境監視調査結果をそれ

ぞれ 2-4-2、2-4-3 及び 2-4-4 に示す。 

 

２-４-１ 水質調査結果 

(1) 現地観測結果 

①  春季調査(令和 5 年 5 月 10 日) 

春季の水質、動物・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果

を表 4-1-1 に示す。 

色相は、全地点で暗灰黄緑色であり、調査地点周辺では赤潮はみられなかった。 

透明度は、3.0 m～3.6 m であった。 

水温は、表層が 17.8 ℃～18.4 ℃、下層が 16.6 ℃～17.1 ℃であり、両層とも地点

間で大きな差はみられなかった。 

 

表 4-1-1 水質・動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果(春季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 10：51 09：31 08：57 08：15 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 17.8 16.4 17.3 16.9 

風 向 － 北東 北東 北東 北東 

風 速 m/s 4.1 4.2 4.0 3.0 

色 相 － 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 3.0 3.5 3.2 3.6 

水 深 m 20.3 37.7 25.2 23.0 

水温 

表 層 ℃ 18.4 18.1 17.9 17.8 

下 層 ℃ 17.1 16.6 16.8 17.0 

 

  



②  夏季調査(令和 5 年 8 月 9 日) 

夏季の水質、動物・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果

を表 4-1-2 に示す。 

色相は、全地点で暗灰黄緑色であり、調査地点周辺では赤潮はみられなかった。 

透明度は、3.3 m～4.3 m であった。 

水温は、表層が 29.1 ℃～29.7 ℃、下層が 18.7 ℃～19.8 ℃であり、両層とも地点

Aが比較的高かった。 

 

表 4-1-2 水質・動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果(夏季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 10：43 09：18 08：46 08：13 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 曇 

気 温 ℃ 30.2 31.1 29.7 30.5 

風 向 － 南東 南東 南東 南東 

風 速 m/s 4.5 1.8 3.6 1.7 

色 相 － 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 3.3 3.4 3.5 4.3 

水 深 m 22.1 35.1 24.3 23.9 

水温 

表 層 ℃ 29.7 29.1 29.2 29.2 

下 層 ℃ 19.8 18.7 19.3 19.3 

 

  



③  秋季調査(令和 5年 11 月 1 日) 

秋季の水質、動物・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果

を表 4-1-3 に示す。 

色相は、地点 A が褐色で、それ以外の地点が暗灰黄緑色であり、地点 A 周辺では赤

潮の発生が確認されたが、それ以外の調査地点周辺では赤潮はみられなかった。 

透明度は 2.3 m～4.3 m であった。 

水温は、表層が 20.0 ℃～20.4 ℃、下層が全て 19.9 ℃であり、両層とも地点間で大

きな差はみられなかった。 

 

表 4-1-3 水質・動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果(秋季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 11：05 09：21 08：43 08：07 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 20.9 19.2 19.2 18.1 

風 向 － 南東 南西 南西 南西 

風 速 m/s 1.0 1.2 1.0 2.0 

色 相 － 褐色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 2.3 3.8 3.5 4.3 

水 深 m 21.7 35.6 24.4 24.6 

水温 

表 層 ℃ 20.4 20.1 20.0 20.1 

下 層 ℃ 19.9 19.9 19.9 19.9 

 

  



④  冬季調査(令和 6年 2月 7日) 

冬季の水質、動物・植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果

を表 4-1-4 に示す。 

色相は、全地点で暗緑色であり、調査地点周辺では赤潮はみられなかった。 

透明度は 5.1 m～5.6 m であった。 

水温は、表層が 10.5 ℃～10.7 ℃、下層が 12.0 ℃～12.8 ℃であり、両層とも地点

間で大きな差はみられなかった。 

 

表 4-1-4 水質・動植物プランクトン、魚卵・稚仔魚調査時における現地観測結果(冬季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 10：25 09：20 08：43 08：02 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 6.9 5.2 4.4 5.5 

風 向 － 北東 北東 北東 北東 

風 速 m/s 3.5 1.6 2.5 1.1 

色 相 － 暗緑色 暗緑色 暗緑色 暗緑色 

透 明 度 m 5.1 5.5 5.6 5.5 

水 深 m 20.7 35.1 24.2 24.0 

水温 

表 層 ℃ 10.7 10.5 10.5 10.5 

下 層 ℃ 12.1 12.8 12.0 12.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2）生活環境項目結果 

生活環境項目の分析結果と環境基準を表 4-1-5-1～表 4-1-5-4 に示す。 

 

① 水素イオン濃度 

春季は、表層が 8.1 pH～8.2 pH で、下層は 8.0 pH～8.1 pH の範囲であった。 

夏季は、表層が全て 8.5 pH で、下層は 7.8 pH～7.9 pH の範囲であった。 

秋季は、表層が全て 8.3 pH で、下層も全て 8.1 pH であった。 

冬季は、表層及び下層が全て 8.1 pH であった。 

夏季の全地点の表層の値は、8.5 pH と基準値(環境基準：海域 B 類型 7.8 pH 以上 

8.3 pH 以下)を満足できなかったが、それ以外は基準値を満足した。 

基準値を満足できなかったのは、夏季において、調査当日の表層の水温が 29 ℃台と

高かったことから、植物プランクトンの増殖が考えられ、この影響によるものと考え

られる。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(令和 3 年度神奈川県 公共用水域及び

地下水の水質測定結果(本牧沖)上層：水素イオン濃度 8.0 pH～8.7 pH、全層：水素

イオン濃度 7.8 pH～8.7 pH)の範囲内であった。 

 

② 化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) 

春季は、表層が 2.9 ㎎/L～3.2 ㎎/L、下層が 0.7 ㎎/L～2.6 ㎎/L の範囲であった。 

夏季は、表層が 3.9 ㎎/L～5.7 ㎎/L、下層が 0.9 ㎎/L～1.7 ㎎/L の範囲であった。 

秋季は、表層が 2.6 ㎎/L～4.2 ㎎/L、下層が 1.2 ㎎/L～1.9 ㎎/L の範囲であった。 

冬季は、表層が 1.4 ㎎/L～2.4 ㎎/L、下層が 1.2 ㎎/L～1.4 ㎎/L の範囲であった。 

夏季の全地点の表層、並びに、春季及び秋季の地点 A の表層の値は、3.2 ㎎/L～  

5.7 ㎎/L と、基準値(環境基準：海域 B類型 3 mg/L 以下)を満足できなかったが、それ

以外は基準値を満足した。 

基準値を満足できなかったのは、調査当日の表層の水温が 18 ℃以上あったことから、

植物プランクトンの増殖が考えられ、この影響によるものと考えられる。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(令和 3 年度神奈川県 公共用水域及び

地下水の水質測定結果(本牧沖)上層：ＣＯＤＭｎ 0.9 mg/L～6.7 mg/L、平均値 3.2 

mg/L 全層：ＣＯＤＭｎ 0.6 mg/L～6.7 mg/L、平均値 2.3 mg/L)の範囲内であった。 

 

③ 溶存酸素量(ＤＯ) 

春季は、表層が 8.2 ㎎/L～8.4 ㎎/L、下層が 6.1 ㎎/L～6.6 ㎎/L の範囲であった。 

夏季は、表層が 8.0 ㎎/L～8.6 ㎎/L、下層が 1.8 ㎎/L～4.0 ㎎/L の範囲であった。 

秋季は、表層が 9.0 ㎎/L～11.1 ㎎/L、下層が 6.0 ㎎/L～6.1 ㎎/L の範囲であった。 

冬季は、表層が 9.1 ㎎/L～9.5 ㎎/L、下層が 6.6 ㎎/L～8.9 ㎎/L の範囲であった。 

夏季の全地点の下層の値は、1.8 ㎎/L～4.0 ㎎/L と、基準値(環境基準：海域 B類

型 5 mg/L 以上)を満足できなかったが、それ以外は基準値を満足した。 



横浜市環境科学研究所報 第 32 号(2008)「横浜市沿岸域における貧酸素化状況調

査」によると、7月及び 8月の本牧沖の底層は貧酸素化状態を示しているとあり、こ

の状況が続いているためと考えられる。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(令和 3年度神奈川県 公共用水域及び

地下水の水質測定結果(本牧沖)上層：ＤＯ 7.7 mg/L～14 mg/L、平均値 9.9 mg/L 全

層：ＤＯ 1.6 mg/L～14 mg/L、平均値 8.2 mg/L)の範囲内であった。 

 

④ 大腸菌数 

春季は、表層が 16 CFU/100mL～78 CFU/100mL の範囲であり、下層が 1 CFU/100mL 未

満～27 CFU/100mL の範囲であった。 

夏季は、表層が全地点で 1 CFU/100mL 未満であり、下層が 1 CFU/100mL 未満～    

1 CFU/100mL の範囲であった。 

秋季は、表層が 1 CFU/100mL 未満～1 CFU/100mL の範囲であり、下層が全地点で     

1 CFU/100mL 未満であった。 

冬季は、表層が 40 CFU/100mL～83 CFU/100mL の範囲であり、下層が 1 CFU/100mL 未

満～1 CFU/100mL の範囲であった。 

大腸菌数は、海域 B 類型では環境基準が制定されていないが、より水質が良好な海

域 A類型には環境基準(300 CFU/100mL)が制定されている。 

調査結果は、より水質が良好な A類型の環境基準も満足していた。 

 

⑤ n-へキサン抽出物質 

n-へキサン抽出物質は、年間を通して全地点で不検出であった。 

調査結果は、基準値(環境基準：海域 B類型 検出されないこと)を満足していた。 

 

⑥ 全窒素 

春季は、表層が 0.81 ㎎/L～1.0 ㎎/L、下層が 0.25 ㎎/L～0.52 ㎎/L の範囲であっ

た。 

夏季は、表層が 0.14 ㎎/L～0.30 ㎎/L、下層が 0.13 ㎎/L～0.21 ㎎/L の範囲であっ

た。 

秋季は、表層が 0.50 ㎎/L～0.88 ㎎/L、下層が 0.33 ㎎/L～0.46 ㎎/L の範囲であっ

た。 

冬季は、表層が 0.73 ㎎/L～0.94 ㎎/L、下層が 0.38 ㎎/L～0.51 ㎎/L の範囲であっ

た。 

調査結果は、基準値(環境基準：海域Ⅳ類型 1 mg/L 以下)を満足していた。 

 

⑦ 全リン 

春季は、表層が 0.078 mg/L～0.10 ㎎/L、下層が 0.034 mg/L～0.066 ㎎/L の範囲で  

あった。 

夏季は、表層が 0.023 mg/L～0.025 ㎎/L、下層が 0.028 mg/L～0.042 ㎎/L の範囲で 

あった。 



秋季は、表層が 0.047 mg/L～0.087 ㎎/L、下層が 0.035 mg/L～0.037 ㎎/L の範囲で 

あった。 

冬季は、表層が 0.047 mg/L～0.060 ㎎/L、下層が 0.035 mg/L～0.037 ㎎/L の範囲で 

あった。 

春季の地点 Aの下層の値は、0.10 ㎎/L と基準値(環境基準：海域Ⅳ類型 0.09 mg/L

以下)を満足できなかったが、それ以外は基準値を満足した。 

基準を満足できなかったのは、調査日(5 月 10 日)の前の 7 日及び 8 日に、横浜地方

で 37.5 mm 及び 91.5 mm の降雨が確認されており、これにより、陸域の生活排水等が

海域に流れ込んだためではないかと推察される。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(令和 3 年度神奈川県 公共用水域及び

地下水の水質測定結果(本牧沖)上層：全燐 0.031 ㎎/L～0.19 ㎎/L、平均値 21 ㎎/L)

と同程度であった。 

 

⑧ 全亜鉛 

春季は、表層が 0.004 mg/L～0.006 ㎎/L の範囲で、下層が 0.001 ㎎/L～0.003 ㎎/L

の範囲であった。 

夏季は、表層が 0.001 mg/L 未満～0.008 ㎎/L、下層が 0.001 mg/L 未満～0.005 ㎎

/L の範囲であった。 

秋季は、表層が 0.001 mg/L～0.003 ㎎/L の範囲で、下層が 0.001 ㎎/L～0.002 ㎎/L

の範囲であった。 

冬季は、表層が 0.004 mg/L～0.005 ㎎/L、下層が 0.001 mg/L～0.003 ㎎/L の範囲で  

あった。 

調査結果は、基準値(環境基準：海域生物 A類型 0.02 mg/L 以下)を満足していた。 

 

⑨ ノニルフェノール 

ノニルフェノールは、年間を通して全地点で定量下限値未満であった。 

調査結果は、基準値(環境基準：生物 A類型 0.001 mg/L 以下)を満足していた。 

 

⑩ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩 

春季は、表層が 0.0002 mg/L～0.0006 ㎎/L、下層が 0.0002 mg/L～0.0007 ㎎/L の範

囲であった。 

夏季は、表層が 0.0003 mg/L～0.0012 ㎎/L、下層が 0.0004 mg/L～0.0014 ㎎/L の範

囲であった。 

秋季は、表層が 0.0004 mg/L～0.0008 ㎎/L、下層が 0.0005 mg/L～0.0007 ㎎/L の範

囲であった。 

冬季は、表層が 0.0003 mg/L～0.0021 ㎎/L、下層が 0.0002 mg/L～0.0005 ㎎/L の範

囲であった。 

調査結果は、基準値(環境基準：海域生物 A類型 0.01 mg/L 以下)を満足していた。 

 

 



⑪ クロロフィルａ 

春季は、表層が 7.0 μg/L～12.1 μg/L、下層が 2.2 μg/L～9.2 μg/L の範囲であ

った。 

夏季は、表層が 8.7 μg/L～9.6 μg/L、下層が 1.1 μg/L～1.7 μg/L の範囲であっ

た。 

秋季は、表層が 16.5 μg/L～39.3 μg/L、下層が 1.4 μg/L～4.9 μg/L の範囲であ

った。 

冬季は、表層が 2.6 μg/L～3.0 μg/L、下層が 1.7 μg/L～2.5 μg/L の範囲であっ

た。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(令和 3 年度神奈川県 公共用水域及び

地下水の水質測定結果(本牧沖)：クロロフィルａ 3.3 μg/L～63 μg/L、平均値 21 μ

g/L)と同程度であった。 

 

 

⑫ 塩分 

春季は、表層が 26.0～28.7、下層が 33.0～34.0 の範囲であった。 

夏季は、表層が 28.8～29.1、下層が 33.4～33.9 の範囲であった。 

秋季は、表層が 30.6～31.7、下層が 33.2～33.6 の範囲であった。 

冬季は、表層が 30.9～31.8、下層が 32.9～33.3 の範囲であった。 

年間を通して、両層とも、地点間で大きな差はみられなかった。 



表 4-1-5-1(1) 水質分析結果(生活環境項目)(春季) 

計 量 項 目 単位 
地点 A 地点 B 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.1 (24 ℃) 8.1 (23 ℃) 8.2 (23℃) 8.1 (23 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 3.2  1.8  2.9  0.7  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 8.3  6.1  8.4  6.6  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 42  27  16  1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと 

全窒素 mg/L 1.0  0.52  0.93  0.25  1 以下 

全リン mg/L 0.10  0.066  0.078  0.034  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.004  0.002  0.006  0.002  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0002  0.0002  0.0002  0.0002  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 7.0  3.2  12.1  2.2  ─ 

塩分 ＊ ─ 26.0  33.0  28.7  34.0  ─ 

 

表 4-1-5-1(2) 水質分析結果(生活環境項目)(春季) 

計 量 項 目 単位 
地点 C 地点 D 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.2 (23 ℃) 8.1 (23 ℃) 8.2 (23 ℃) 8.0 (23℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 2.9  1.2  2.9  2.6  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 8.3  6.3  8.2  6.5  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 78  3  47  19  ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.84  0.29  0.81  0.47  1 以下 

全リン mg/L 0.078  0.040  0.078  0.049  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.006  0.001  0.004  0.003  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0006  0.0007  0.0002  0.0003  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 7.8  4.5  9.8  9.2  ─ 

塩分 ＊ ─ 28.2  33.3  28.7  33.6  ─ 

※ ＊は計量法第 107 条登録対象外項目を示す。 
※ 水素イオン濃度の( )は、測定時の液温を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。  



表 4-1-5-2(1) 水質分析結果(生活環境項目)(夏季) 

計 量 項 目 単位 
地点 A 地点 B 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.5 (27 ℃) 7.8 (27 ℃) 8.5 (26 ℃) 7.9 (27 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 4.0  1.4  5.7  0.9  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 8.3  1.8  8.3  4.0  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと 

全窒素 mg/L 0.14  0.15  0.30  0.13  1 以下 

全リン mg/L 0.023  0.042  0.025  0.028  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.001 未満 0.002  0.008  0.001 未満 0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0003  0.0004  0.0005  0.0013  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 9.2  1.5  8.8  1.1  ─ 

塩分 ＊ ─ 29.1  33.5  28.8  33.9  ─ 

 

表 4-1-5-2(2) 水質分析結果(生活環境項目)(夏季) 

計 量 項 目 単位 
地点 C 地点 D 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.5 (27 ℃) 7.8 (27 ℃) 8.5 (26 ℃) 7.9 (26 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 3.9  1.7  4.1  1.3  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 8.6  2.1  8.0  2.5  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 1 未満 1 未満 1 未満 1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.17  0.21  0.17  0.16  1 以下 

全リン mg/L 0.024  0.042  0.025  0.042  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.001  0.005  0.001  0.001  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0008  0.0011  0.0012  0.0014  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 9.6  1.3  8.7  1.7  ─ 

塩分 ＊ ─ 28.9  33.6  29.0  33.4  ─ 

※ ＊は計量法第 107 条登録対象外項目を示す。 
※ 水素イオン濃度の( )は、測定時の液温を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。  



表 4-1-5-3(1) 水質分析結果(生活環境項目)(秋季) 

計 量 項 目 単位 
地点 A 地点 B 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.3 (24 ℃) 8.1 (24 ℃) 8.3 (24 ℃) 8.1 (24 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 4.2  1.2  2.8  1.9  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 11.1  6.1  9.8  6.1  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 1  1 未満 1 未満 1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.88  0.43  0.58  0.46  1 以下 

全リン mg/L 0.087  0.035  0.054  0.036  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.003  0.001  0.002  0.002  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0004  0.0005  0.0006  0.0005  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 39.3  2.0  27.6  4.9  ─ 

塩分 ＊ ─ 30.6  33.4  31.5  33.2  ─ 

 

表 4-1-5-3(2) 水質分析結果(生活環境項目)(秋季) 

計 量 項 目 単位 
地点 C 地点 D 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.3 (24 ℃) 8.1 (24 ℃) 8.3 (24 ℃) 8.1 (24 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 2.7  1.4  2.6  1.3  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 9.6  6.0  9.0  6.0  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 1  1 未満 1 未満 1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.60  0.35  0.50  0.33  1 以下 

全リン mg/L 0.066  0.035  0.047  0.037  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.002  0.001  0.001  0.001  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.0006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0005  0.0007  0.0008  0.0006  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 28.0  1.4  16.5  1.5  ─ 

塩分 ＊ ─ 31.5  33.5  31.7  33.6  ─ 

※ ＊は計量法第 107 条登録対象外項目を示す。 
※ 水素イオン濃度の( )は、測定時の液温を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。  



表 4-1-5-4(1) 水質分析結果(生活環境項目)(冬季) 

計 量 項 目 単位 
地点 A 地点 B 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.1 (19 ℃) 8.1 (19 ℃) 8.1 (21 ℃) 8.1 (21 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 1.7  1.2  1.5  1.2  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 9.5  6.6  9.3  8.6  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 83  1  70  1 未満 ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.94  0.51  0.83  0.38  1 以下 

全リン mg/L 0.060  0.037  0.050  0.035  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.005  0.001  0.004  0.001  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0021  0.0002  0.0008  0.0002  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 2.6  1.7  2.6  2.2  ─ 

塩分 ＊ ─ 30.9  32.9  31.4  33.3  ─ 

 

表 4-1-5-4(2) 水質分析結果(生活環境項目)(冬季) 

計 量 項 目 単位 
地点 C 地点 D 環境 

基準 表層 下層 表層 下層 

水素イオン濃度 pH 8.1 (21 ℃) 8.1 (21 ℃) 8.1 (20 ℃) 8.1 (19 ℃) 7.8～8.3 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ) mg/L 1.4  1.3  2.4  1.4  3 以下 

溶存酸素量(ＤＯ) mg/L 9.3  8.9  9.1  8.5  5 以上 

大腸菌数 ＊ CFU/100mL 40  1  62  1  ─ 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/L 不検出(0.5 未満) ── 不検出(0.5 未満) ── 検出されないこと

全窒素 mg/L 0.73  0.46  0.74  0.45  1 以下 

全リン mg/L 0.047  0.037  0.054  0.036  0.09 以下 

全亜鉛 mg/L 0.005  0.001  0.004  0.003  0.02 以下 

ノニルフェノール mg/L 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.00006 未満 0.001 以下 

直鎖アルキルベンゼンスル 
ホン酸及びその塩(LAS) 

mg/L 0.0003  0.0002  0.0003  0.0005  0.01 以下 

クロロフィルａ μg/L 3.0  2.3  2.9  2.5  ─ 

塩分 ＊ ─ 31.8  33.0  31.8  33.0  ─ 

※ ＊は計量法第 107 条登録対象外項目を示す。 
※ 水素イオン濃度の( )は、測定時の液温を示す。  



(3) 健康項目結果 

健康項目の分析結果を表 4-1-6-1～表 4-1-6-4 に示す。 

4 地点における 28 健康項目の分析結果は、硝酸性窒素が 0.05 mg/L 未満～0.50 mg/L の

範囲、ふっ素が 0.87 mg/L～1.2 mg/L の範囲、ほう素は 3.4 mg/L～4.5 mg/L の範囲であっ

たが、それ以外は不検出もしくは定量下限値未満であった。 

調査結果は、全て基準値(環境基準、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素：10 mg/L、海域では

ふっ素及びほう素の環境基準は適用されない。)を満足していた。 

 

  



表 4-1-6-1 水質分析結果(健康項目)(春季) 

計 量 項 目 単位 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 環境基準 

カドミウム ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 以下 

全シアン ㎎/L 
不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

検出されないこと

鉛 ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.01 以下 

六価クロム ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.05 以下 

砒素 ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

総水銀 ㎎/L  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.005 以下 

アルキル水銀 ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと

ＰＣＢ ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと

ジクロロメタン ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

四塩化炭素 ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.004 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.1 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.04 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 1 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

チウラム ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

シマジン ㎎/L  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.003 以下 

チオベンカルブ ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

ベンゼン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

セレン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

硝酸性窒素 ㎎/L 0.44 0.33 0.33 0.31 
10 以下 

亜硝酸性窒素 ㎎/L  0.05   未満  0.05   未満  0.05   未満  0.05   未満 

ふっ素 ㎎/L 0.92 1.0 0.99 1.0 ─ 

ほう素 ㎎/L 3.6 4.0 3.8 3.9 ─ 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満 0.05 以下 

※ 人の健康の保護に関する項目は、表層試料で分析を実施した。  



表 4-1-6-2 水質分析結果(健康項目)(夏季) 

計 量 項 目 単位 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 環境基準 

カドミウム ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 以下 

全シアン ㎎/L 
不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

検出されないこと

鉛 ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.01 以下 

六価クロム ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.05 以下 

砒素 ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

総水銀 ㎎/L  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.005 以下 

アルキル水銀 ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと

ＰＣＢ ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと

ジクロロメタン ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

四塩化炭素 ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.004 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.1 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.04 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 1 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

チウラム ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

シマジン ㎎/L  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.003 以下 

チオベンカルブ ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

ベンゼン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

セレン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

硝酸性窒素 ㎎/L 0.05   未満 0.05   未満 0.20 0.19 
10 以下 

亜硝酸性窒素 ㎎/L 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 

ふっ素 ㎎/L 1.0 1.0 1.0 1.0 ─ 

ほう素 ㎎/L 3.9 3.9 4.1 4.0 ─ 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満 0.05 以下 

※ 人の健康の保護に関する項目は、表層試料で分析を実施した。  



表 4-1-6-3 水質分析結果(健康項目)(秋季) 

計 量 項 目 単位 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 環境基準 

カドミウム ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 以下 

全シアン ㎎/L 
不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

検出されないこと 

鉛 ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.01 以下 

六価クロム ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.05 以下 

砒素 ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

総水銀 ㎎/L  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.005 以下 

アルキル水銀 ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと 

ＰＣＢ ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと 

ジクロロメタン ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

四塩化炭素 ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.004 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.1 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.04 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 1 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

チウラム ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

シマジン ㎎/L  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.003 以下 

チオベンカルブ ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

ベンゼン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

セレン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

硝酸性窒素 ㎎/L 0.29 0.12 0.11 0.09 
10 以下 

亜硝酸性窒素 ㎎/L 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 

ふっ素 ㎎/L 1.1 1.1 1.1 1.1 ─ 

ほう素 ㎎/L 4.3 4.3 4.4 4.4 ─ 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満 0.05 以下 

※ 人の健康の保護に関する項目は、表層試料で分析を実施した。 

  



表 4-1-6-4 水質分析結果(健康項目)(冬季) 

計 量 項 目 単位 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 環境基準 

カドミウム ㎎/L 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.0003 未満 0.003 以下 

全シアン ㎎/L 
不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

不検出 
(0.1    未満) 

検出されないこと 

鉛 ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.01 以下 

六価クロム ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.05 以下 

砒素 ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

総水銀 ㎎/L  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.0005 未満  0.005 以下 

アルキル水銀 ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと 

ＰＣＢ ㎎/L 
不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

不検出 
(0.0005 未満) 

検出されないこと 

ジクロロメタン ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

四塩化炭素 ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.0004 未満  0.004 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.01   未満  0.1 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.004  未満  0.04 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 0.1    未満 1 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.001  未満 0.01 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ ㎎/L  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.0002 未満  0.002 以下 

チウラム ㎎/L  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.0006 未満  0.006 以下 

シマジン ㎎/L  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.0003 未満  0.003 以下 

チオベンカルブ ㎎/L  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.002  未満  0.02 以下 

ベンゼン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

セレン ㎎/L  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.001  未満  0.01 以下 

硝酸性窒素 ㎎/L 0.58 0.50 0.46 0.45 
10 以下 

亜硝酸性窒素 ㎎/L 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 0.05   未満 

ふっ素 ㎎/L 1.1 1.1 1.1 1.1 ─ 

ほう素 ㎎/L 4.0 4.3 4.2 4.2 ─ 

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ ㎎/L  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満  0.005  未満 0.05 以下 

※ 人の健康の保護に関する項目は、表層試料で分析を実施した。  



(4) 水質調査結果のまとめ 

   本牧ふ頭沖の地点 A、地点 B、地点 C 及び地点 D で、水素イオン濃度、化学的酸素要求量

などの生活環境項目 12項目、カドミウム、全シアン等の健康項目 28項目を、4季にわたっ

て調査した。 

調査海域の「水質汚濁に係る環境基準の水質類型」については、水素イオン濃度、化学

的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ）、溶存酸素量(ＤＯ)及び n-へキサン抽出物質(油分等)は「海域 B

類型」、全窒素及び全リンは「海域Ⅳ類型」、全亜鉛、ノニルフェノール及び直鎖アルキル

ベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS)は「海域生物 A 類型」に指定されており、それぞれの

類型ごとに生活環境項目の環境基準が定められている。 

健康項目は、海域に関係なく一律に環境基準が定められている。海域では、ふっ素及び

ほう素は適用されない。 

 

生活環境項目については、水素イオン濃度は、夏季の全地点の表層の値が、基準値を満

足できなかった。 

化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ)は、夏季の全地点の表層、並びに、春季及び秋季の地点 A

の表層の値が、基準値を満足できなかった。 

溶存酸素量(ＤＯ)は、夏季の全地点の下層の値が、基準値を満足できなかった。 

また、全リンは、春季の地点 Aの表層の値が基準値を満足できなかった。 

これら以外の調査結果は、基準値を満足していた。 

水素イオン濃度、化学的酸素要求量(ＣＯＤＭｎ)が基準値を満足できなかったのは、植物

プランクトンの増殖によるものと考えられる。 

溶存酸素量(ＤＯ)が基準値を満足できなかったのは、横浜市環境科学研究所報 第 32 号

(2008)「横浜市沿岸域における貧酸素化状況調査」によると、7月及び 8月の本牧沖の底層

は貧酸素化状態を示しているとあり、これらの状況が続いているためと考えられる。 

全リンが基準値を満足できなかったのは、調査前の降雨によるものと推察される。 

調査結果は、本調査海域の一般的な水質状況(水質防止法第 16 条の規定に基づき実施さ

れている調査結果)と同程度であった。 

健康項目については、28 項目のうち、硝酸性窒素、ふっ素及びほう素が検出されたが、

それ以外の 25 項目は、不検出もしくは定量下限値未満であった。 

調査結果は、全て基準値(環境基準、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素：10 mg/L、ふっ素及

びほう素は、海域での環境基準は適用されない。)を満足していた。 

 

 

  



２-４-２ 底質調査結果(環境現況調査) 

(1) 現地観測結果 

① 春季調査 

底質及び底生生物の調査時における現地観測結果を表 4-2-1 に示す。 

泥質は、地点 A 及び地点 B がシルトであり、地点 C 及び地点 D は砂混じりシルトであ

った。 

泥色は、全てが暗オリーブ色であった。 

泥温は、16.7 ℃～17.0 ℃であった。 

泥臭は、地点 Bが微硫化水素臭で、その他の地点が無臭であった。 

混入物は、全地点で貝殻がみられた。 

 

 

 

表 4-2-1 底質現地観測結果(春季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 11：43 12：02 12：20 12：45 

気 

 

 

象 

 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 18.1 18.4 19.0 19.2 

風 向 － 北東 北東 北東 北東 

風 速 m/s 3.8 4.0 2.5 2.8 

水 深 m 20.3 37.7 25.2 23.0 

泥 質 － シルト シルト 砂混じりシルト 砂混じりシルト 

泥 色 － 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 

泥 温 ℃ 17.0 16.7 16.8 16.9 

泥 臭 － 無臭 微硫化水素臭 無臭 無臭 

混 入 物 － 貝殻 貝殻 貝殻 貝殻 

 

  



 

② 夏季調査 

底質、底生生物及び魚類調査時における現地観測結果を表 4-2-2 に示す。 

泥質は、地点 A及び地点 Bが砂混じりシルトで、地点 C及び地点 Dはシルトであっ

た。 

泥色は、全てが暗オリーブ色であった。 

泥温は、18.6 ℃～19.8 ℃であった。 

泥臭は、地点 Aが無臭で、その他の地点が硫化水素臭であった。 

混入物は、全地点で貝殻がみられた。 

 

 

 

表 4-2-2 底質現地観測結果(夏季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 11：19 11：51 12：07 12：18 

気 

 

 

象 

 

天 候 － 晴 曇 曇 晴 

気 温 ℃ 32.2 27.1 28.0 28.1 

風 向 － 南東 南東 南東 南東 

風 速 m/s 4.1 1.9 3.8 4.3 

水 深 m 22.1 35.1 24.3 23.9 

泥 質 － 砂混じりシルト 砂混じりシルト シルト シルト 

泥 色 － 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 

泥 温 ℃ 19.8 18.6 19.1 19.1 

泥 臭 － 無臭 硫化水素臭 硫化水素臭 硫化水素臭 

混 入 物 － 貝殻 貝殻 貝殻 貝殻 

 

  



 

③ 秋季調査 

底質及び底生生物の調査時における現地観測結果を表 4-2-3 に示す。 

泥質は、地点 Aが砂混じりシルトであり、その他の地点はシルトであった。 

泥色は、全てが暗オリーブ色であった。 

泥温は、19.2 ℃～19.6 ℃であった。 

泥臭は、地点 Bが硫化水素臭で、その他の地点が微硫化水素臭であった。 

混入物は、全地点で貝殻がみられた。 

 

 

 

表 4-2-3 底質現地観測結果(秋季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 11：40 11：59 12：25 12：42 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 19.4 20.1 20.2 21.2 

風 向 － 南東 南東 南東 南東 

風 速 m/s 1.9 1.8 1.1 0.4 

水 深 m 21.7 35.6 24.4 24.6 

泥 質 － 砂混じりシルト シルト シルト シルト 

泥 色 － 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 

泥 温 ℃ 19.6 19.2 19.4 19.3 

泥 臭 － 微硫化水素臭 硫化水素臭 微硫化水素臭 微硫化水素臭 

混 入 物 － 貝殻 貝殻 貝殻 貝殻 

 

  



 

④ 冬季調査 

底質、底生生物及び魚類調査時における現地観測結果を表 4-2-4 に示す。 

泥質は、全てが砂混じりシルトであった。 

泥色は、全てが暗オリーブ色であった。 

泥温は、12.1 ℃～13.0 ℃であった。 

泥臭は、地点 A が無臭、地点 B は硫化水素臭、地点 C 及び地点 D は微硫化水素臭であ

った。 

混入物は、全地点で貝殻がみられた。 

 

 

 

表 4-2-4 底質現地観測結果(冬季) 

調査地点 

測定項目 
地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

採 取 時 刻 － 11：03 11：27 11：53 12：02 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 晴 晴 

気 温 ℃ 6.8 8.5 9.8 9.7 

風 向 － 北東 北東 北東 北東 

風 速 m/s 2.8 1.3 2.4 2.6 

水 深 m 20.6 35.1 24.2 24.0 

泥 質 － 砂混じりシルト 砂混じりシルト 砂混じりシルト 砂混じりシルト 

泥 色 － 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 暗オリーブ色 

泥 温 ℃ 12.2 13.0 12.1 12.5 

泥 臭 － 無臭 硫化水素臭 微硫化水素臭 微硫化水素臭 

混 入 物 － 貝殻 貝殻 貝殻 貝殻 

 

  



 

(2）底質一般項目結果 

一般項目の分析結果及び粒度組成の結果を表 4-2-5-1～表 4-2-5-4、図 4-2-1～図 4-2-4

に示す。 

 

① 含水率 

春季は、37.3 %～65.4 %の範囲であった。 

夏季は、49.3 %～67.0 %の範囲であった。 

秋季は、55.2 %～68.3 %の範囲であった。 

冬季は、47.3 %～60.5 %の範囲であった。 

 

② 強熱減量 

春季は、5.8 %～11.6 %の範囲であった。 

夏季は、8.0 %～12.8 %の範囲であった。 

秋季は、9.6 %～12.8 %の範囲であった。 

冬季は、7.1 %～9.7 %の範囲であった。 

 

③ 全硫化物 

春季は、0.29 mg/g～1.2 mg/g の範囲であった。 

夏季は、0.35 mg/g～1.2 mg/g の範囲であった。 

秋季は、0.26 mg/g～1.1 mg/g の範囲であった。 

冬季は、0.52 mg/g～1.1 mg/g の範囲であった。 

全地点で基準値(水産用水基準：0.2 mg/g 以下)をできなかった。 

 

④ 過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる酸素消費量(ＣＯＤsed) 

春季は、10.2 mg/g～21.0 mg/g の範囲であった。 

夏季は、13.7 mg/g～20.9 mg/g の範囲であった。 

秋季は、9.8 mg/g～23.4 mg/g の範囲であった。 

冬季は、10.8 mg/g～20.2 mg/g の範囲であった。 

春季、夏季及び冬季の地点 B、秋季の地点 C、並びに、夏季の地点 D は、基準値(水産

用水基準：20 mg/g 以下)を満足できなかったが、それ以外は基準値を満足していた。 

 

⑤ 全窒素 

春季は、1.61 mg/g～3.91 mg/g の範囲であった。 

夏季は、2.50 mg/g～3.97 mg/g の範囲であった。 

秋季は、2.76 mg/g～4.83 mg/g の範囲であった。 

冬季は、2.08 mg/g～3.26 mg/g の範囲であった。 

  



⑥ 全リン 

春季は、0.44 mg/g～0.88 mg/g の範囲であった。 

夏季は、0.56 mg/g～0.77 mg/g の範囲であった。 

秋季は、0.68 mg/g～1.0 mg/g の範囲であった。 

冬季は、0.57 mg/g～0.77 mg/g の範囲であった。 

 

⑦ 粒度組成 

春季は、地点 Aは、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 17.2 %、シルト分 58.4 %及び粘土

分 24.4 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。地点 Bは、石分 0.0 %、礫

分 0.0 %、砂分 3.1 %、シルト分 73.7 %及び粘土分 23.6 %であり、粘土分も多いが、シ

ルト分が主であった。地点Cは、石分0.0 %、礫分0.0 %、砂分21.4 %、シルト分62.8 %

及び粘土分 15.8 %であり、砂分も多いが、シルト分が主であった。地点 D は、石分

0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 55.1 %、シルト分 32.5 %及び粘土分 12.4 %であり、シルト分

も多いが、砂分が主であった。 

夏季は、各調査地点の平均粒度分布は、地点 A は、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分

17.9 %、シルト分 59.6 %及び粘土分 22.5 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主で

あった。地点 Bは、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 3.6 %、シルト分 70.8 %及び粘土分

25.6 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。地点 Cは、石分 0.0 %、礫分

0.0 %、砂分 5.3 %、シルト分 76.6 %及び粘土分 18.1 %であり、シルト分が主であった。

地点 Dは、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 3.5 %、シルト分 71.3 %及び粘土分 25.2 %で

あり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。 

秋季は、各調査地点の平均粒度分布は、地点 A は、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分

29.4 %、シルト分 53.7 %及び粘土分 16.9 %であり、砂分も多いが、シルト分が主であ

った。地点 B は、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 4.3 %、シルト分 63.1 %及び粘土分

32.6 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。地点 Cは、石分 0.0 %、礫分

0.0 %、砂分 8.9 %、シルト分 68.5 %及び粘土分 22.6 %であり、粘土分も多いが、シル

ト分が主であった。地点 Dは、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 6.5 %、シルト分 66.0 %及

び粘土分 27.5 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。 

冬季は、各調査地点の平均粒度分布は、地点 A は、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分

15.0 %、シルト分 55.2 %及び粘土分 29.8 %であり、粘土も多いが、シルト分が主であ

った。地点 B は、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 2.4 %、シルト分 67.2 %及び粘土分

30.4 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。地点 Cは、石分 0.0 %、礫分

0.0 %、砂分 7.3 %、シルト分 68.2 %及び粘土分 24.5 %であり、粘土分も多いが、シル

ト分が主であった。地点 Dは、石分 0.0 %、礫分 0.0 %、砂分 4.0 %、シルト分 68.2 %及

び粘土分 27.8 %であり、粘土分も多いが、シルト分が主であった。 

 

  



 

⑧ 最大粒径 

春季は、地点 A及び地点 Dは 2.00 mm で、地点 B及び地点 Cは 0.85 mm であった。 

夏季は、全地点で 2.00 mm であった。 

秋季は、全地点で2.00 mm であった。 

冬季は、地点 A、地点 B及び地点 Cは 2.00 mm で、地点 Dは 0.85 mm であった。 

 

⑨ 土粒子の密度 

春季は、地点 Aが2.514 g/cm3、地点 Bが2.505 g/cm3、地点 Cが2.526 g/cm3及び地点

Dが2.574 g/cm3であった。 

夏季は、地点 Aが2.544 g/cm3、地点 Bが2.531 g/cm3、地点 Cが2.503 g/cm3及び地点

Dが2.511 g/cm3であった。 

秋季は、地点 Aが2.611 g/cm3、地点 Bが2.596 g/cm3、地点 Cが2.566 g/cm3及び地点

Dが2.586 g/cm3であった。 

冬季は、地点 Aが2.579 g/cm3、地点 Bが2.573 g/cm3、地点 Cが2.566 g/cm3及び地点

Dが2.569 g/cm3であった。 

年間を通して、2.503 g/cm3～2.611 g/cm3と、各地点間に大きな差はみられなかった。 

 

  



 

表 4-2-5-1(1) 底質分析結果(春季) 

計 量 項 目 単 位 地点A 地点B 地点C 地点D 基準値 

含水率 ＊ ％ 58.8 65.4 42.8 37.3 ― 

強熱減量 ＊ ％ 9.9 11.6 7.2 5.8 ― 

全硫化物 mg/g 0.52 1.2 0.77 0.29 0.2 以下 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる 

酸素消費量(CODsed) 
mg/g 13.5 21.0 12.3 10.2 20 以下 

全窒素 mg/g 3.27 3.91 2.14 1.61 ― 

全リン mg/g 0.76 0.88 0.48 0.44 ― 

※ ＊は、計量法第107条登録対象外項目を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。 

 

表 4-2-5-1(2) 粒度組成一覧(春季) 

粒度組成 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

粒 
 

 

度 

石分 (75 ㎜以上) ％ 0.0  0.0  0.0  0.0  

礫分 (2～75 ㎜) ％ 0.0  0.0  0.0  0.0  

砂分 (0.075～2 ㎜) ％ 17.2  3.1  21.4  55.1  

シルト分 (0.005～0.075 ㎜) ％ 58.4  73.3  62.8  32.5  

粘土分 (0.005 ㎜未満) ％ 24.4  23.6  15.8  12.4  

最大粒径 mm 2 0.85 0.85 2 

土粒子の密度 g/cm3 2.514  2.505  2.526  2.574  

 

 

地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

    

■ 石分 ■ 礫分 ■ 砂分 ■ シルト分 ■ 粘土分    単位：% 

図 4-2-1 粒度組成の比率(春季)  



 

表 4-2-5-2(1) 底質分析結果(夏季) 

計 量 項 目 単 位 地点A 地点B 地点C 地点D 基準値 

含水率 ＊ ％ 57.4 64.3 49.3 67.0 ― 

強熱減量 ＊ ％ 9.5 11.5 8.0 12.8 ― 

全硫化物 mg/g 0.35 1.2 1.1 0.92 0.2 以下 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる 

酸素消費量(CODsed) 
mg/g 14.3 20.3 13.7 20.9 20 以下 

全窒素 mg/g 3.07 3.97 2.50 3.92 ― 

全リン mg/g 0.62 0.77 0.56 0.74 ― 

※ ＊は、計量法第107条登録対象外項目を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。 

 

表 4-2-5-2(2) 粒度組成一覧(夏季) 

粒度組成 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

粒 
 

 

度 

石分 (75 ㎜以上) ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 

礫分 (2～75 ㎜) ％ 0.0 0.0 0.0 0.0 

砂分 (0.075～2 ㎜) ％ 17.9  3.6  5.3  3.5  

シルト分 (0.005～0.075 ㎜) ％ 59.6  70.8  76.6  71.3  

粘土分 (0.005 ㎜未満) ％ 22.5  25.6  18.1  25.2  

最大粒径 mm 2  2  2  2  

土粒子の密度 g/cm3 2.544  2.531  2.503  2.511  

 

 

地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

  

■ 石分 ■ 礫分 ■ 砂分 ■ シルト分 ■ 粘土分    単位：% 

図 4-2-2 粒度組成の比率(夏季)  



 

表 4-2-5-3(1) 底質分析結果(秋季) 

計 量 項 目 単 位 地点A 地点B 地点C 地点D 基準値 

含水率 ＊ ％ 55.2 65.2 68.3 64.0 ― 

強熱減量 ＊ ％ 9.6 11.0 12.8 11.4 ― 

全硫化物 mg/g 0.26 1.1 1.0 0.92 0.2 以下 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる 

酸素消費量(CODsed) 
mg/g 9.8 19.8 23.4 19.2 20 以下 

全窒素 mg/g 2.76 4.02 4.83 4.07 ― 

全リン mg/g 0.68 0.82 1.0 0.87 ― 

※ ＊は、計量法第107条登録対象外項目を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。 

 
 

表 4-2-5-3(2) 粒度組成一覧(秋季) 

粒度組成 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

石分 (75 ㎜以上) % 0.0 0.0 0.0 0.0 

礫分 (2～75 ㎜) % 0.0 0.0 0.0 0.0 

砂分 (0.075～2 ㎜) % 29.4 4.3 8.9 6.5 

シルト分 (0.005～0.075 ㎜) % 53.7 63.1 68.5 66.0 

粘土分 (0.005 ㎜未満) % 16.9 32.6 22.6 27.5 

最大粒径  mm 2.00 2.00 2.00 2.00 

土粒子の密度 g/cm3 2.611 2.596 2.566 2.586 

 

 

地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

  

■ 石分 ■ 礫分 ■ 砂分 ■ シルト分 ■ 粘土分    単位：% 

図 4-2-3 粒度組成の比率(秋季)  



 

表 4-2-5-4(1) 底質分析結果(冬季) 

計 量 項 目 単 位 地点A 地点B 地点C 地点D 基準値 

含水率 ＊ ％ 47.3 60.5 54.2 56.0 ― 

強熱減量 ＊ ％ 7.1 9.7 8.6 8.8 ― 

全硫化物 mg/g 0.52 1.1 0.93 0.60 0.2 以下 

過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる 

酸素消費量(CODsed) 
mg/g 10.8 20.2 17.1 17.2 20 以下 

全窒素 mg/g 2.08 3.26 3.11 2.95 ― 

全リン mg/g 0.57 0.75 0.69 0.77 ― 

※ ＊は、計量法第107条登録対象外項目を示す。 
※ 赤字は、基準値不適合を示す。 

 
 

表 4-2-5-4(2) 粒度組成一覧(冬季) 

粒度組成 地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

石分 (75 ㎜以上) % 0.0 0.0 0.0 0.0 

礫分 (2～75 ㎜) % 0.0 0.0 0.0 0.0 

砂分 (0.075～2 ㎜) % 15.0 2.4 7.3 4.0 

シルト分 (0.005～0.075 ㎜) % 55.2 67.2 68.2 68.2 

粘土分 (0.005 ㎜未満) % 29.8 30.4 24.5 27.8 

最大粒径  mm 2.00 2.00 2.00 0.85 

土粒子の密度 g/cm3 2.579 2.573 2.566 2.569 

 

 

地点 A 地点 B 地点 C 地点 D 

 

■ 石分 ■ 礫分 ■ 砂分 ■ シルト分 ■ 粘土分    単位：% 

図 4-2-4 粒度組成の比率(冬季)  



(3) 底質調査結果のまとめ 

本牧ふ頭沖の地点 A、地点 B、地点 C 及び地点 D で、全硫化物、過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる

酸素消費量(ＣＯＤsed)など 6項目及び粒度組成を、4季にわたって調査した。 

底質については、調査項目には環境基本法でいう環境基準が設定されていない。 

「水産用水基準」では、調査項目中の全硫化物は 0.2 mg/g 以下、過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによ

る酸素消費量(ＣＯＤsed)は 20 mg/g 以下という基準値が設定されている。 

 

底質中の全硫化物は、0.26 mg/g～1.2 mg/g であった。全て水産用水基準を満足でき

なかった。 

底質中の過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑによる酸素消費量(ＣＯＤsed)は、9.8 mg/g～23.4 mg/g の範囲

であった。春季の地点 B、夏季の地点 B 及び地点 D、秋季の地点 C、並びに、冬季の地点

Bの値は基準値を満足できなかったが、それ以外は基準値を満足していた。 

粒度組成は、春季の砂分の割合は地点 Bで 3.1 %であったが、その他の地点は 17.2 %

～55.1 %であった。 

夏季の砂分の割合は、地点 Aは 17.9 %であったが、その他の地点は、3.5 %～5.3 %で 

あった。 

秋季の砂分の割合は、地点 Aは 29.4 %であったが、その他の地点は、4.3 %～8.9 %で 

あった。 

冬季の砂分の割合は、地点 Aは 15.0 %であったが、その他の地点は、2.4 %～7.3 %で 

あった。 

地点 Aは、砂分の割合が、年間を通して、他の地点と比較して高かった。 

  



２-４-３ 海生生物調査結果(環境現況調査) 

 (1) 底生生物調査結果 

現地観測結果については、前項の表 4-3-1～表 4-3-5 に示した。 

 

① 底生生物出現種 

底生生物出現種一覧を表 4-3-1 に示す。 
 

表 4-3-1 底生生物出現種一覧 

 
  

門 綱 目 科 環境省 神奈川県
1 刺胞動物 花虫 海鰓 ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ Virgulariidae ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ科 ○ ○
2 磯巾着 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○ ○
3 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthus sp. Cerianthus属 ○
4 紐形動物 有針 異紐虫 - Heteronemertini 異紐虫目 ○
5 - - - Nemertinea 紐形動物門 ○ ○ ○
6 軟体動物 腹足 新腹足 ｺﾛﾓｶﾞｲ Cancellaria spengleriana ｺﾛﾓｶﾞｲ ○
7 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Orinella pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ ○
8 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ○
9 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ ○ ○

10 掘足 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ Dentaliidae ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ科 ○
11 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾅｼｶﾞｲ Thyasira tokunagai ﾊﾅｼｶﾞｲ ○
12 ﾊﾞｶｶﾞｲ Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ ○ ○
13 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina hokkaidoensis ｻｸﾗｶﾞｲ ○ NT
14 Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞ ○ ○
15 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ ○ ○ ○
16 ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ○
17 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ ○
18 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida sp. Eumida属 ○
19 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 ○
20 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 ○
21 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ ○ ○ ○ ○
22 Podarkeopsis brevipalpa ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○
23 Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ○
24 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○
25 ｼﾘｽ Syllinae ｼﾘｽ亜科 ○
26 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○
27 ﾁﾛﾘ Glycera alba ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ ○ ○ ○
28 Glycera nicobarica ﾁﾛﾘ ○ ○ ○
29 Glycera sp. Glycera属 ○ ○
30 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 ○ ○ ○ ○
31 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ ○ ○ ○
32 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Ninoe sp. Ninoe属 ○
33 Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ○ ○ ○ ○
34 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ ○
35 Paraprionospio coora ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○
36 Paraprionospio patiens ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○
37 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ ○ ○ ○ ○
38 Prionospio (Minuspio ) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ ○ ○ ○
39 Pseudopolydora sp. Pseudopolydora属 ○
40 Scolelepis sp. Scolelepis属 ○ ○
41 Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ ○
42 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ ○
43 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. Chaetozone属 ○ ○
44 Cirriformia sp. Cirriformia属 ○
45 Tharyx sp. Tharyx属 ○
46 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 ○ ○ ○ ○
47 Mediomastus sp. Mediomastus属 ○
48 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Praxillella pacifica ﾅｶﾞｵﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ ○
49 Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 ○
50 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ ○
51 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharete sp. Ampharete属 ○
52 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea sp. Nicolea属 ○
53 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 ○
54 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Euchone sp. Euchone属 ○ ○ ○
55 節足動物 軟甲 ｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ Iphinoe sagamiensis ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ ○ ○
56 Iphinoe sp. ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ属 ○
57 ｸﾏ ﾅﾝﾉｸｰﾏ Campylaspis sp. ｻｲﾂﾞﾁｸｰﾏ属 ○
58 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ ○ ○
59 Ampelisca naikaiensis ﾌｸﾛｽｶﾞﾒ ○
60 ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ Liljeborgia sp. ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ属 ○
61 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属 ○
62 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 ○
63 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa sp. ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 ○
64 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 ○
65 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Carcinoplax vestita ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ ○
66 Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ ○
67 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ○
68 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ ○ ○
69 ﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 ○

58 29 16 21

重要種のカテゴリーは以下の通りである。
1.  環境省レッドリスト2020：環境省(2020)
　　・絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)：絶滅の危機に瀕している種
　　・絶滅危惧ⅠA類(CR)：ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの
　　・絶滅危惧ⅠB類(EN)：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
　　・絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危険が増大している種
　　・準絶滅危惧(NT)：現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種
　　・情報不足(DD)：評価するだけの情報が不足している種
　　・絶滅のおそれのある地域個体群(LP)：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い種
2.  神奈川県レッドデータ生物調査報告書：神奈川県県立生命の星・地球博物館(2006)
　　・絶滅危惧Ⅰ類：絶滅の危機に瀕している種
　　・絶滅危惧ⅠA類：ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの
　　・絶滅危惧ⅠB類：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
　　・絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危機が増大している種
　　・準絶滅危惧：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種
　　・減少種：かつては県内に広く分布していたと考えられる種のうち、生息地あるいは生息個体数が著しく減少している種
　　・希少種：生息地が狭域であるなど生息環境が脆弱な種のうち、現在は個体数をとくに減少させていないが、生息地での環境悪化によっては絶滅が危惧される
　　・要注意種：前回、減少種あるいは希少種と判定され、かつては広く分布していたのに、生息地または生息個体数が明らかに減少傾向になる種
　　・注目種：生息環境が特殊なもののうち、県内における衰退が目立たないが、環境悪化が生じた際には絶滅が危惧される種
　　・情報不足：評価するだけの情報が不足している種
　　・不明種：過去に不確実な記録だけが残されている種
　　・絶滅のおそれのある地域個体群：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い個体群

夏季春季

69合計(種類数)
種類数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

番
号

重要種

01

冬季秋季



② 定量採集結果 

ア 春季調査 

春季調査の定量採集結果を表4-3-2に示す。また、優占種の写真を、写-1及び写-2に

示す。 

春季調査において出現した底生生物は、4 地点全体で 58 種類、1,230 個体、40.52 g

が出現し、このうち種類数および個体数はゴカイ綱が最も多かった。 

地点別にみると、種類数は 19～45 種類の範囲にあり、地点 C で多く、地点 B で少な 

かった。 

個体数及び湿重量はそれぞれ 253～364 個体/0.15m2、7.55～12.17 g/0.15m2の範囲で 

あった。個体数は地点 B で最も多く、地点 A で最も少なかった。湿重量は地点 A で最も

多く、地点 Bで最も少なかった。 

主な出現種は、二枚貝綱のシズクガイとゴカイ綱のシノブハネエラスピオであり、特

にシズクガイは全地点で主な出現種であった。 

 

イ 夏季調査 

夏季調査の定量採集結果を表 4-3-3 に示す。また、優占種の写真を、写-3、写-4及び

写-5 に示す。 

夏季調査において出現した底生生物は、4 地点全体で 29 種類、358 個体、13.84 g が

出現し、このうち種類数および個体数はゴカイ綱が最も多かった。 

地点別にみると、種類数は 16 または 19 種類であり、地点 A で 19 種類、それ以外の

地点は 16 種類であった。 

個体数及び湿重量はそれぞれ 44～141 個体/0.15m2、2.06～5.99 g/0.15m2の範囲であ

った。個体数、湿重量ともに地点 Aで最も多く、地点 Dで最も少なかった。 

主な出現種は、二枚貝綱のシズクガイとゴカイ綱のシノブハネエラスピオ、スベスベ

ハネエラスピオであった。特にシノブハネエラスピオは地点 B を除く 3 地点で主な出現

種であった。 

 

ウ 秋季調査 

秋季調査の定量採集結果を表 4-3-4 に示す。また、優占種の写真を、写-6 に示す。 

秋季調査において出現した底生生物は、4 地点全体で 16 種類、1,415 個体、13.01 g

が出現し、このうち種類数および個体数はゴカイ綱が最も多かった。 

地点別にみると、種類数は 4～10 種類の範囲にあり、地点 C で多く、地点 B 及び地点

Dで少なかった。 

個体数及び湿重量はそれぞれ 8～642 個体/0.15m2、0.11～6.03 g/0.15m2の範囲であっ

た。個体数及び湿重量は地点 Cで最も多く、地点 Bで最も少なかった。 

主な出現種は、ゴカイ綱のシノブハネエラスピオであり、全ての地点で 30 %以上を占

めていた。 

  



エ 冬季調査 

冬季調査の定量採集結果を表 4-3-5 に示す。また、優占種の写真を、写-7 に示す。 

冬季調査において出現した底生生物は、4 地点全体で 21 種類、603 個体、17.10 g が

出現し、このうち種類数及び個体数はゴカイ綱が最も多かった。 

地点別にみると、種類数は 9～15 種類の範囲にあり、地点 A で多く、地点 D で少なか

った。 

個体数および湿重量はそれぞれ 48～313 個体/0.15m2、1.77～6.00 g/0.15m2の範囲で 

あった。個体数は地点 A で、湿重量は地点 C で最も多かった。個体数及び湿重量は地点

Bで最も少なかった。 

主な出現種は、ゴカイ綱のシノブハネエラスピオであり、すべての地点で出現してい

た。 

 

オ 季別調査比較 

四季を通じた調査で出現した底生生物は 69 種類であり、ゴカイ綱が多かった。 

調査季別の種類数は 16～58 種類の範囲にあり、秋季で少なく、春季で多かった。個

体数と湿重量はそれぞれ 358～1,415 個体/季、13.01～40.52 g/季の範囲にあり、個体

数は秋季で、湿重量は春季で多かった。 

主な出現種は、ゴカイ綱のシノブハネエラスピオや二枚貝鋼のシズクガイ等であっ

た。シノブハネエラスピオは、有機汚濁の指標種として知られており(横山，2007）、

全ての調査季において優占した。 

  



表 4-3-2 底生生物の定量採集結果(春季) 

 

 
 

主な出現種 

  

 

写-1 シズクガイ 写-2 シノブハネエラスピオ  

 

 

表 4-3-3 底生生物の定量採集結果(夏季) 

 

主な出現種 

   
写-3 シズクガイ 写-4 シノブハネエラスピオ 写-5 スベスベハネエラスピオ 

 

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m2

【二枚貝綱】 ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ

(30.0) (85.7) (16.6) (20.6) (40.7)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(34.0) (17.5) (25.1) (17.5)

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ

(12.3) (11.5)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

11.26 40.52

個体数(個体/0.15㎡) 253 364 326 287 1,230

湿重量(g/0.15㎡) 12.17 7.55 9.54

主
な
出
現
種

種類数 22 19 45 27 58

　　　　　　地点
　項目

A B C D 合計

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m
2

【二枚貝綱】 ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ ｼｽﾞｸｶﾞｲ

(19.9) (18.8) (13.1)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(29.8) (43.5) (63.6) (25.0) (30.7)

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(25.0) (17.9)

Chaetozone属

(11.4)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

29

　　　　　　地点
　項目

A B C D 合計

種類数 19 16 16

13.84

個体数(個体/0.15㎡) 141 85 88 44 358

主
な
出
現
種

16

湿重量(g/0.15㎡) 5.99 2.53 3.26 2.06



表 4-3-4 底生生物の定量採集結果(秋季) 

 

 

主な出現種 

 

  

写-6 シノブハネエラスピオ   

 

 

表 4-3-5 底生生物の定量採集結果(冬季) 

 

 

主な出現種 

  

写-7 シノブハネエラスピオ   

 

 

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m2

【ｺﾞｶｲ綱】 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(93.4) (37.5) (86.0) (95.3) (90.1)

ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ

(25.0)

ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ

(25.0)

ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(12.5)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

4

主
な
出
現
種

湿重量(g/0.15㎡) 3.07 0.11 6.03 3.80 13.01

個体数(個体/0.15㎡) 488 8 642 277 1,415

16

　　　　　　地点
　項目

A B C D 合計

種類数 9 4 10

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m
2

【ｺﾞｶｲ綱】 ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(84.3) (39.6) (78.7) (79.1) (76.3)

ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ

(18.8)

ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ

(10.4)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

21

　　　　　　地点
　項目

A B C D 合計

種類数 15 11 12

17.10

個体数(個体/0.15㎡) 313 48 127 115 603

9

主
な
出
現
種

湿重量(g/0.15㎡) 5.41 1.77 6.00 3.92



【参考】【底生生物調査結果】 

 

底生生物春季調査結果(定量採集) 

 

 

 

底生生物夏季調査結果(定量採集) 

 

  

調査期日：令和5年5月

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m
2

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 刺胞動物 花虫 海鰓 ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ Virgulariidae ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ科 * 0.10 * 0.06 * 0.16
2 磯巾着 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 2 0.31 7 0.42 2 0.18 11 0.91
3 花巾着 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ Cerianthus  sp. Cerianthus属 1 0.54 2 0.09 3 0.63
4 紐形動物 - - - Nemertinea 紐形動物門 17 0.45 3 0.02 14 0.24 23 0.23 57 0.94
5 軟体動物 腹足 新腹足 ｺﾛﾓｶﾞｲ Cancellaria spengleriana ｺﾛﾓｶﾞｲ 1 0.37 1 0.37
6 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Orinella pulchella ｸﾁｷﾚｶﾞｲ 2 0.03 2 0.03
7 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ Philine argentata ｷｾﾜﾀｶﾞｲ 1 0.01 2 0.02 2 0.01 5 0.04
8 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ 1 0.00 3 0.08 4 0.08
9 掘足 ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ Dentaliidae ｿﾞｳｹﾞﾂﾉｶﾞｲ科 3 0.01 3 0.01 6 0.02

10 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾅｼｶﾞｲ Thyasira tokunagai ﾊﾅｼｶﾞｲ 1 0.00 1 0.01 2 0.02 4 0.03
11 ﾊﾞｶｶﾞｲ Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 6 0.24 2 0.20 5 0.29 23 0.89 36 1.62
12 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Nitidotellina hokkaidoensis ｻｸﾗｶﾞｲ 1 0.16 1 0.16
13 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 76 0.42 312 4.94 54 0.93 59 0.93 501 7.22
14 ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 2 0.00 6 0.00 2 0.00 1 0.00 11 0.00
15 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Phacosoma japonicum ｶｶﾞﾐｶﾞｲ 1 0.07 1 0.07
16 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 1 0.00 1 0.00
17 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 1 0.00 1 0.00
18 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ 2 0.02 2 0.02
19 Podarkeopsis brevipalpa ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ 3 0.01 3 0.01
20 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 17 0.04 1 0.00 26 0.09 33 0.13 77 0.26
21 ｼﾘｽ Syllinae ｼﾘｽ亜科 1 0.00 1 0.00
22 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 0.36 1 0.36
23 ﾁﾛﾘ Glycera alba ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ 1 0.24 2 0.11 4 0.29 3 0.34 10 0.98
24 Glycera nicobarica ﾁﾛﾘ 3 0.99 2 0.01 2 0.28 5 1.40 12 2.68
25 Glycera sp. Glycera属 3 0.04 3 0.04
26 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 2 0.03 2 0.01 4 0.04
27 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 5 0.07 2 0.02 3 0.03 10 0.12
28 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 17 0.59 3 0.05 40 0.98 16 0.53 76 2.15
29 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Aonides oxycephala ｹﾝｻｷｽﾋﾟｵ 3 0.03 3 0.03
30 Paraprionospio coora ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 3 0.23 13 2.01 2 0.19 5 0.83 23 3.26
31 Paraprionospio patiens ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 86 4.54 57 2.17 72 4.35 215 11.06
32 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 1 0.00 3 0.01 4 0.01
33 Pseudopolydora sp. Pseudopolydora属 1 0.01 5 0.01 2 0.01 8 0.03
34 Scolelepis sp. Scolelepis属 1 0.04 1 0.04
35 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. Chaetozone属 1 0.00 5 0.02 19 0.11 19 0.12 44 0.25
36 Cirriformia sp. Cirriformia属 1 0.06 1 0.06
37 Tharyx sp. Tharyx属 3 0.02 3 0.02
38 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 6 0.28 24 0.56 1 0.03 31 0.87
39 Mediomastus sp. Mediomastus属 6 0.01 6 0.01
40 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Praxillella pacifica ﾅｶﾞｵﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ 1 0.22 1 0.22
41 Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 3 0.05 3 0.05
42 ﾌｻｺﾞｶｲ ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ Lagis bocki ｳﾐｲｻｺﾞﾑｼ 5 0.56 1 0.04 6 0.60
43 ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharete sp. Ampharete属 1 0.02 1 0.02
44 ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea  sp. Nicolea属 3 0.55 3 0.55
45 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 1 0.00 1 0.00
46 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Euchone  sp. Euchone属 2 0.02 2 0.02
47 節足動物 軟甲 ｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ Iphinoe sagamiensis ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ 4 0.01 4 0.02 2 0.00 10 0.03
48 Iphinoe sp. ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ属 1 0.01 1 0.01
49 ｸﾏ ﾅﾝﾉｸｰﾏ Campylaspis sp. ｻｲﾂﾞﾁｸｰﾏ属 1 0.00 1 0.00
50 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 4 0.03 4 0.03
51 Ampelisca naikaiensis ﾌｸﾛｽｶﾞﾒ 1 0.00 1 0.00
52 ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ Liljeborgia sp. ﾄｹﾞﾖｺｴﾋﾞ属 1 0.00 1 0.00
53 ｸﾁﾊﾞｼｿｺｴﾋﾞ Synchelidium sp. ｻﾝﾊﾟﾂｿｺｴﾋﾞ属 2 0.00 1 0.01 3 0.01
54 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 2 0.00 2 0.00
55 十脚 ﾛｳｿｸｴﾋﾞ Processa sp. ﾛｳｿｸｴﾋﾞ属 1 0.01 1 0.01
56 ｴﾋﾞｼﾞｬｺ Crangon sp. ｴﾋﾞｼﾞｬｺ属 1 0.16 1 0.16
57 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Carcinoplax vestita ｹﾌﾞｶｴﾝｺｳｶﾞﾆ 1 2.84 1 1.09 2 3.93
58 棘皮動物 ﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ ｲｶﾘﾅﾏｺ Synaptidae ｲｶﾘﾅﾏｺ科 3 0.30 3 0.30

253 12.17 364 7.55 326 9.54 287 11.26 1,230 40.52

注:*は群体性の種を、0.00は湿重量が0.01g未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

合計番
号

A B C D

5845 27

合計(個体数・湿重量)

種類数 22 19

調査期日：令和5年8月9日

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m2

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 刺胞動物 花虫 海鰓 ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ Virgulariidae ﾔﾅｷﾞｳﾐｴﾗ科 * 2.29 * 2.29
2 紐形動物 - - - Nemertinea 紐形動物門 12 0.32 3 0.03 3 0.18 18 0.53
3 軟体動物 腹足 頭楯 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ Ringicula doliaris ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ 1 0.00 1 0.00
4 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Raeta pulchellus ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 2 0.16 2 0.16
5 ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞ 1 0.76 1 0.47 2 1.23
6 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 28 0.47 16 0.40 2 0.02 1 0.04 47 0.93
7 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ 2 0.01 5 0.02 7 0.03
8 Podarkeopsis brevipalpa ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ 1 0.00 1 0.00 2 0.01 1 0.01 5 0.02
9 Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 1 0.00 1 0.00

10 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 7 0.01 3 0.00 7 0.02 2 0.00 19 0.03
11 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 6 0.19 3 0.54 1 0.02 10 0.75
12 ﾁﾛﾘ Glycera nicobarica ﾁﾛﾘ 4 1.52 1 0.48 1 0.87 1 0.24 7 3.11
13 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 1 0.02 1 0.02
14 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 3 0.05 1 0.03 4 0.08
15 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Ninoe  sp. Ninoe属 1 0.05 1 0.05
16 Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 10 0.26 5 0.16 1 0.01 2 0.08 18 0.51
17 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio coora ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 14 0.32 37 1.13 2 0.18 11 0.51 64 2.14
18 Paraprionospio patiens ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 42 0.19 1 0.00 56 0.72 11 0.16 110 1.07
19 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 2 0.01 2 0.01 1 0.00 5 0.02
20 Prionospio (Minuspio) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 1 0.00 1 0.00
21 Scolelepis sp. Scolelepis属 5 0.02 1 0.00 1 0.01 1 0.00 8 0.03
22 Spiophanes kroeyeri ｽｽﾞｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ 1 0.03 1 0.03
23 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Magelona japonica ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 1 0.02 1 0.02
24 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Chaetozone sp. Chaetozone属 1 0.01 5 0.08 3 0.03 5 0.11 14 0.23
25 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 4 0.31 1 0.06 5 0.37
26 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Euchone  sp. Euchone属 1 0.00 1 0.00
27 節足動物 軟甲 端脚 ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ Ampelisca brevicornis ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 1 0.00 1 0.00
28 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ ｽﾅﾋﾄﾃﾞ Luidia quinaria ｽﾅﾋﾄﾃﾞ 1 0.13 1 0.13
29 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ 2 0.01 1 0.05 3 0.06

141 5.99 85 2.53 88 3.26 44 2.06 358 13.84

注:*は群体性の種を、0.00は湿重量が0.01g未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

合計番
号

A B C D

2916 16

合計(個体数・湿重量)

種類数 19 16



底生生物秋季調査結果(定量採集) 

 

 

 

底生生物冬季調査結果(定量採集) 

 

  

調査期日：令和5年11月1日

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m
2

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida sp. Eumida属 1 0.00 1 0.00
2 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ 1 0.00 1 0.00
3 Podarkeopsis brevipalpa ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ 5 0.01 5 0.01
4 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 17 0.05 22 0.04 39 0.09
5 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 5 0.47 5 0.47
6 ﾁﾛﾘ Glycera alba ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ 2 0.05 1 0.03 3 0.08
7 Glycera sp. Glycera属 1 0.00 1 0.00
8 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 1 0.01 1 0.01
9 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1 0.02 1 0.01 2 0.03

10 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio coora ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 6 0.07 1 0.02 3 0.05 10 0.14
11 Paraprionospio patiens ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 456 2.63 3 0.04 552 5.39 264 3.77 1,275 11.83
12 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 4 0.00 4 0.00
13 Prionospio (Minuspio) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 2 0.00 2 0.00 49 0.04 8 0.00 61 0.04
14 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 3 0.15 3 0.15
15 節足動物 軟甲 十脚 ｴﾝｺｳｶﾞﾆ Eucrate crenata ﾏﾙﾊﾞｶﾞﾆ 1 0.14 1 0.14
16 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiura kinbergi ｸｼﾉﾊｸﾓﾋﾄﾃﾞ 3 0.02 3 0.02

488 3.07 8 0.11 642 6.03 277 3.80 1,415 13.01

注:0.00は湿重量が0.01g未満を示す。

合計(個体数・湿重量)

合計

種類数 9 4 10 4 16

番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

A B C D

調査期日：令和6年2月8日

調査方法：ｽﾐｽﾏｯｷﾝﾀｲﾔ型採泥器(小型、3回採泥)

単　位：個体、g／0.15m2

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量

1 刺胞動物 花虫 磯巾着 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ Edwardsiidae ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 1 0.02 1 0.02
2 紐形動物 有針 異紐虫 - Heteronemertini 異紐虫目 1 0.04 1 0.04
3 - - - Nemertinea 紐形動物門 1 0.00 2 0.01 3 0.01
4 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ Macoma tokyoensis ｺﾞｲｻｷﾞ 2 2.44 2 2.44
5 ｱｻｼﾞｶﾞｲ Theora fragilis ｼｽﾞｸｶﾞｲ 2 0.06 2 0.06
6 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Ophiodromus angustifrons ﾓｸﾞﾘｵﾄﾋﾒ 1 0.01 1 0.01 2 0.02
7 Podarkeopsis brevipalpa ﾀﾚﾒｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ 2 0.01 3 0.01 2 0.01 7 0.03
8 ｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ 12 0.06 2 0.01 14 0.07
9 ｺﾞｶｲ Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 7 0.70 1 0.22 4 0.39 2 0.67 14 1.98

10 ﾁﾛﾘ Glycera alba ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ 2 0.02 2 0.09 2 0.08 6 0.19
11 Glycera nicobarica ﾁﾛﾘ 1 0.49 1 0.57 2 1.06
12 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 6 0.11 4 0.05 2 0.07 1 0.07 13 0.30
13 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys oligobranchia ｺﾉﾊｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ 1 0.00 1 0.00
14 ｲｿﾒ ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Scoletoma longifolia ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ 1 0.01 1 0.01 2 0.03 4 0.05
15 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Paraprionospio coora ｽﾍﾞｽﾍﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 11 0.38 19 1.09 9 0.26 8 0.39 47 2.12
16 Paraprionospio patiens ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ 264 4.04 5 0.19 100 2.22 91 2.16 460 8.61
17 Prionospio aucklandica ﾐﾂﾊﾞﾈｽﾋﾟｵ 1 0.00 6 0.02 7 0.02
18 Prionospio (Minuspio ) pulchra ｲﾄｴﾗｽﾋﾟｵ 1 0.00 9 0.01 2 0.00 12 0.01
19 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Notomastus sp. Notomastus属 1 0.06 1 0.06
20 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Euchone sp. Euchone属 2 0.01 1 0.00 3 0.01
21 節足動物 軟甲 ｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ Iphinoe sagamiensis ﾎｿﾅｷﾞｻｸｰﾏ 1 0.00 1 0.00

313 5.41 48 1.77 127 6.00 115 3.92 603 17.10

注:0.00は湿重量が0.01g未満を示す。

合計(個体数・湿重量)

合計

種類数 15 11 12 9 21

番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

A B C D



(2) 植物プランクトン調査結果 

現地観測結果については、前項の表 4-1-1～表 4-1-4 に示した。 

 

① 春季調査 

植物プランクトンの春季調査結果を表 4-3-6 に示す。主な出現種の写真を、写-8、写-9

及び写-10 に示す。 

春季調査において出現した植物プランクトンは、4 地点全体で 33 種類、6,814,800 細胞

/L であった。 

地点別にみると、種類数は 21～22 種類の範囲であり、各地点でほぼ同等であった。細胞

数は 1,297,200～1,906,800 細胞/L の範囲であり、地点 Dで少なく、地点 Cで多かった。 

主な出現種は、クリプト藻綱に属する Cryptomonadaceae、渦鞭毛藻綱に属する

Peridiniales、珪藻綱に属する Skeletonema costatum であり、全地点で見られた。 

その他、地点ごとで細胞数比率 5 %以上であった種としては、地点 Aにおいて珪藻綱に属

する Chaetoceros debile、プラシノ藻綱に属する Prasinophyceae が挙げられる。 

 

② 夏季調査 

植物プランクトンの夏季調査結果を表 4-3-7 に示す。主な出現種の写真を、写-11、写-

12 及び写-13 に示す。 

夏季調査において出現した植物プランクトンは、4 地点全体で 51 種類、7,602,000 細胞

/L であった。 

地点別にみると、種類数は 36～43 種類の範囲であり、地点 D で少なく、地点 A で多かっ

た。細胞数は 1,497,600～2,246,400 細胞/L の範囲であり、地点 D で少なく、地点 A で多  

かった。 

主な出現種は、珪藻綱に属する Thalassiosira spp.、Leptocylindrus danicus 及び

Neodelphineis pelagica であり、全地点で見られた。 

その他、地点ごとで細胞数比率 5 %以上であった種としては、地点 B及び地点 Cにおいて

珪藻綱に属する Chaetoceros didymum、地点 B において珪藻綱に属する Chaetoceros 

sociale、並びに、Pseudo-nitzschia sp.(cf. pungens)が挙げられる。 

 

③ 秋季調査 

植物プランクトンの秋季調査結果を表 4-3-8 に示す。主な出現種の写真を、写-14 及び 

写-15 に示す。 

秋季調査において出現した植物プランクトンは、4 地点全体で 41 種類、17,636,700 細胞

/L であった。 

地点別にみると、種類数は 25～30 種類の範囲であり、地点 C で少なく、地点 A で多かっ

た。細胞数は 3,024,000～5,883,300 細胞/L の範囲であり、地点 C で少なく、地点 A で多  

かった。 

主な出現種は、珪藻綱に属する Pseudo-nitzschia multistriata、渦鞭毛藻綱に属する

Alexandrium sp.であり、全地点で見られた。 

 



 

④ 冬季調査 

植物プランクトンの冬季調査結果を表 4-3-9 に示す。主な出現種の写真を、写-16、写-

17 及び写-18 に示す。 

冬季調査において出現した植物プランクトンは、4 地点全体で 33 種類、3,147,300 細胞

/L であった。 

地点別にみると、種類数は 26～28 種類の範囲であり、各地点でほぼ同等であった。細胞

数は 701,400～932,100 細胞/L の範囲であり、地点 Bで少なく、地点 Cで多かった。 

主な出現種は、クリプト藻綱に属する Cryptomonadaceae、渦鞭毛藻綱に属する

Peridiniales、珪藻綱に属する Skeletonema costatum であり、全地点で見られた。 

 

⑤ 季別調査比較 

出現した植物プランクトンの種類数は春季が 33 種類、夏季が 51 種類、秋季が 41 種類、

冬季が33種類、4地点の合計細胞数は春季が6,814,800細胞/L、夏季が7,602,000細胞/L、

秋季が17,636,700細胞/L、冬季が3,147,300細胞/Lであり、種類数は夏季が最も多く、細

胞数は秋季が最も多かった。 

分類群を見ると、各調査を通じて珪藻綱が優占していた。 

優占種を見ると、春季は全地点で Skeletonema costatum、夏季は地点 A、地点 B 及び地

点 Dにおいて Neodelphineis pelagica 、地点 Cにおいて Thalassiosira spp.、秋季は全

地点で Pseudo-nitzschia multistriata、冬季は全地点で Skeletonema costatum が優占し

た。 



表 4-3-6 植物プランクトンの調査結果(春季) 

 

 

 

主な出現種 

   
写-8 Cryptomonadaceae  写-9 Peridiniales 写-10 Skeletonema costatum  

 

表 4-3-7 植物プランクトンの調査結果(夏季) 

 

 
 

主な出現種 

   

写-11 Thalassiosira spp. 写-12 Leptocylindrus danicus 写-13 Neodelphineis pelagica  

調査期日：令和5年5月10日
調査方法：バンドーン採水器
単　　位：細胞/L

【ｸﾘﾌﾟﾄ藻】 Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae

【渦鞭毛藻】 Peridiniales Peridiniales Peridiniales Peridiniales Peridiniales

Skeletonema costatum Skeletonema costatum Skeletonema costatum Skeletonema costatum Skeletonema costatum

Chaetoceros debile

Prasinophyceae

注：主な出現種は、細胞数比率の5%以上出現した種を選出し、（ ）内にはその組成を示す。

(42.1) (54.0) (54.4)(64.0)

(5.1)

(59.9)

(7.5)

(10.9) (12.8) (9.1) (9.8)

　　　　　　　　地点
　項目

細胞数（細胞/L） 1,824,000 1,786,800 1,906,800

種類数 21 21 22

A B C

主
な
出
現
種

【珪藻】

【ﾌﾟﾗｼﾉ藻】

合計

33

D

(25.1) (18.8) (12.1) (13.3) (17.6)

1,297,200

21

6,814,800

(5.9)

調査期日：令和5年8月9日
調査方法：バンドーン採水器
単　　位：細胞/L

Thalassiosira  spp. Thalassiosira  spp. Thalassiosira  spp. Thalassiosira  spp. Thalassiosira  spp.

Neodelphineis pelagica Chaetoceros didymum Leptocylindrus danicus Leptocylindrus danicus Leptocylindrus danicus

Chaetoceros sociale Chaetoceros didymum Neodelphineis pelagica Neodelphineis pelagica

Neodelphineis pelagica Neodelphineis pelagica

注：主な出現種は、細胞数比率の5%以上出現した種を選出し、（ ）内にはその組成を示す。

(5.6)

主
な
出
現
種

【珪藻】

Pseudo -nitzschia  sp. (cf. pungens )

合計

51

D

(52.5) (5.3) (6.1) (10.1) (5.1)

1,497,600

36

7,602,000

(10.9) (12.2) (24.5) (14.3) (15.7)

　　　　　　　　    地点
　項目

細胞数（細胞/L） 2,246,400 1,708,800 2,149,200

種類数 43 39 38

A B C

(13.4) (33.1)(37.3)(5.1)

(20.5) (19.9)



表 4-3-8 植物プランクトンの調査結果(秋季) 

 

 

主な出現種 

  

 

写-14 Pseudo-nitzschia multistriata 写-15 Alexandrium sp.  

 

 

表 4-3-9 植物プランクトンの調査結果(冬季) 

 
 

主な出現種 

写-16 Cryptomonadaceae 写-17 Peridiniales 写-18 Skeletonema costatum 

 

 

調査期日：令和5年11月1日
調査方法：バンドーン採水器
単　　位：細胞/L

【珪藻】 Pseudo-nitzschia multistriata Pseudo-nitzschia multistriata Pseudo-nitzschia multistriata Pseudo-nitzschia multistriata Pseudo-nitzschia multistriata

【渦鞭毛藻】 Alexandrium sp. Alexandrium sp. Alexandrium sp. Alexandrium sp. Alexandrium sp.

注：主な出現種は、細胞数比率の5%以上出現した種を選出し、（ ）内にはその組成を示す。

主

な

出

現

種

合計

41

　　　　　　　　地点
　項目

細胞数（細胞/L） 5,883,300 3,763,200 3,024,000

種類数 30 27 25

A B C D

(8.2) (6.9) (8.2) (5.0) (7.0)

4,966,200

26

17,636,700

(82.1) (82.3) (77.1) (82.1) (81.3)

調査期日：令和6年2月8日
調査方法：バンドーン採水器
単　　位：細胞/L

【ｸﾘﾌﾟﾄ藻】 Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae Cryptomonadaceae

【渦鞭毛藻】 Peridiniales Peridiniales Peridiniales Peridiniales Peridiniales

【珪藻】 Skeletonema costatum Detonula pumila Skeletonema costatum Detonula pumila Skeletonema costatum

Skeletonema tropicum Skeletonema costatum Skeletonema tropicum Skeletonema costatum Skeletonema tropicum

Skeletonema tropicum Skeletonema tropicum

Pseudo-nitzschia spp.

【ﾕｰｸﾞﾚﾅ藻】 Euglenophyceae Euglenophyceae Euglenophyceae Euglenophyceae Euglenophyceae

注：主な出現種は、細胞数比率の5%以上出現した種を選出し、（ ）内にはその組成を示す。

主

な

出

現

種

(20.7) (9.1) (8.1) (8.5)

(10.6) (11.4)

(6.4) (17.5) (16.9) (12.6)

(35.1) (5.3) (22.0)

(11.6)

(6.5)

(14.1) (24.1) (8.2) (24.1) (11.0)

(5.8) (10.6) (21.2) (11.1) (12.7)

　　　　　　　　地点
　項目

細胞数（細胞/L） 790,200 701,400 932,100

種類数 28 27 28

A B C D

(7.8) (26.3)

合計

33

(13.4)

723,600

26

3,147,300



【参考】【植物プランクトン調査結果】 

植物プランクトン調査結果(春季) 

 

植物プランクトン調査結果(夏季) 

 

調査期日：令和5年5月10日

調査方法：バンドーン採水器

単　　位：細胞/L

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ Cryptomonadaceae 108,000 194,400 244,800 117,600 664,800

2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum micans 4,800 4,800

3 Prorocentrum minimum 2,400 2,400

4 Prorocentrum triestinum 12,000 4,800 12,000 9,600 38,400

5 ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ Dinophysis acuminata 1,200 1,200 1,200 3,600

6 Oxyphysis oxytoxoides 2,400 2,400 4,800

7 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gyrodinium spp. 21,600 26,400 12,000 14,400 74,400

8 - Gymnodiniales 9,600 12,000 12,000 24,000 57,600

9 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium kofoidii 2,400 2,400 4,800

10 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa triquetra 7,200 12,000 14,400 2,400 36,000

11 Protoperidinium pellucidum 2,400 2,400 7,200 12,000

12 Protoperidinium sp. 2,400 2,400

13 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella sp. 7,200 7,200

14 - Peridiniales 458,400 336,000 230,400 172,800 1,197,600

15 不等毛植物 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼ-ﾗ Skeletonema costatum 768,000 964,800 1,142,400 830,400 3,705,600

16 Thalassiosira anguste -lineata 4,800 4,800

17 Thalassiosira spp. 12,000 9,600 9,600 14,400 45,600

18 ﾒﾛｼ-ﾗ Leptocylindrus danicus 55,200 9,600 64,800

19 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus spp. 2,400 2,400 4,800

20 ﾍﾘｵﾍﾟﾙﾀ Actinoptychus senarius 9,600 9,600

21 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia fragilissima 31,200 12,000 31,200 12,000 86,400

22 ﾋﾞﾄﾞｩﾙﾌｨｱ Cerataulina pelagica 12,000 28,800 7,200 48,000

23 Eucampia zodiacus 52,800 52,800

24 ｷ-ﾄｹﾛｽ Chaetoceros debile 136,800 12,000 148,800

25 Chaetoceros didymum var. anglica 9,600 4,800 14,400

26 Chaetoceros lorenzianum 52,800 55,200 24,000 16,800 148,800

27 ﾘﾄﾃﾞｽﾐｳﾑ Ditylum brightwellii 9,600 9,600

28 羽状 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium 4,800 4,800

29 Pseudo -nitzschia spp. 62,400 43,200 105,600

30 ﾊﾌﾟﾄ植物 ﾊﾌﾟﾄ藻 - - Haptophyceae 4,800 4,800

31 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ植物 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ藻 - - Euglenophyceae 9,600 2,400 7,200 2,400 21,600

32 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - Prasinophyceae 93,600 40,800 64,800 4,800 204,000

33 不明鞭毛藻類 - - - Microflagellata(微小鞭毛藻類) 4,800 2,400 9,600 2,400 19,200

種類数 21 21 22 21 33

細胞数合計 1,824,000 1,786,800 1,906,800 1,297,200 6,814,800

沈殿量（mL/m3） 200 250 175 200 -

　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名

調査期日：令和5年8月9日

調査方法：バンドーン採水器

単　　位：細胞/L

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ Cryptomonadaceae 62,400 43,200 48,000 28,800 182,400

2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum balticum 2,400 2,400

3 Prorocentrum dentatum 4,800 4,800

4 Prorocentrum micans 2,400 2,400 4,800

5 Prorocentrum minimum 4,800 4,800

6 Prorocentrum triestinum 4,800 7,200 12,000

7 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodinium sp.1 24,000 14,400 9,600 14,400 62,400

8 Gyrodinium spp. 21,600 33,600 28,800 2,400 86,400

9 - Gymnodiniales 60,000 50,400 52,800 12,000 175,200

10 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium furca 12,000 12,000 7,200 31,200

11 Ceratium fusus 7,200 4,800 4,800 16,800

12 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Gonyaulax verior 7,200 4,800 12,000

13 ﾋﾟﾛﾌｧｰｸｽ Pyrophacus steinii 2,400 2,400

14 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Protoperidinium bipes 4,800 7,200 21,600 2,400 36,000

15 Protoperidinium spp. 7,200 2,400 2,400 12,000

16 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella sp. 2,400 2,400 4,800 2,400 12,000

17 - Peridiniales 33,600 52,800 79,200 33,600 199,200

18 不等毛植物 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼ-ﾗ Skeletonema costatum 16,800 19,200 43,200 16,800 96,000

19 Thalassiosira anguste -lineata 16,800 43,200 28,800 7,200 96,000

20 Thalassiosira spp. 244,800 208,800 525,600 213,600 1,192,800

21 Thalassiosiraceae 52,800 36,000 28,800 9,600 127,200

22 ﾒﾛｼ-ﾗ Leptocylindrus danicus 31,200 69,600 132,000 151,200 384,000

23 Leptocylindrus minimus 14,400 36,000 12,000 62,400

24 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus granii 1,200 1,200 2,400

25 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia fragilissima 26,400 21,600 19,200 7,200 74,400

26 Rhizosolenia setigera 2,400 4,800 2,400 2,400 12,000

27 ﾋﾞﾄﾞｩﾙﾌｨｱ Cerataulina pelagica 19,200 9,600 14,400 9,600 52,800

28 Eucampia zodiacus 24,000 38,400 4,800 33,600 100,800

29 ｷｰﾄｹﾛｽ Bacteriastrum sp. 33,600 9,600 12,000 55,200

30 Chaetoceros curvisetum 24,000 40,800 64,800

31 Chaetoceros debile 6,000 6,000

32 Chaetoceros didymum 61,200 90,000 110,400 55,200 316,800

33 Chaetoceros didymum var. anglica 6,000 6,000

34 Chaetoceros distans 24,000 33,600 49,200 42,000 148,800

35 Chaetoceros lorenzianum 16,800 21,600 28,800 10,800 78,000

36 Chaetoceros radicans 10,800 10,800

37 Chaetoceros sociale 229,200 229,200

38 Chaetoceros spp. 19,200 24,000 86,400 19,200 148,800

39 羽状 ﾃﾞｨｱﾄｰﾏ Neodelphineis pelagica 1,178,400 350,400 427,200 559,200 2,515,200

40 Thalassionema nitzschioides 4,800 4,800 9,600 21,600 40,800

41 ﾅﾋﾞｷｭﾗ Pleurosigma sp. 12,000 9,600 21,600 7,200 50,400

42 Naviculaceae 2,400 2,400 4,800

43 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium 12,000 21,600 62,400 28,800 124,800

44 Nitzschia sp. 4,800 2,400 4,800 12,000

45 Pseudo -nitzschia multistriata 9,600 21,600 14,400 45,600 91,200

46 Pseudo -nitzschia sp. (cf. pungens ) 24,000 96,000 67,200 9,600 196,800

47 Pseudo -nitzschia sp. 9,600 9,600

48 黄金色藻 ﾃﾞｨｸﾁｵｶ ｴﾌﾞﾘｱ Ebria tripartita 2,400 2,400

49 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ植物 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ藻 - - Euglenophyceae 33,600 19,200 21,600 28,800 103,200

50 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - Prasinophyceae 31,200 16,800 52,800 26,400 127,200

51 不明鞭毛藻類 - - - Microflagellata(微小鞭毛藻類) 62,400 50,400 76,800 12,000 201,600

種類数 43 39 38 36 51

細胞数合計 2,246,400 1,708,800 2,149,200 1,497,600 7,602,000

沈殿量（mL/m3） 325 425 450 475 -

備考：Gymnodinium  sp.1 はGymnodinium mikimotoiの可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名



植物プランクトン調査結果(秋季) 

 
 

植物プランクトン調査結果(冬季)  

 

  

調査期日：令和5年11月1日

調査方法：バンドーン採水器

単　　位：細胞/L

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ Cryptomonadaceae 79,200 45,600 40,800 103,200 268,800

2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum balticum 2,400 2,400

3 Prorocentrum dentatum 3,600 4,800 2,400 10,800

4 Prorocentrum micans 1,800 2,400 4,200

5 Prorocentrum minimum 1,800 2,400 2,400 6,600

6 Prorocentrum triestinum 19,800 9,600 16,800 16,800 63,000

7 ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ Dinophysis acuminata 1,200 1,200 1,200 3,600

8 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ Gymnodinium sp.1 37,800 84,000 100,800 204,000 426,600

9 Gyrodinium spp. 9,000 1,200 2,400 12,600

10 - Gymnodiniales 106,200 36,000 33,600 38,400 214,200

11 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium furca 450 1,200 3,600 3,600 8,850

12 Ceratium fusus 1,200 2,400 2,400 6,000

13 Ceratium trichoceros 450 450

14 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Alexandrium sp. 480,600 259,200 247,200 247,200 1,234,200

15 Gonyaulax verior 2,400 2,400

16 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Protoperidinium bipes 1,800 1,800

17 Protoperidinium spp. 1,800 2,400 10,800 7,200 22,200

18 ｶﾙｷｵﾃﾞｨﾈﾗ Scrippsiella sp. 3,600 2,400 6,000

19 - Peridiniales 14,400 12,000 9,600 7,200 43,200

20 不等毛植物 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼ-ﾗ Cyclotella sp. 3,600 3,600

21 Skeletonema costatum 21,600 21,600

22 Thalassiosira spp. 16,200 14,400 12,000 7,200 49,800

23 Thalassiosiraceae 21,600 16,800 38,400

24 ﾒﾛｼ-ﾗ Leptocylindrus danicus 12,000 12,000

25 Leptocylindrus mediterraneus 39,600 64,800 26,400 76,800 207,600

26 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia calcar avis 450 1,800 2,250

27 Rhizosolenia setigera 450 2,400 1,200 3,600 7,650

28 ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros curvisetum 7,200 7,200

29 Chaetoceros pseudocurvisetum 65,700 26,400 92,100

30 Chaetoceros spp. 32,400 7,200 4,800 44,400

31 羽状 ﾃﾞｨｱﾄｰﾏ Neodelphineis pelagica 28,800 28,800

32 Thalassionema nitzschioides 25,200 25,200

33 ﾅﾋﾞｷｭﾗ Naviculaceae 2,400 2,400 4,800

34 ﾆｯﾁｱ Pseudo-nitzschia multistriata 4,827,600 3,096,000 2,332,800 4,075,200 14,331,600

35 Pseudo-nitzschia sp. (cf. pungens ) 7,200 43,200 48,000 31,200 129,600

36 Pseudo-nitzschia sp. 14,400 14,400 28,800

37 ﾗﾌｨﾄﾞ藻 － － Raphidophyceae 34,200 16,800 24,000 36,000 111,000

38 黄金色藻 ﾃﾞｨｸﾁｵｶ ｴﾌﾞﾘｱ Ebria tripartita 2,400 2,400

39 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ植物 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ藻 - - Euglenophyceae 3,600 4,800 4,800 13,200

40 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - Prasinophyceae 2,400 4,800 7,200

41 不明鞭毛藻類 - - - Microflagellata(微小鞭毛藻類) 21,600 26,400 21,600 60,000 129,600

種類数 30 27 25 26 41

細胞数合計 5,883,300 3,763,200 3,024,000 4,966,200 17,636,700

沈殿量（mL/m
3
） 165 250 250 250 -

備考：Gymnodinium  sp.1 はGymnodinium mikimotoiの可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名

調査期日：令和6年2月8日

調査方法：バンドーン採水器

単　　位：細胞/L

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 ｸﾘﾌﾟﾄ植物 ｸﾘﾌﾟﾄ藻 ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ ｸﾘﾌﾟﾄﾓﾅｽ Cryptomonadaceae 45,600 74,400 198,000 80,400 398,400

2 渦鞭毛植物 渦鞭毛藻 ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ ﾌﾟﾛﾛｹﾝﾄﾙﾑ Prorocentrum minimum 3,600 6,000 7,200 13,200 30,000

3 ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ ﾃﾞｨﾉﾌｨｼｽ Oxyphysis oxytoxoides 2,400 2,400

4 ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ - Gymnodiniales 3,600 1,200 4,800 2,400 12,000

5 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ ｹﾗﾁｳﾑ Ceratium fusus 600 600 1,200 600 3,000

6 ｺﾞﾆｵﾗｯｸｽ Gonyaulax sp. 3,600 2,400 3,600 3,600 13,200

7 ﾍﾟﾘﾃﾞｨﾆｳﾑ Heterocapsa triquetra 9,600 7,200 15,600 8,400 40,800

8 Protoperidinium sp. 3,600 1,200 1,200 6,000

9 - Peridiniales 50,400 122,400 157,200 91,200 421,200

10 不等毛植物 珪藻 円心 ﾀﾗｼｵｼ-ﾗ Detonula pumila 31,200 37,200 30,000 56,400 154,800

11 Skeletonema costatum 277,200 169,200 205,200 174,600 826,200

12 Skeletonema tropicum 111,600 74,400 76,800 82,800 345,600

13 Thalassiosira spp. 4,800 14,400 14,400 2,400 36,000

14 Thalassiosiraceae 4,800 9,600 10,800 10,800 36,000

15 ﾒﾛｼ-ﾗ Leptocylindrus danicus 4,800 7,200 12,000

16 ｺｽｷﾉﾃﾞｨｽｸｽ Coscinodiscus spp. 600 1,200 1,200 1,200 4,200

17 ﾍﾘｵﾍﾟﾙﾀ Actinoptychus senarius 4,800 2,400 7,200

18 ﾘｿﾞｿﾚﾆｱ Rhizosolenia setigera 600 900 1,500

19 ﾋﾞﾄﾞｩﾙﾌｨｱ Cerataulina pelagica 4,800 4,800

20 ｷｰﾄｹﾛｽ Chaetoceros affine 600 6,000 6,600

21 Chaetoceros constrictum 2,400 17,700 7,800 26,100 54,000

22 Chaetoceros danicum 1,200 900 2,100

23 Chaetoceros debile 3,000 2,700 35,100 18,000 58,800

24 Chaetoceros didymum 1,200 1,200 3,300 4,800 10,500

25 Chaetoceros sociale 3,600 4,800 8,400

26 Chaetoceros sp. 1,200 1,200

27 ﾘﾄﾃﾞｽﾐｳﾑ Ditylum brightwellii 4,800 1,800 2,400 1,800 10,800

28 羽状 ﾆｯﾁｱ Cylindrotheca closterium 3,600 2,400 1,200 3,600 10,800

29 Pseudo-nitzschia spp. 9,600 45,600 20,400 26,400 102,000

30 黄金色藻 ﾍﾟﾃﾞｨﾈﾗ ﾍﾟﾃﾞｨﾈﾗ Apedinella spinifera 2,400 2,400 3,600 8,400

31 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ植物 ﾕ-ｸﾞﾚﾅ藻 - - Euglenophyceae 163,200 63,600 75,600 61,200 363,600

32 緑色植物 ﾌﾟﾗｼﾉ藻 - - Prasinophyceae 25,200 16,800 25,200 14,400 81,600

33 不明鞭毛藻類 - - - Microflagellata(微小鞭毛藻類) 12,000 19,200 16,800 25,200 73,200

種類数 28 27 28 26 33

細胞数合計 790,200 701,400 932,100 723,600 3,147,300

沈殿量（mL/m
3
） 90 125 125 100 -

　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名



(3) 動物プランクトン調査結果 

現地観測結果については、前項の表 4-1-1～表 4-1-4 に示した。 
 

① 春季調査 

動物プランクトンの春季調査結果を表 4-3-10 に示す。また、優占種の写真を、写-19、 

写-20 及び写-21 に示す。 

春季調査において出現した動物プランクトンは、4 検体全体で 24 種類、198,240(平均

49,560)個体/m3であった。 

地点別にみると、種類数は 19～20 種類の範囲にあり、地点間で大きな差はみられな  

かった。個体数は 34,410～68,650 個体/m3 の範囲であり、地点 C で少なく、地点 D で多  

かった。 

主な出現種は、顎脚綱カイアシ亜綱のノープリウス期幼生(nauplius larva)及び

Oithona 属のコペポディド期幼生(copepodite larva)、並びに、刺胞動物門のプラヌラ幼

生(planula larva)であった。ノープリウス期幼生(nauplius larva)は、地点 Bを除き、

各地点とも最も多く出現した。 

この他では二枚貝綱の殻頂期幼生(umbo larva)、多膜類繊毛虫綱の Favella 

ehrenbergii が地点により個体数比率 5 %以上を示した。 

 

② 夏季調査 

動物プランクトンの夏季調査結果を表 4-3-11 に示す。また、優占種の写真を、写-22、 

写-23 及び写-24 に示す。 

夏季調査において出現した動物プランクトンは、4検体全体で47種類、259,330個体/m3

であった。 

地点別にみると、種類数は 28～32 種類の範囲にあり、地点間で大きな差は見られなか

った。個体数は 47,900～84,230 個体/m3の範囲であり、地点 Bで少なく、地点 Dで多かっ

た。 

主な出現種は、顎脚綱カイアシ亜綱の Oithona davisae、Oithona 属のコペポディド期

幼生(copepodite larva)、ノープリウス期幼生(nauplius larva)であり、地点間で同様の

組成比率を示した。 

この他では二枚貝綱の殻頂期幼生(umbo larva)が、地点 Cを除き、個体数比率 5 %以上

を示した。 

 

③ 秋季調査 

動物プランクトンの秋季調査結果を表 4-3-12 に示す。また、優占種の写真を、写-25、

写-26 及び写-27 に示す。 

秋季調査において出現した動物プランクトンは、4 検体全体で 38 種類、平均 378,560  

個体/m3であった。 

地点別にみると、種類数は 25～29 種類の範囲にあり、地点間で大きな差は見られなか

った。個体数は 46,350～140,100 個体/m3の範囲であり、地点 B で少なく、地点 D で多か

った。 

主な出現種は、顎脚綱カイアシ亜綱の Oithona 属のコペポディド期幼生  



(copepodite larva)であり、これらの大部分は同時に出現した Oithona davisae(成体)の

幼生であると思われる。これらの合計では各測点とも 40 %以上の組成比率を示した。

Oithona davisae は日本各地の内湾・沿岸に生息し、富栄養な海域でしばしば大量に発生

する。これに次いでノープリウス期幼生(nauplius larva)が各測点とも 10 %以上の組成

比率を示した。 

この他では顎脚綱カイアシ亜綱の Paracalanus 属のコペポディド期幼生(copepodite 

larva)が地点 Dを除き個体数比率 5 %以上を示した。また、輪虫綱の Synchaeta spp.が地

点 Bを除き個体数比率 5 %以上を示した。 

 

④ 冬季調査 

動物プランクトンの冬季調査結果を表 4-3-13 に示す。また、優占種の写真を、写-28、 

写-29 及び写-30 に示す。 

冬季調査において出現した動物プランクトンは、4検体全体で30種類、274,530個体/m3

であった。 

地点別にみると、種類数は 16～25 種類の範囲にあり、地点 C で多く、地点 D で少なか

った。個体数は 39,040～85,880 個体/m3の範囲であり、地点 Cで多く、地点 Dで少なかっ

た。 

主な出現種は、顎脚綱カイアシ亜綱のノープリウス期幼生(nauplius larva)で各測点と

も 32 %以上の組成比率を示した。これに次いで顎脚綱カイアシ亜綱の Oithona davisae が

各測点ともに優占した。同時に、Oithona davisae(成体)の幼生であると思われる

Oithona 属のコペポディド期幼生(copepodite larva)も多く出現しており、これらを合計

すると各測点で 30～50 %の出現率となった。 

この他では、顎脚綱カイアシ亜綱の Acartia 属のコペポディド期幼生(copepodite 

larva)が各測点で 6～16 %を占めた。また、地点 C では Acartia omorii も 8.7 %を占め

た。 

 

⑤ 季別調査比較 

出現した動物プランクトンの種類数は、四季でそれぞれ 24 種類、47 種類、38 種類及び

30 種類であり、夏季に多く春季に少なかった。平均個体数はそれぞれ 49,560 個体/m3、

64,833 個体/m3、94,640 個体/m3 及び 68,633 個体/m3 であり、秋季に多く、春季に少なか

った。 

分類群別にみると、年間を通して顎脚綱カイアシ亜綱が多く、この中でノープリウス期

幼生(nauplius larva)が年間を通じてすべての測点で 10 %以上を占めており、特に春季

と冬季では各測点とも全体の 32～54 %を占めて優占した。夏季と秋季では、Oithona 属の

コペポディド期幼生(copepodite larva)が全体の 29～60 %を占めた。秋季と冬季の

Oithona 属のコペポディド期幼生の大部分は Oithona davisae と考えられ、コペポディド

期幼生と成体の合計では本種が秋季と冬季で最も優占していた。また、春季の地点Bのみ

で刺胞動物門のプラヌラ幼生(planula larva)が 36 %と最も優占した。 

その他の主要種は、春季で二枚貝綱の殻頂期幼生(umbo larva)、多膜類繊毛虫綱の

Favella ehrenbergii、Oithona 属のコペポディド期幼生(copepodite larva)など、夏季



には二枚貝綱の殻頂期幼生(umbo larva)、秋季では Paracalanus 属のコペポディド期幼生

(copepodite larva)、輪虫綱の Synchaeta spp.、冬季で Acartia 属のコペポディド期幼

生(copepodite larva)などであった。 

 



表 4-3-10 動物プランクトンの調査結果(春季) 

 

 

 

主な出現種 

   
写-19 CNIDARIA（planula larva） 写-20 Oithona (copepodite larva) 写-21 COPEPODA (nauplius larva) 

 

 

表 4-3-11 動物プランクトンの調査結果(夏季) 

 

 
 

主な出現種 

   
写-22 Oithona davisae 写-23 Oithona (copepodite larva) 写-24 COPEPODA (nauplius larva)

 

 

調査年月日：令和5年5月10日
調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

【多膜類繊毛虫綱】 Favella ehrenbergii Favella ehrenbergii Favella ehrenbergii
(7.6) (9.6) (6.3)

【刺胞動物門】 CNIDARIA (planula larva) CNIDARIA (planula larva)
(35.6) (9.4)

【二枚貝綱】 BIVALVIA (umbo larva) BIVALVIA (umbo larva) BIVALVIA (umbo larva)
(11.2) (7.2) (6.4)

【多毛綱】 POLYCHAETA (larva)
(6.1)

Oithona davisae
(5.8)

Acartia  (copepodite larva)
【顎脚綱】 (5.8)
(ｶｲｱｼ亜綱) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva)

(6.9) (6.3) (9.2) (7.2)
COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva)

(54.3) (33.1) (41.0) (49.2) (45.8)

注：主な出現種は、個体数比率の5%以上出現した種を選出し、（）内にはその組成を示す。

主
な
出
現
種

個体数（個体/m
3
） 53,680 41,500 34,410 68,650 198,240

種類数 20 19 19 19 24

合計
　　　　　　　地点
　項目

A B C D

調査年月日：令和5年8月9日
調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

【二枚貝綱】 BIVALVIA (umbo larva) BIVALVIA (umbo larva) BIVALVIA (umbo larva) BIVALVIA (umbo larva)

(5.0) (6.4) (6.5) (5.4)
Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae

(5.5) (16.5) (12.9) (13.1) (12.0)
【顎脚綱】 Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva)
(ｶｲｱｼ亜綱) (52.6) (54.6) (59.8) (58.3) (56.8)

COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva)
(22.2) (11.8) (10.7) (11.2) (13.6)

注：主な出現種は、個体数比率の5%以上出現した種を選出し、（）内にはその組成を示す。

合計
　　　　　　　地点
　項目

A B C D

84,230 259,330

種類数 28 30 29 32 47

主
な
出
現
種

個体数（個体/m3） 57,430 47,900 69,770



表 4-3-12 動物プランクトンの調査結果(秋季) 

 

 

 

主な出現種 

   
写-25 Oithona davisae 写-26 Oithona (copepodite larva) 写-27 COPEPODA（nauplius larva） 

 

 

表 4-3-13 動物プランクトンの調査結果(冬季) 

 

 

 

主な出現種 

写-28 Oithona davisae 写-29 Oithona (copepodite larva) 写-30 COPEPODA（nauplius larva） 

 

  

調査年月日：令和5年11月1日
調査方法：北原式定量ネット

単 位：個体/m3

【輪虫綱】 Synchaeta spp. Synchaeta  spp. Synchaeta  spp. Synchaeta  spp.

(7.0) (6.6) (8.2) (7.1)
Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae

(11.8) (18.7) (20.9) (23.8) (18.9)
Acartia  (copepodite larva)

【顎脚綱】 (5.5)
(ｶｲｱｼ亜綱) Paracalanus (copepodite larva) Paracalanus  (copepodite larva) Paracalanus  (copepodite larva) Paracalanus  (copepodite larva)

(11.0) (12.8) (6.1) (7.9)
Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva)

(29.0) (33.1) (38.0) (31.8) (32.4)
COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva)

(23.0) (12.2) (13.3) (16.4) (17.3)

注：主な出現種は、個体数比率の5%以上出現した種を選出し、（）内にはその組成を示す。

主
な
出
現
種

378,560

種類数 28 29 25 27 38

140,100個体数（個体/m3） 114,830 46,350 77,280

合計
　　　　　　　地点
　項目

A B C D

調査年月日：令和6年2月7日
調査方法：北原式定量ネット

単 位：個体/m3

Acartia omorii
(8.7)

Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae Oithona davisae
(20.8) (17.4) (19.3) (29.1) (20.7)

【顎脚綱】 Acartia  (copepodite larva) Acartia  (copepodite larva) Acartia  (copepodite larva) Acartia  (copepodite larva) Acartia  (copepodite larva)
(ｶｲｱｼ亜綱) (16.2) (6.7) (10.5) (6.4) (10.8)

Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva) Oithona (copepodite larva)
(23.7) (25.4) (12.0) (21.4) (20.1)

COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva) COPEPODA (nauplius larva)
(32.5) (36.1) (36.4) (32.1) (34.5)

注：主な出現種は、個体数比率の5%以上出現した種を選出し、（）内にはその組成を示す。

合計
　　　　　　　         地
点

A B C D

主
な
出
現
種

274,530

種類数 18 21 25 16 30

39,040個体数（個体/m3） 83,880 65,730 85,880



 【参考】【動物プランクトン調査結果】 

 
動物プランクトン調査結果(春季) 

 

 

動物プランクトン調査結果(夏季) 

 

調査年月日：令和5年5月10日

調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 原生動物 多膜類繊毛虫 少毛類繊毛虫 ﾂﾘｶﾞﾈｶﾗﾑｼ Favella ehrenbergii 1,360 1,860 2,630 6,560 12,410

2 Favella taraikaensis 1,750 1,000 1,550 3,050 7,350

3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾋﾄﾞﾛ虫 － HYDROIDA 140 140

4 － － － CNIDARIA (planula larva) 190 14,780 1,700 1,880 18,550

5 袋形動物 輪虫 ﾌﾟﾛｲﾏ ﾄﾞﾛﾜﾑｼ Synchaeta spp. 1,750 720 1,390 2,110 5,970

6 軟体動物 腹足 － － GASTROPODA (larva) 770 230 1,000

7 二枚貝 － － BIVALVIA (D larva) 390 310 230 930

8 BIVALVIA (umbo larva) 6,020 1,860 2,480 2,340 12,700

9 環形動物 多毛 － － POLYCHAETA (larva) 970 860 1,550 4,220 7,600

10 節足動物 顎脚(ｶｲｱｼ亜綱) ｶﾗﾇｽ ｱｶﾙﾁｱ Acartia omorii 580 1,140 150 700 2,570

11 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus parvus 190 140 230 560

12 ｷｸﾛﾌﾟｽ ｵｲﾄﾅ Oithona davisae 3,110 1,000 1,550 2,110 7,770

13 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ － HARPACTICOIDA 140 310 450

14 － (ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ期幼生) Acartia  (copepodite larva) 1,750 1,000 2,010 1,640 6,400

15 Oithona  (copepodite larva) 3,690 2,000 2,170 6,330 14,190

16 － (ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生) COPEPODA (nauplius larva) 29,150 13,730 14,100 33,750 90,730

17 顎脚(蔓脚亜綱) 蔓脚 － CIRRIPEDIA (nauplius larva) 390 140 700 1,230

18 軟甲 十脚 － DECAPODA (zoea larva) 390 140 530

19 毛顎動物 現生矢虫 無膜 矢虫 Sagitta crassa 140 150 290

20 Sagitta  spp. (juvenile) 390 570 930 940 2,830

21 原索動物 尾虫 尾虫 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ Oikopleura dioica 580 140 230 950

22 Oikopleura  spp. (juvenile) 780 460 1,170 2,410

23 ﾎﾔ － － ASCIDIACEA (appendicularia larva) 190 150 230 570

24 脊椎動物 硬骨魚 － － Pisces egg 60 50 110

種類数 20 19 19 19 24

合計個体数 53,680 41,500 34,410 68,650 198,240

沈澱量(mL/m
3
) 12.3 13.6 12.4 15.9 -

　　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名

調査年月日：令和5年8月9日

調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 原生動物 多膜類繊毛虫 少毛類繊毛虫 ﾂﾘｶﾞﾈｶﾗﾑｼ Favella ehrenbergii 1,390 90 1,030 660 3,170

2 ｸﾀﾞｶﾗﾑｼ Eutintinnus lususundae 120 130 250

3 放射足虫 放散虫 (不明) Sticholonche zanclea 1,040 180 130 790 2,140

4 － RADIOLARIA 120 180 300

5 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 ﾋﾄﾞﾛ虫 － HYDROIDA 30 30 60

6 扁形動物 渦虫 － － TURBELLARIA (larva) 30 30

7 袋形動物 輪虫 ﾌﾟﾛｲﾏ ﾄﾞﾛﾜﾑｼ Synchaeta  sp. 20 20

8 軟体動物 腹足 － － GASTROPODA (larva) 230 20 520 30 800

9 二枚貝 － － BIVALVIA (D larva) 90 130 260 480

10 BIVALVIA (umbo larva) 2,890 3,080 2,580 5,500 14,050

11 環形動物 多毛 － － POLYCHAETA (larva) 2,780 1,140 1,800 3,280 9,000

12 節足動物 鰓脚 枝角 ｼﾀﾞ Penilia avirostris 120 90 1,290 790 2,290

13 ｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Evadne tergestina 460 790 900 790 2,940

14 顎脚(ｶｲｱｼ亜綱) ｶﾗﾇｽ ｱｶﾙﾁｱ Acartia sinjiensis 30 70 100

15 ｾﾝﾄﾛﾊﾟｼﾞｪｽ Centropages tenuiremis 20 20

16 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus crassirostris 20 20

17 Paracalanus parvus 20 30 30 80

18 ﾌﾟｾｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾑｽ Pseudodiaptomus marinus 20 60 30 110

19 ｷｸﾛﾌﾟｽ ｵｲﾄﾅ Oithona davisae 3,130 7,920 9,010 11,000 31,060

20 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ ﾕｳﾃﾙﾋﾟﾅ Euterpina acutifrons 30 30

21 － (ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ期幼生) Acartia  (copepodite larva) 1,270 440 900 390 3,000

22 Centropages  (copepodite larva) 30 30

23 Paracalanus  (copepodite larva) 30 180 520 260 990

24 Labidocera  (copepodite larva) 60 20 60 30 170

25 Pseudodiaptomus  (copepodite larva) 30 350 260 230 870

26 Temora  (copepodite larva) 30 30

27 Hemicyclops  (copepodite larva) 1,060 900 390 2,350

28 Corycaeus  (copepodite larva) 30 30 60

29 Oithona  (copepodite larva) 30,210 26,130 41,720 49,130 147,190

30 HARPACTICOIDA (copepodite larva) 20 20

31 － (ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生) COPEPODA (nauplius larva) 12,730 5,630 7,470 9,430 35,260

32 － (卵) Calanus  (egg) 30 30

33 顎脚(蔓脚亜綱) 蔓脚 － CIRRIPEDIA (nauplius larva) 60 260 320

34 軟甲 等脚 － ISOPODA (larva) 30 30

35 十脚 － DECAPODA (zoea larva) 20 20

36 触手動物 ﾎｳｷﾑｼ ﾎｳｷﾑｼ － PHORONIDEA (actinotrocha larva) 30 30 70 130

37 ｺｹﾑｼ － － BRYOZOA (cyphonautes larva) 30 30

38 毛顎動物 現生矢虫 無膜 矢虫 Sagitta crassa 60 70 130

39 Sagitta  sp. 70 30 100

40 Sagitta  spp. (juvenile) 60 150 100 100 410

41 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ － － OPHIUROIDEA (ophiopluteus larva) 230 20 250

42 原索動物 尾虫 尾虫 ｻｲﾂﾞﾁﾎﾞﾔ Fritillaria  sp. 60 60

43 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ Oikopleura dioica 30 20 30 30 110

44 ﾎﾔ － － ASCIDIACEA (appendicularia larva) 30 20 30 70 150

45 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonicus  (egg) 30 30

46 － － Pisces egg 30 30

47 － － － － unidentified larva 230 90 260 580

種類数 28 30 29 32 47

合計個体数 57,430 47,900 69,770 84,230 259,330

沈澱量(mL/m3) 4.6 7.0 6.4 7.6 -

　　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名



動物プランクトン調査結果(秋季) 

 

 

動物プランクトン調査結果(冬季) 

 

 

  

調査年月日：令和5年11月1日

調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 原生動物 多膜類繊毛虫 少毛類繊毛虫 ﾂﾘｶﾞﾈｶﾗﾑｼ Favella taraikaensis 1,570 140 950 2,660

2 放射足虫 放散虫 － RADIOLARIA 120 110 110 340

3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｻｶｽﾞｷｶﾞﾔ Obelia sp. 120 70 190

4 袋形動物 輪虫 ﾌﾟﾛｲﾏ ﾄﾞﾛﾜﾑｼ Synchaeta  spp. 8,090 2,170 5,130 11,440 26,830

5 軟体動物 腹足 － － GASTROPODA (larva) 110 110

6 二枚貝 － － BIVALVIA (umbo larva) 1,930 220 530 1,170 3,850

7 環形動物 多毛 － － POLYCHAETA (larva) 1,570 510 750 1,480 4,310

8 節足動物 鰓脚 枝角 ｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Evadne tergestina 70 110 180

9 顎脚(ｶｲｱｼ亜綱) ｶﾗﾇｽ ｱｶﾙﾁｱ Acartia omorii 120 120

10 ｾﾝﾄﾛﾊﾟｼﾞｪｽ Centropages abdominalis 120 120

11 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus crassirostris 4,710 1,520 3,420 3,500 13,150

12 Paracalanus parvus 1,450 580 1,500 2,120 5,650

13 ﾌﾟｾｳﾄﾞﾃﾞｨｱﾌﾟﾄﾑｽ Pseudodiaptomus marinus 110 110

14 ﾃﾓﾗ Temora turbinata 70 70

15 ｷｸﾛﾌﾟｽ ｵｲﾄﾅ Oithona davisae 13,530 8,670 16,130 33,370 71,700

16 Oithona nana 70 70

17 ﾊﾙﾊﾟｸﾁｸｽ ｴｸﾁﾉｿﾏ Microsetella norvegica 120 140 110 110 480

18 ﾕｳﾃﾙﾋﾟﾅ Euterpina acutifrons 240 220 110 110 680

19 ﾎﾟｴｷﾛｽﾄﾑ ｺﾘｹｳｽ Corycaeus affinis 140 110 250

20 － (ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ期幼生) Acartia (copepodite larva) 4,470 2,530 2,990 6,360 16,350

21 Calanus (copepodite larva) 140 140

22 Clausocalanus  (copepodite larva) 120 140 320 580

23 Eucalanus (copepodite larva) 70 70

24 Paracalanus  (copepodite larva) 12,680 5,920 4,700 6,570 29,870

25 Temora  (copepodite larva) 120 140 110 370

26 Hemicyclops  (copepodite larva) 120 360 320 110 910

27 Corycaeus  (copepodite larva) 720 70 110 950 1,850

28 Oithona (copepodite larva) 33,330 15,320 29,380 44,490 122,520

29 Oncaea  (copepodite larva) 70 110 110 290

30 Euterpina  (copepodite larva) 480 650 320 1,590 3,040

31 － (ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生) COPEPODA (nauplius larva) 26,450 5,640 10,260 22,990 65,340

32 顎脚(蔓脚亜綱) 蔓脚 － CIRRIPEDIA (nauplius larva) 480 430 110 950 1,970

33 軟甲 等脚 － ISOPODA (larva) 120 140 110 370

34 毛顎動物 現生矢虫 無膜 矢虫 Sagitta crassa 120 110 230

35 Sagitta  sp. 110 110 220

36 Sagitta  spp. (juvenile) 120 140 110 110 480

37 原索動物 尾虫 尾虫 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ Oikopleura dioica 1,450 320 850 2,620

38 Oikopleura  spp. (juvenile) 360 110 470

種類数 28 29 25 27 38

合計個体数 114,830 46,350 77,280 140,100 378,560

沈澱量(mL/m3) 5.8 3.8 6.9 7.4 -

　　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名

調査年月日：令和6年2月7日

調査方法：北原式定量ネット

単　　位：個体/m3

番 A B C D 合計

号 門 綱 目 科

1 原生動物 多膜類繊毛虫 少毛類繊毛虫 ﾂﾘｶﾞﾈｶﾗﾑｼ Favella taraikaensis 1,070 1,410 780 520 3,780

2 顆粒根足虫 ﾀﾏｳｷｶﾞｲ - Foraminiferida 260 260

3 袋形動物 輪虫 ﾌﾟﾛｲﾏ ﾄﾞﾛﾜﾑｼ Synchaeta  sp. 260 260

4 線虫 － － NEMATODA 520 520

5 軟体動物 腹足 － － GASTROPODA (larva) 460 180 780 130 1,550

6 二枚貝 － － BIVALVIA (umbo larva) 310 530 260 1,100

7 環形動物 多毛 － － POLYCHAETA (larva) 150 350 260 130 890

8 節足動物 鰓脚 枝角 ｳﾐｵｵﾒﾐｼﾞﾝｺ Podon polyphemoides 150 180 260 590

9 顎脚(ｶｲｱｼ亜綱) ｶﾗﾇｽ ｱｶﾙﾁｱ Acartia omorii 460 1,940 7,500 1,570 11,470

10 ｾﾝﾄﾛﾊﾟｼﾞｪｽ Centropages abdominalis 180 1,550 1,730

11 ﾊﾟﾗｶﾗﾇｽ Paracalanus parvus 460 880 520 260 2,120

12 ｷｸﾛﾌﾟｽ ｵｲﾄﾅ Oithona davisae 17,450 11,440 16,550 11,350 56,790

13 ﾎﾟｴｷﾛｽﾄﾑ ｺﾘｹｳｽ Corycaeus affinis 260 260

14 ｵﾝｹｱ Oncaea media 180 130 310

15 － (ｺﾍﾟﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ期幼生) Acartia  (copepodite larva) 13,620 4,400 9,050 2,480 29,550

16 Calanus  (copepodite larva) 40 40

17 Centropages  (copepodite larva) 150 1,030 130 1,310

18 Clausocalanus  (copepodite larva) 150 180 260 590

19 Paracalanus  (copepodite larva) 460 700 1,290 520 2,970

20 Hemicyclops  (copepodite larva) 180 180

21 Corycaeus  (copepodite larva) 310 530 260 1,100

22 Oithona  (copepodite larva) 19,900 16,720 10,340 8,350 55,310

23 － (ﾉｰﾌﾟﾘｳｽ期幼生) COPEPODA (nauplius larva) 27,240 23,750 31,290 12,520 94,800

24 顎脚(蔓脚亜綱) 蔓脚 － CIRRIPEDIA (nauplius larva) 310 260 570

25 軟甲 等脚 － ISOPODA (larva) 780 780

26 毛顎動物 現生矢虫 無膜 矢虫 Sagitta crassa 60 520 580

27 Sagitta  spp. (juvenile) 180 520 700

28 原索動物 尾虫 尾虫 ｵﾀﾏﾎﾞﾔ Oikopleura dioica 770 700 390 1,860

29 Oikopleura longicauda 520 130 650

30 Oikopleura  spp. (juvenile) 460 1,060 390 1,910

種類数 18 21 25 16 30

合計個体数 83,880 65,730 85,880 39,040 274,530

沈澱量(mL/m3) 10.2 9.2 13.5 6.5 -

　　　　　　　　　　　　　　　地点
　種名



(4) 魚卵・稚仔魚調査結果 

現地観測結果については、前項の表 4-1-1～表 4-1-4 に示した。 
 

① 魚卵調査結果 

ア 春季調査 

魚卵についての春季調査結果を表4-3-14に示す。また、主な出現種の写真を、写-31、

写-32、写-33 及び写-34 に示す。 

春季調査において出現した魚卵は、4 地点合計で 6 種類、126 粒であった。このうち不

明卵は、単脂球形卵の 3種類が出現した。 

地点別にみると、種類数は 4～6 種類の範囲にあり、地点 C 及び地点 D で少なく、地点

Bで多かった。 

卵数は 10～73 粒/1 曳網の範囲にあり、地点 Dで少なく、地点 Aで多かった。 

不明卵以外の主な出現種は、コノシロ及びネズッポ科であった。 

 

イ 夏季調査 

魚卵についての夏季調査結果を表 4-3-15 に示す。また、主な出現種の写真を、写-35

に示す。 

夏季調査において出現した魚卵は、4 地点合計で 5 種類、7,164 粒であった。このうち

不明卵は、単脂球形卵の 3種類が出現した。 

地点別にみると、種類数は 4～5 種類の範囲にあり、地点 A 及び地点 D で少なく、地点

B 及び地点 C で多かった。卵数は 699～2,998 粒/1 曳網の範囲にあり、地点 A で少なく、

地点 Bで多かった。 

不明卵以外の主な出現種は、カタクチイワシであり、全地点でみられた。 

 

ウ 秋季調査 

魚卵についての秋季調査結果を表4-3-16に示す。また、主な出現種の写真を、写-36、

写-37 及び写-38 に示す。 

秋季調査において出現した魚卵は、4 地点合計で 5 種類、162 粒であった。このうち不

明卵は、単脂球形卵の 2種類が出現した。 

地点別にみると、種類数は 3～4 種類の範囲にあり、地点 A 及び地点 D で少なく、地点

B及び地点 Cで多かった。 

卵数は 16～82 粒/1 曳網の範囲にあり、地点 Aで少なく、地点 Bで多かった。 

不明卵以外の主な出現種は、カタクチイワシ及びウシノシタ亜目であり、全地点でみ

られた。 

  



 

エ 冬季調査 

魚卵についての冬季調査結果を表4-3-17に示す。また、主な出現種の写真を、写-39、

写-40 及び写-41 に示す。 

冬季調査において出現した魚卵は、4 地点合計で 3 種類、12 粒であった。3 種類すべて

が不明卵で、単脂球形卵の 3種類が出現した。 

地点別にみると、種類数は 0～3 種類の範囲にあり、地点 A 及び地点 D で出現せず、地

点 B及び地点 Cで多かった。 

卵数は 0～7 粒/1 曳網の範囲にあり、地点 A 及び地点 D で出現せず、地点 B で多かっ

た。 

主な出現種は、不明卵のみであった。 

 

オ 季別調査比較 

四季を通じた調査で出現した魚卵は 16 種であり、このうち 11 種が不明卵であった。 

調査季別の種類数は 3～6 種類の範囲にあり、冬季に少なく、春季に多かった。卵数は

12～7,164 粒/季の範囲にあり、冬季に少なく、夏季に多かった。 

主な出現種として、カタクチイワシが春季、夏季及び秋季の 3季に通じてみられた。 

  



表 4-3-14 魚卵調査結果(春季) 

 

主な出現種 

   
写-31 単脂球形卵 2 写-32 コノシロ  写-33 ネズッポ科 

 

 

  

写-34 単脂球形卵 1   

 

  

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 5 6 4 4 6

卵数合計（粒/1曳網） 73 20 23 10 126

【硬骨魚綱】 単脂球形卵　2 単脂球形卵　2 単脂球形卵　2 単脂球形卵　2 単脂球形卵　2

(74.0) (35.0) (56.5) (40.0) (61.9)

ｺﾉｼﾛ ｺﾉｼﾛ ｺﾉｼﾛ ｺﾉｼﾛ ｺﾉｼﾛ

(12.3) (25.0) (17.4) (20.0) (15.9)

単脂球形卵　1 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

(8.2) (20.0) (13.0) (20.0) (9.5)

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 単脂球形卵　1 単脂球形卵　1 単脂球形卵　1

(10.0) (13.0) (20.0) (9.5)

単脂球形卵　1

(5.0)

単脂球形卵　3

(5.0)

注：主な出現種は卵数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に卵数比率を示す。

主
な
出
現
種



表 4-3-15 魚卵調査結果(夏季) 

 

主な出現種 

 

  

写-35 カタクチイワシ   

 

表 4-3-16 魚卵調査結果(秋季) 

 

主な出現種 

   
写-36  カタクチイワシ 写-37 単脂球形卵 2 写-38 ウシノシタ亜目 

 

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 4 5 5 4 5

卵数合計（粒/1曳網） 699 2,998 2,218 1,249 7,164

【硬骨魚綱】 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(48.1) (99.3) (99.2) (98.6) (94.1)

単脂球形卵　1

(40.6)

単脂球形卵　2

(10.9)

注：主な出現種は卵数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に卵数比率を示す。

主
な
出
現
種

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 3 4 4 3 5

卵数合計（粒/1曳網） 16 82 19 45 162

【硬骨魚綱】 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(62.5) (67.1) (68.4) (68.9) (67.3)

単脂球形卵　2 単脂球形卵　2 ｳｼﾉｼﾀ亜目 単脂球形卵　2 単脂球形卵　2

(25.0) (26.8) (15.8) (20.0) (22.8)

ｳｼﾉｼﾀ亜目 単脂球形卵　2 ｳｼﾉｼﾀ亜目 ｳｼﾉｼﾀ亜目

(12.5) (10.5) (11.1) (8.6)

単脂球形卵　1

(5.3)

注：主な出現種は卵数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に卵数比率を示す。

主
な
出
現
種



表 4-3-17 魚卵調査結果(冬季) 

 

主な出現種 

 

写-39 単脂球形卵 1 写-40 単脂球形卵 2 写-41 単脂球形卵 3 

 

 

  

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 0 3 3 0 3

卵数合計（粒/1曳網） 0 7 5 0 12

【硬骨魚綱】 単脂球形卵　2 単脂球形卵　1 単脂球形卵　2

(57.1) (40.0) (41.7)

単脂球形卵　3 単脂球形卵　3 単脂球形卵　3

(28.6) (40.0) (33.3)

単脂球形卵　1 単脂球形卵　2 単脂球形卵　1

(14.3) (20.0) (25.0)

注：主な出現種は卵数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に卵数比率を示す。

主
な
出
現
種



【参考】【魚卵調査結果】 
魚卵調査結果(春季) 

 

 

 

 

魚卵調査結果(夏季) 

 

 

 
 

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：粒/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ 9 5 4 2 20

2 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 1 2 3

3 ｽｽﾞｷ ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 3 4 3 2 12

4 - - Unidentified egg of s.o. 1 単脂球形卵　1 6 1 3 2 12

5 Unidentified egg of s.o. 2 単脂球形卵　2 54 7 13 4 78

6 Unidentified egg of s.o. 3 単脂球形卵　3 1 1

種類数 5 6 4 4 6

卵数合計 73 20 23 10 126

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

種名 卵径（㎜） 油球数 油球径（㎜）

ｺﾉｼﾛ 1.32-1.54 1 0.11-0.15

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 0.62-0.68×1.26-1.44 - -

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 0.63-0.69 - -

単脂球形卵　1 0.69-0.75 1 0.15-0.16

単脂球形卵　2 0.81-0.90 1 0.18-0.20

単脂球形卵　3 1.83 1 0.40

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：粒/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 336 2,976 2,200 1,231 6,743

2 ｶﾚｲ ｶﾚｲ Soleoidei ｳｼﾉｼﾀ亜目 3 1 4

3 - - Unidentified egg of s.o. 1 単脂球形卵　1 284 1 2 5 292

4 Unidentified egg of s.o. 2 単脂球形卵　2 76 14 6 10 106

5 Unidentified egg of s.o. 3 単脂球形卵　3 3 4 9 3 19

種類数 4 5 5 4 5

卵数合計 699 2,998 2,218 1,249 7,164

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

種名 卵径（㎜） 油球数 油球径（㎜）

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 0.52-0.64×1.04-1.36 - -

ｳｼﾉｼﾀ亜目 0.64-0.68 約10 0.03-0.07

単脂球形卵　1 0.56-0.62 1 0.13-0.14

単脂球形卵　2 0.64-0.68 1 0.15-0.16

単脂球形卵　3 0.78-0.86 1 0.15-0.16



魚卵調査結果(秋季) 

 

 

 

 

魚卵調査結果(冬季) 

 

 

 

 

 

  

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：粒/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 10 55 13 31 109

2 ｶﾚｲ ｶﾚｲ Pleuronichthys  sp. ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ属 1 1

3 Soleoidei ｳｼﾉｼﾀ亜目 2 4 3 5 14

4 - - Unidentified egg of s.o. 1 単脂球形卵　1 1 1

5 Unidentified egg of s.o. 2 単脂球形卵　2 4 22 2 9 37

種類数 3 4 4 3 5

卵数合計 16 82 19 45 162

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

種名 卵径（㎜） 油球数 油球径（㎜）

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 0.54-0.62×1.10-1.34 - -

ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ属 1.12 1 0.15

ｳｼﾉｼﾀ亜目 0.64-0.72 約20 0.03-0.06

単脂球形卵　1 0.78 1 0.16

単脂球形卵　2 0.85-0.95 1 0.19-0.21

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：粒/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 - - Unidentified egg of s.o. 1 単脂球形卵　1 1 2 3

2 Unidentified egg of s.o. 2 単脂球形卵　2 4 1 5

3 Unidentified egg of s.o. 3 単脂球形卵　3 2 2 4

種類数 0 3 3 0 3

卵数合計 0 7 5 0 12

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

種名 卵径（㎜） 油球数 油球径（㎜）

単脂球形卵　1 0.86-0.94 1 0.15-0.16

単脂球形卵　2 1.18-1.24 1 0.25-0.26

単脂球形卵　3 1.24-1.32 1 0.34-0.36



② 稚仔魚調査結果 

現地調査結果については、前項の表 4-1-1～4-1-4 に示す。 

ア 春季調査 

稚仔魚についての春季調査結果を表 4-3-18 に示す。また、主な出現種の写真を、写-

42、写-43 及び写-44 に示す。 

春季調査において出現した稚仔魚は、4地点合計で 9種類、106 個体であった。 

地点別にみると、種類数は 3～6 種類の範囲にあり、地点 D で少なく、地点 A 及び地点

Bで多かった。 

個体数は 9～41 個体/1 曳網の範囲にあり、地点 Dで少なく、地点 Bで多かった。 

主な出現種は、イソギンポ、コノシロ及びハゼ科であった。 

 

イ 夏季調査 

稚仔魚についての夏季調査結果を表 4-3-19 に示す。また、主な出現種の写真を、写-

45、写-46 及び写-47 に示す。 

夏季調査において出現した稚仔魚は、4地点合計で 3種類、10 個体であった。 

地点別にみると、種類数は 0～2 種類の範囲にあり、地点 C は出現せず、地点 A で多か

った。 

個体数は 0～8個体/1 曳網の範囲にあり、地点 Cは出現せず、地点 Aで多かった。 

主な出現種は、ナベカ属、イソギンポ及びニベ科であった。 

 

ウ 秋季調査 

稚仔魚についての秋季調査結果を表 4-3-20 に示す。また、主な出現種の写真を、写-

48、写-49 及び写-50 に示す。 

秋季調査において出現した稚仔魚は、4地点合計で 4種類、33 個体であった。 

地点別にみると、種類数は 1～4 種類の範囲にあり、地点 C で少なく、地点 D で多かっ

た。 

個体数は 1～15 個体/1 曳網の範囲にあり、地点 C で少なく、地点 B 及び地点 D で多か

った。 

主な出現種は、イソギンポ、カタクチイワシ及びカサゴであった。 

  



 

エ 冬季調査 

稚仔魚についての冬季調査結果を表 4-3-21 に示す。また、主な出現種の写真を、写-

51、写-52 及び写-53 に示す。 

冬季調査において出現した稚仔魚は、4地点合計で 4種類、14 個体であった。 

地点別にみると、種類数は 2～3 種類の範囲にあり、地点 A、地点 C 及び地点 D で少な

く、地点 Bで多かった。 

個体数は 2～7個体/1 曳網の範囲にあり、地点 C及び地点 Dで少なく、地点 Bで多かっ

た。 

主な出現種は、カサゴ、スズキ属及びメバル属であった。 

 

オ 季別調査の比較 

四季を通じ調査で出現した稚仔は 15 種であった。 

調査季別の種類数は 3～9種類の範囲にあり、夏季に少なく、春季に多かった。 

個体数は 10～106 個体/曳網の範囲にあり、夏季に少なく、春季に多かった。 

主な出現種として、イソギンポが春季、夏季及び秋季の 3 季に、カサゴが秋季及び冬

季の 2季に通じてみられた。 

  



表 4-3-18 稚仔魚調査結果(春季) 

 

 

主な出現種 

   

写-42 イソギンポ 写-43 コノシロ 写-44 ハゼ科 
 

  

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 6 6 4 3 9

個体数合計（個体/1曳網） 36 41 20 9 106

【硬骨魚綱】 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｺﾉｼﾛ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ

(69.4) (48.8) (55.0) (44.4) (49.1)

ｺﾉｼﾛ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ﾊｾﾞ科 ﾊｾﾞ科 ｺﾉｼﾛ

(11.1) (29.3) (35.0) (44.4) (23.6)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 ｸﾛﾀﾞｲ ｺﾉｼﾛ ｶｻｺﾞ ﾊｾﾞ科

(8.3) (9.8) (5.0) (11.1) (12.3)

ﾅﾍﾞｶ属 ｸﾛﾀﾞｲ

(5.6) (5.0)

注：主な出現種は個体数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

主
な
出
現
種



表 4-3-19 稚仔魚調査結果(夏季) 

 

主な出現種 

   

写-45 ナベカ属 写-46 イソギンポ 写-47 ニベ科 
 

  

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 2 1 0 1 3

個体数合計（個体/1曳網） 8 1 0 1 10

【硬骨魚綱】 ﾅﾍﾞｶ属 ﾆﾍﾞ科 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ﾅﾍﾞｶ属

(62.5) (100.0) (100.0) (50.0)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ

(37.5) (40.0)

ﾆﾍﾞ科

(10.0)

注：主な出現種は個体数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

主
な
出
現
種



表 4-3-20 稚仔魚調査結果(秋季) 

 

主な出現種 

   

写-48 イソギンポ 写-49 カタクチイワシ 写-50 カサゴ 

                

  

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 2 3 1 4 4

個体数合計（個体/1曳網） 2 15 1 15 33

【硬骨魚綱】 ｶｻｺﾞ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ

(50.0) (80.0) (100.0) (66.7) (69.7)

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶｻｺﾞ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(50.0) (13.3) (20.0) (12.1)

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｶｻｺﾞ

(6.7) (6.7) (12.1)

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

(6.7) (6.1)

注：主な出現種は個体数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

主
な
出
現
種



表 4-3-21 稚仔魚調査結果(冬季) 

 

 

主な出現種 

   

写-51 カサゴ 写-52 スズキ属 写-53 メバル属 

 

 

  

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

項目 地点 A B C D 合計

種類数 2 3 2 2 4

個体数合計（個体/1曳網） 3 7 2 2 14

【硬骨魚綱】 ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ ｽｽﾞｷ属 ｽｽﾞｷ属 ｶｻｺﾞ

(66.7) (71.4) (50.0) (50.0) (64.3)

ﾒﾊﾞﾙ属 ﾎﾞﾗ ｶｻｺﾞ ｶｻｺﾞ ｽｽﾞｷ属

(33.3) (14.3) (50.0) (50.0) (14.3)

ﾒﾊﾞﾙ属 ﾒﾊﾞﾙ属

(14.3) (14.3)

ﾎﾞﾗ

(7.1)

注：主な出現種は個体数比率の5％以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

主
な
出
現
種



【参考】【稚仔魚調査結果】 

 
稚仔魚調査結果(春季) 

 

 

 

稚仔魚調査結果(夏季) 

 

 

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：個体/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ Konosirus punctatus ｺﾉｼﾛ 4 20 1 25

2 ﾀﾞﾂ ｻﾖﾘ Hyporhamphus sajori ｻﾖﾘ 1 1

3 Hemiramphidae ｻﾖﾘ科 1 1

4 ｽｽﾞｷ ﾒﾊﾞﾙ Sebastiscus marmoratus ｶｻｺﾞ 1 1 2

5 ﾀｲ Acanthopagrus schlegeli ｸﾛﾀﾞｲ 4 1 5

6 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Parablennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 25 12 11 4 52

7 Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属 2 2

8 Blenniidae ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 3 2 5

9 ﾊｾﾞ Gobiidae ﾊｾﾞ科 2 7 4 13

種類数 6 6 4 3 9

個体数合計 36 41 20 9 106

調査年月：令和5年5月10日

調査方法：丸稚ネット

種名 全長（㎜）

ｺﾉｼﾛ 4.4-7.2

ｻﾖﾘ 26.3

ｻﾖﾘ科 13.4

ｶｻｺﾞ 2.6-3.3

ｸﾛﾀﾞｲ 3.2-7.4

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 2.4-3.7

ﾅﾍﾞｶ属 3.3-3.8

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 2.2-2.7

ﾊｾﾞ科 2.1-2.9

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：個体/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾆﾍﾞ Sciaenidae ﾆﾍﾞ科 1 1

2 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Parablennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 3 1 4

3 Omobranchus  sp. ﾅﾍﾞｶ属 5 5

種類数 2 1 0 1 3

個体数合計 8 1 0 1 10

調査年月：令和5年8月9日

調査方法：丸稚ネット

種名 全長（㎜）

ﾆﾍﾞ科 2.3

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 1.8-3.4

ﾅﾍﾞｶ属 2.5-4.0



 

稚仔魚調査結果(秋季) 

 

 

 
 

 

稚仔魚調査結果(冬季) 

 
 

 
  

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：個体/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ｶﾀｸﾁｲﾜｼ Engraulis japonica ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 2 1 1 4

2 ｽｽﾞｷ ﾒﾊﾞﾙ Sebastiscus marmoratus ｶｻｺﾞ 1 3 4

3 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Parablennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 1 12 10 23

4 ﾈｽﾞｯﾎﾟ Callionymidae ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1 1 2

種類数 2 3 1 4 4

個体数合計 2 15 1 15 33

調査年月：令和5年11月1日

調査方法：丸稚ネット

種名 全長（㎜）

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 2.7-6.6

ｶｻｺﾞ 2.8-3.4

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 2.6-15.9

ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 1.7-2.2

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

単　　位：個体/1曳網

番号 門 綱 目 科 種名 地点 A B C D 合計

1 脊椎動物 硬骨魚 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Mugil cephalus cephalus ﾎﾞﾗ 1 1

2 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ Lateolabrax sp. ｽｽﾞｷ属 1 1 2

3 ﾒﾊﾞﾙ Sebastiscus marmoratus ｶｻｺﾞ 2 5 1 1 9

4 Sebastes  sp. ﾒﾊﾞﾙ属 1 1 2

種類数 2 3 2 2 4

個体数合計 3 7 2 2 14

調査年月：令和6年2月8日

調査方法：丸稚ネット

種名 全長（㎜）

ﾎﾞﾗ 26.4

ｽｽﾞｷ属 4.5-4.9

ｶｻｺﾞ 3.0-6.9

ﾒﾊﾞﾙ属 6.9-7.5



(5) 付着生物・魚類調査結果 

 

 ① 付着生物目視調査結果 

  ア 春季調査 

表 4-3-27 地点(Ⅰ)における付着生物の目視観察結果(春季) 

 

表 4-3-28 地点(Ⅱ)における付着生物の目視観察結果(春季) 

 

調査期日：令和5年5月16,18日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％

2 アオサ属 ％ 10 40

3 イギス目 +

4 藍藻綱 ％ +

5 珪藻綱 ％ 20 + + + + 20 + + 10 +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + + + + + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + +

5 コウダカアオガイ inds. 1

6 カラマツガイ 5

8 アラレタマキビ inds. 1 2

9 レイシガイ 1 1 1 2

10 イボニシ inds. 1 8 10 25 2 2 1 1

11 クロシタナシウミウシ 1

12 クロコソデウミウシ 1 3 6

13 ムラサキイガイ ％ 20 + 40 + + + + + + + + + + + + +

14 ミドリイガイ ％ + + + + +

15 ホトトギスガイ + + +

16 マガキ ％ + 20 10 + + 20 10 10 20 20 10 20 60 50 20 30 + + + +

17 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + +

18 フサゴカイ科 ％ + + + + + + + + +

19 カンザシゴカイ科 ％ + 10 60 20 40 40 50 30 40 40 20 10 10 20 30 30 20 10 20

20 イワフジツボ ％ 20 50

21 サンカクフジツボ ％ +

22 ココポーマアカフジツボ +

23 裸喉綱 ％ 20 20 20 10 10 + + + + 10 10 10 20 20 10 20 50 60

24 Phoronis属 + +

25 ユウレイボヤ属 ％ 10 + + + + + + +

26 エボヤ ％ + 10 10 + + + + +

27 シロボヤ ％ + + + + + +

28 ホヤ綱（群体性） ％ 20 10 + + + 20 10 10 + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅰ)

調査期日：令和5年5月16,18日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ 30

2 アオサ属 ％ 20 + + + + + + +

3 イギス目 + + + + + +

4 藍藻綱 ％ 10 10

5 珪藻綱 ％ 20 + 10 20 40 60 70 50 30

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + + + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 2

6 レイシガイ 1

7 イボニシ inds. 5 1 2 1 1 2

8 クロコソデウミウシ 1 1

9 ムラサキイガイ ％ 30 20 20 10 + + 20 + + + + + 10 +

10 ミドリイガイ ％ + + + + + + + + +

11 ホトトギスガイ + 40 30 40 20 + + +

12 マガキ ％ 20 20 + 40 40 30 20 20 20 10 + +

13 ミズヒキゴカイ科 ％ + +

14 フサゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + + +

15 カンザシゴカイ科 ％ 30 40 30 30 40 10 20 10 20 10 10 10 10 +

16 サンカクフジツボ ％ + +

17 ココポーマアカフジツボ +

18 裸喉綱 ％ 40 30 10 20 20 20 30 20 + + + + 30

19 ユウレイボヤ属 ％ + + + +

20 エボヤ ％ + + + + + + + + +

21 シロボヤ ％ + + + + + + + + + +

22 ホヤ綱（群体性） ％ 30 30 + + + 20 + + + + 10 + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅱ)



表 4-3-29(1) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(1～17)(春季) 

 

 

表 4-3-29(2) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(18～42)(春季) 

 

 

 

 

調査期日：令和5年5月16,18日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

垂直コンクリート護岸 じゃかご スリット

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ 10 +

2 アオサ属 ％ 10 20 + + + + + + + + 10

3 イギス目 + + + + + +

4 藍藻綱 ％ 30

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + 10 +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 10 + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + +

5 ケハダヒザラガイ属 2

6 カラマツガイ 3

7 アラレタマキビ inds. 2 10

8 レイシガイ 2 1

9 イボニシ inds. 2 5 4 5 1 1

10 クロシタナシウミウシ

11 ムラサキイガイ ％ 10 40 80 80 70 80 80 90 90 90 90 80

12 ミドリイガイ ％ +

13 マガキ ％ 20 10 + + + + + +

14 ミズヒキゴカイ科 ％

15 フサゴカイ科 ％ + + + + +

16 カンザシゴカイ科 ％ + 10 10 + + + + + + +

17 サンカクフジツボ ％

18 裸喉綱 ％ 10 + + + + + + + + + 10

19 ユウレイボヤ属 ％

20 エボヤ ％ + +

21 シロボヤ ％ +

22 ホヤ綱（群体性） ％ 10 40 10 20 10 + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)

調査期日：令和5年5月16,18日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

遊水室外　垂直コンクリート護岸 海底間詰石 根固めブロック

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％

2 アオサ属 ％

3 イギス目

4 藍藻綱 ％

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + 10 + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％

3 タテジマイソギンチャク ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + 10 10 + + + + + + + + + 10 10 + + + + + + +

5 ケハダヒザラガイ属

6 カラマツガイ

7 アラレタマキビ inds.

8 レイシガイ 1 2 1 1

9 イボニシ inds.

10 クロシタナシウミウシ 1 1

11 ムラサキイガイ ％ 10 + + + +

12 ミドリイガイ ％ +

13 マガキ ％ + + + +

14 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

15 フサゴカイ科 ％ + + + +

16 カンザシゴカイ科 ％ 10 20 20 20 10 20 20 30 20 20 20 20 10 30 10 10 20 20 20 10 10 10 + + +

17 サンカクフジツボ ％ + + + + +

18 裸喉綱 ％ 30 30 10 20 10 20 30 20 20 10 10 40 30 20 10 10 20 30 20 20 10 10 + + 30

19 ユウレイボヤ属 ％ 10 20 20 20 30 30 10 + + + + + + + + +

20 エボヤ ％ + + + + 10 + + + + + + + + + + 10

21 シロボヤ ％ + + + + + + 10 10 10 + + + + + + + 10

22 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + 20 + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)



  イ 夏季調査 

表 4-3-31 地点(Ⅰ)における付着生物の目視観察結果(夏季) 

 

 

 

表 4-3-32 地点(Ⅱ)における付着生物の目視観察結果(夏季) 
 

 

 

 

 

調査期日：令和5年8月7,8日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ 20 10

2 アオサ属 ％ + +

3 藍藻綱 ％ 20 50 60 + + + + + + + + +

4 珪藻綱 ％ + + + + + + + + + + + + + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + 10 10 + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + 10 10 + + + + + + + + + + 10 10

5 アラレタマキビ inds. 8 10

6 イボニシ inds. 28 16 4 5 4 1 1 1

7 ムラサキイガイ ％ + + 10 10 10 + + + + + + + + +

8 ミドリイガイ ％ + + + + +

9 マガキ ％ + 50 + + + + 10 + + + + + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + + +

11 フサゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + +

12 カンザシゴカイ科 ％ + + 10 + + 10 10 10 + + + + + + + 10 10

13 イワフジツボ ％ + 10 20

14 サンカクフジツボ ％ + + + + + + +

15 イシガニ inds. 1 1 1

16 裸喉綱 ％ + 10 30 50 40 30 20 20 30 30 + 30 20 20 20 10 + +

17 ユウレイボヤ属 ％ + + + + + + +

18 エボヤ ％ + + 10 10 + + + + + +

19 シロボヤ ％ + + 10 10 20 10 10 + + + + + + + + +

20 ホヤ綱（単体性） ％ + + + + + + + + + +

21 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + + + + + + + + +

22 バクテリアマット（硫黄酸化細菌のマット） ％ + 10 20 20 20 30 20 30 10 +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅰ)

調査期日：令和5年8月7,8日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオサ属 ％ + +

2 藍藻綱 ％ 20 40 50 + + + + 10 + + + 10 + 10 + +

3 珪藻綱 ％ + + + + + + + 10 10 10 10 10 +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + 10 10 + + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + 10 + + 10 10 20 20 50 40 10 10 10

5 アラレタマキビ inds. 6 12

6 イボニシ inds. 32 18 26 10 4 1 2 1 1

7 ムラサキイガイ ％ + 20 20 10 10 20 + + + + +

8 ミドリイガイ ％ + + +

9 マガキ ％ + 20 10 10 40 40 + + + 10 + 10 10 + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + +

11 フサゴカイ科 ％ + + + + + 10 10 + 10 + 10 10 +

12 カンザシゴカイ科 ％ + 10 + 10 10 10 + + + 20 10 + 10 10

13 イワフジツボ ％ + 10 10

14 サンカクフジツボ ％ + + + + + + +

15 イシガニ inds. 1

16 裸喉綱 ％ 20 30 20 20 10 40 30 10 + + 10 10 10 10

17 エボヤ ％ + + + + + +

18 シロボヤ ％ + + + + + + + + + + + +

19 ホヤ綱（単体性） ％ + + + + + + + + + + +

20 ホヤ綱（群体性） ％ + 10 10 + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅱ)



 

表 4-3-33(1) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(1～17)(夏季) 
 

 
 

表 4-3-33(2) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(18～42)(夏季) 
 

 

 

調査期日：令和5年8月7,8日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％

2 アオサ属 ％ + + + + + + + +

3 藍藻綱 ％ 10 60 50 + + + + 10 + 10 + 10 + 10 +

4 珪藻綱 ％ + + + + + 10 + + + + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + 10 + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + 20 10 + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + 10 + + 10 + + + + 10 10 30

5 コウダカアオガイ inds. 1

6 コシタカガンガラ inds. 1

7 アラレタマキビ inds. 4

8 イボニシ inds. 3 20 16 18 4 2

9 ムラサキイガイ ％ + 30 30 10 20 30 20 30 40 40 40 40

10 ミドリイガイ ％ + + +

11 マガキ ％ + 30 10 10 10 + + + 10 + + + +

12 マダコ inds. 1

13 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + +

14 フサゴカイ科 ％ + + 10 10 10 + + + + +

15 カンザシゴカイ科 ％ 10 + 10 10 + + + + 10 + + +

16 イワフジツボ ％ + 10

17 サンカクフジツボ ％ + + + + + + +

18 裸喉綱 ％ + 20 30 10 40 40 30 40 30 30 40 20

19 イトマキヒトデ inds.

20 ユウレイボヤ属 ％

21 エボヤ ％ + + + + +

22 シロボヤ ％ + 10 + + + + + + + + +

23 ホヤ綱（単体性） ％ + + + + + + +

24 ホヤ綱（群体性） ％ + 10 + + 10 10 10 + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)

調査期日：令和5年8月7,8日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

遊水室外　垂直コンクリート護岸 海底間詰石 根固めブロック

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％

2 アオサ属 ％ + +

3 藍藻綱 ％

4 珪藻綱 ％

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + +

4 イソギンチャク目 ％ 20 10 + + + + + + + + + 10 + + + 10 + + 10 + + 10 + + +

5 コウダカアオガイ inds.

6 コシタカガンガラ inds.

7 アラレタマキビ inds.

8 イボニシ inds.

9 ムラサキイガイ ％ + + + +

10 ミドリイガイ ％ + + + + + + + + + + + +

11 マガキ ％ + + + +

12 マダコ inds.

13 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

14 フサゴカイ科 ％ + + + 10 + 10 + + + + + +

15 カンザシゴカイ科 ％ + + 10 + 10 + + 10 10 20 20 20 10 10 10 20 20 10 30 30 10 20 30 20 20

16 イワフジツボ ％

17 サンカクフジツボ ％ + + +

18 裸喉綱 ％ 50 40 40 50 30 30 40 30 40 10 10 30 30 30 40 40 30 40 20 30 30 20 10 10 +

19 イトマキヒトデ inds. 3 1 2 2 1 1

20 ユウレイボヤ属 ％ + + + + 20 30 20 + + + + + 10 10 10 + + +

21 エボヤ ％ + + + + + + 10 + + + + 10 + + 10 10 + 10 10 10 10

22 シロボヤ ％ + 20 30 10 40 40 30 40 30 40 30 10 + 10 + 10 + + + + 10 + + + +

23 ホヤ綱（単体性） ％ + + + + + + + + + + + +

24 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)



  ウ 秋季調査 

表 4-3-35 地点(Ⅰ)における付着生物の目視観察結果(秋季) 

 

 

 

 
表 4-3-36 地点(Ⅱ)における付着生物の目視観察結果(秋季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和5年11月13日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ + 60 10

2 アオサ属 ％ + + +

3 藍藻綱 ％ 50 60 20 10

4 珪藻綱 ％ + + + + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + 10 + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + 10 + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 10 15 4

6 レイシガイ inds. 1 1 1 1 1

7 イボニシ inds. 1 1 2 1 1 1 1

8 ミドリイガイ ％ 10 20 10 + + + + + + + + + + + + + + + +

9 マガキ ％ + + + + + + + + + + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ 20 50 50 30 40 40 50 40 60 70 30 30 40 30 40 30 10 30 30

12 イワフジツボ ％ + + +

13 Phoronis属 ％ + 10 + + + 10 + + + + +

14 裸喉綱 ％ 30 40 50 40 30 50 20 10 30 30 30 20 20 10 10 10 10

15 シロボヤ ％ + +

16 ホヤ綱（群体性） ％ + + + 10 + + + 10 + + + 10 + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅰ)

調査期日：令和5年11月13日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ + 60 10 +

2 アオサ属 ％ + + + +

3 イギス目 ％ + + + + + + + + + + +

4 藍藻綱 ％ 50 70 40 30 10 + + + + + + + + + +

5 珪藻綱 ％ + + 10 10 + 10 10 + 10

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + 10 10 + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + 10 + + +

4 イソギンチャク目 ％ + 10 + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 20 12

6 レイシガイ inds. 1 1 1

7 イボニシ inds. 1 1 2 1 1

8 ミドリイガイ ％ 10 20 + + 10 + + + + + + + 10 + 10

9 マガキ ％ 30 20 + + + + + + + + + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ 20 40 70 80 80 80 30 30 40 30 30 40 40 40 40

12 イワフジツボ ％ +

13 Phoronis属 ％ + + + + + + + + + + + + +

14 裸喉綱 ％ + 10 30 10 10 10 30 20 30 20 30 20 20 20 30

15 シロボヤ ％ + + +

16 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅱ)



表 4-3-37(1) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(1～17)(秋季) 

 
 

 

表 4-3-37(2) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(18～42)(秋季) 

 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和5年11月13,16日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ 10 70 + + + + + + + + + +

2 アオサ属 ％ + + + + + + + + + + +

3 イギス目 + + + + + + + +

4 藍藻綱 ％ 30 70 20 +

5 珪藻綱 ％ 10 20 + + + + 10 10 + + 10 + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 10 + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + 10 10 + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 16 10

6 レイシガイ inds.

7 イボニシ inds. 6 2 1 1

8 ミドリイガイ ％ + 20 10 10 + + + 10 10 + + +

9 マガキ ％ 50 10 + + + + + + + + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ 10 30 80 80 60 20 30 30 30 30 30 30

12 イワフジツボ ％ + +

13 サンカクフジツボ ％

14 Phoronis属 ％ + + + + + +

15 裸喉綱 ％ + 20 20 10 10 20 20 30 30 30 30

16 イトマキヒトデ inds.

17 シロボヤ ％ + + + +

18 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)

調査期日：令和5年11月13,16日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

遊水室外　垂直コンクリート護岸 海底間詰石 根固めブロック

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％

2 アオサ属 ％

3 イギス目 + + + + + +

4 藍藻綱 ％

5 珪藻綱 ％ + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds.

6 レイシガイ inds. 1 1 1 1 1

7 イボニシ inds. 12 2 1 2 1 1 2

8 ミドリイガイ ％ 10 + + + 10 + + 10 + 10 + + + + + + + + + + + + + + +

9 マガキ ％

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ 60 80 80 80 90 80 90 80 80 80 90 90 90 40 30 30 30 30 30 30 30 20 20 30 30

12 イワフジツボ ％

13 サンカクフジツボ ％ + + + +

14 Phoronis属 ％ + + + 10 + 10 + + + + + + + + +

15 裸喉綱 ％ 10 + 10 10 + 10 + 10 10 10 + + + 30 40 30 40 40 30 20 30 30 20 20 20

16 イトマキヒトデ inds. 5 1 1 1 1

17 シロボヤ ％ + + + +

18 ホヤ綱（群体性） ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)



  エ 冬季調査 

表 4-3-39 地点(Ⅰ)における付着生物の目視観察結果(冬季) 

 

 

 

表 4-3-40 地点(Ⅱ)における付着生物の目視観察結果(冬季) 

 

 

 

 

 

 

調査期日：令和6年3月4日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ 10 60 20 +

2 アオサ属 ％ 10 10 + + +

3 アマノリ属 ％ + +

4 イギス目 ％ + + + + + + + + + + + + +

5 藍藻綱 ％ 10 40 20 +

6 珪藻綱 ％ + 10 30 20 20 20 20 20 30 30 20 20 30 30 30 30 30 30

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + 20 20 10 20 20 10 10 20 10 10 10 + + + 10 + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 20 + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 イボニシ inds. 1 4 2 1 1 1

6 クロシタナシウミウシ inds. 1

7 ミドリイガイ ％ + 20 + + + + + + + + + + + + + + + + +

8 マガキ ％ 10 + + +

9 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + +

10 カンザシゴカイ科 ％ 40 30 10 20 10 20 20 20 20 20 10 10 20 10 10 10 10 20 20

11 Phoronis属 ％ + + + + 10 10 + + + + + + + + + +

12 裸喉綱 ％ + 30 30 40 40 30 30 30 20 30 30 20 20 10 10 10 10

13 イトマキヒトデ inds. 1

14 マナマコ inds. 1 1

15 シロボヤ ％ + + + +

16 ホヤ綱（群体性） ％ + 20 30 30 10 10 20 10 20 10 10 20 20 10 20 30 30 30

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅰ)

調査期日：令和6年3月4日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ + 60 10 +

2 アオサ属 ％ + 10 + + + + + + + + + + + + + +

3 シオグサ属 ％ + + + + + + + + +

4 ハネモ属 ％ + + +

5 アマノリ属 ％ + +

6 イギス目 ％ + + + + + + + + 10 + 10 10 + +

7 藍藻綱 ％ 20 50 20 +

8 珪藻綱 ％ + + 10 40 50 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + 30 20 20 + 10 + + + + + 10 10 + 10

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 20 + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 6

6 イボニシ inds. 1 3 2 4 2 1 1 1 1 1 1

7 ミドリイガイ ％ + 10 10 + + + + + + + + + + +

8 マガキ ％ + 40 10 + + + + + +

9 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + +

10 カンザシゴカイ科 ％ + + + 20 20 10 20 20 20 10 10 20 20 30

11 サンカクフジツボ ％ + + +

12 Phoronis属 ％ + 10 + +

13 裸喉綱 ％ + 40 30 40 30 40 30 30 40 30 40 30 20

14 マナマコ inds. 1

15 シロボヤ ％ + + + + + +

16 ホヤ綱（群体性） ％ + 30 40 20 10 10 10 20 10 20 10 10 20

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅱ)



表 4-3-41(1) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(1～17)(冬季) 

 

 

 

表 4-3-41(2) 地点(Ⅲ)における付着生物の目視観察結果(18～42)(冬季) 

 

 

調査期日：令和6年3月4,5日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

垂直コンクリート護岸 じゃかご

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ + 60 10 +

2 アオサ属 ％ 10 10 + + + + + + + + +

3 セイヨウハバノリ ％

4 アマノリ属 ％ + +

5 フダラク ％ + + +

6 イギス目 ％ + + + + + + + + + +

7 藍藻綱 ％ 30 40 30 +

8 珪藻綱 ％ + 40 70 70 80 80 80 80 80 80 80

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ + 10 + + + + + + 10 10 10 10

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 10 + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds. 4

6 イボニシ inds. 4 6 5 2 2 2 1 2

7 裸鰓目 inds.

8 ミドリイガイ ％ + 10 10 10 + + + + + + +

9 マガキ ％ 20 10 10 10 + + + + + + + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ + 50 70 50 20 10 10 20 20 10 10 20

12 イワフジツボ ％ +

13 サンカクフジツボ ％ + +

14 ココポーマアカフジツボ ％

15 Phoronis属 ％

16 裸喉綱 ％ + 20 40 30 40 30 20 20 30 20 20

17 イトマキヒトデ inds.

18 ユウレイボヤ属 ％

19 シロボヤ ％ + + + +

20 ホヤ綱（群体性） ％ + 30 30 20 10 10 10 10 + 10 10 10

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)

調査期日：令和6年3月4,5日

調査方法：ベルトトランセクト法（50cm×50cm）

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

遊水室外　垂直コンクリート護岸 海底間詰石 根固めブロック

No. 【植物】

1 アオノリ属 ％ +

2 アオサ属 ％ +

3 セイヨウハバノリ ％ +

4 アマノリ属 ％

5 フダラク ％

6 イギス目 ％ + + + + + + + + + + + + + + + +

7 藍藻綱 ％

8 珪藻綱 ％ 80 + 10 + + + 10 10 + + + + + + + + + + + + + + + + +

No. 【動物】

1 海綿動物門 ％ 10 20 10 20 20 30 20 10 20 20 10 20 10 10 + + + 10 10 + + + + + +

2 ヒドロ虫綱 ％ + + + + + + + + + + + + + + 10 10 + + + + + + + + +

3 タテジマイソギンチャク ％ 10 + + + + + + + + + + +

4 イソギンチャク目 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

5 アラレタマキビ inds.

6 イボニシ inds. 4 2 1 2 2 3 4 2 2 1 1 1 1

7 裸鰓目 inds. 2 1 1 1

8 ミドリイガイ ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

9 マガキ ％ + +

10 ミズヒキゴカイ科 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

11 カンザシゴカイ科 ％ 20 40 20 10 20 10 + + + 10 20 20 30 40 20 10 20 20 30 20 30 + 20 10 30

12 イワフジツボ ％

13 サンカクフジツボ ％ + + +

14 ココポーマアカフジツボ ％ + +

15 Phoronis属 ％ + 10 + + + 10 + + + + + + + + + + + +

16 裸喉綱 ％ + 30 40 30 20 10 10 10 40 30 30 30 20 30 20 30 20 10 10 10 + + + + +

17 イトマキヒトデ inds. 1 1 2 2 4 3 2 4 1 4 1 3 1 1 2 1 1

18 ユウレイボヤ属 ％ + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + +

19 シロボヤ ％ + + + + + + + + + + + + + +

20 ホヤ綱（群体性） ％ + 10 30 30 30 20 30 20 30 20 30 30 10 10 30 + + + + + + + + + +

注1：％は被覆率を示し、欄内の+は被覆率5％未満を示す。

注2：inds.は個体数による観察を示す。

地点

枠番号

基盤

(Ⅲ)



 ② 付着生物(植物)調査結果 

付着生物(植物)出現種を表 4-3-42 に示す。 

 
表 4-3-42 付着生物(植物)出現種 

 

 

  ア 春季調査 

付着植物の春季調査結果を表 4-3-43 に示す。また、主な出現種の写真を写-54 に示す。 

春季調査において出現した付着植物は、3地点 17 検体で 4種類/0.25 ㎡、14.04 g/0.25

㎡であった。 

地点別にみると、種類数は0～4種類の範囲にあり、地点(Ⅱ)の-2.5 m底面で多かった。 

出現した 3 検体で、湿重量は 0.32～10.00 g/0.25 ㎡の範囲であり、地点(Ⅲ)の-1.0 m

底面で多かった。 

主な出現種は、緑藻綱のアオサ属であった。 

   

イ 夏季調査 

付着植物の春季調査結果を表 4-3-44 に示す。また、主な出現種の写真を写-55 に示す。 

夏季調査において出現した付着植物は、3地点 17 検体で 4種類/0.25 ㎡、3.30 g/0.25

㎡であった。 

地点別にみると、種類数は 0～4種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)の-1.0 m 底面で多かった。 

出現した 4検体で、湿重量は 0.02～2.68 g/0.25 ㎡の範囲であり、地点(Ⅲ)の-1.0 m

底面で多かった。 

主な出現種は、緑藻綱のアオサ属であった。 

  

番 調査季

号 門 綱 目 科

1 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha sp. ｱｵﾉﾘ属 ○ ○ ○

2 Ulva sp. ｱｵｻ属 ○ ○ ○

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. ｼｵｸﾞｻ属 ○ ○ ○

4 － － CHLOROPHYCEAE 緑藻綱 ○

5 黄色植物 褐藻 ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Petalonia fascia ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ ○

6 珪藻 － － BACILLARIOPHYCEAE 珪藻綱 ○

7 紅色植物 紅藻 ｳｼｹﾉﾘ ｳｼｹﾉﾘ Porphyra sp. ｱﾏﾉﾘ属 ○

8 ｽｷﾞﾉﾘ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ Grateloupia lanceolata ﾌﾀﾞﾗｸ ○

9 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Antithamnion sp. ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属 ○

10 Ceramium sp. ｲｷﾞｽ属 ○ ○ ○

11 Ceramiaceae ｲｷﾞｽ科 ○

12 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia sp. ｲﾄｸﾞｻ属 ○

4 4 0 12

注：○は出現を示す。

備考）門・綱の並びは過年度デ－タに従った。

　　　種の学名・和名およびその並びは吉田・吉永・中嶋 2000:日本産海藻目録（2000年改訂版）,Jpn.J.Phycol.48:113-166.に従った。

　　　珪藻綱、藍藻綱など大きさ1mm未満の微小藻類は少量出現の場合は枠取り結果表に加えなかった。

合　計

種名
春季 冬季夏季 秋季



  ウ 秋季調査 

付着植物の秋季調査結果を表 4-3-45 に示す。 

秋季調査において、付着植物は出現しなかった。 

 

エ 冬季調査 

付着植物の冬季調査結果を表 4-3-46 に示す。また、主な出現種の写真を写-56 及び写-

57 に示す。 

冬季調査において出現した付着植物は、3地点 17 検体で 12 種類、31.73 g であった。 

地点別にみると、種類数は 0～8種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)の Y.P.-1.0 m 底面で多 

かった。 

植物が出現した 10 検体の湿重量は 0.01 g 未満～18.65 g/0.25 ㎡の範囲であり、地点

(Ⅱ)の Y.P.-2.5 m 底面で多かった。 

主な出現種は、紅藻綱のフダラク及び珪藻綱であった。 

 

オ 季別調査の比較 

付着植物は 4季を通して合計 12 種類が出現した。 

季別にみると、種類数は 0～12 種類の範囲にあり、冬季で最も多かった。 

植物の出現がなかった秋季を除いた季別の合計湿重量は 3.30 g～31.73 g の範囲であ

り、冬季で最も多かった。 

主な出現種は、春季と夏季で緑藻綱のアオサ属、冬季で紅藻鋼のフダラクと珪藻綱で 

あった。 

 

  



表 4-3-43 付着生物(植物)調査結果(春季) 
 

 

 

 

主な出現種 

 

  

写-54 アオサ属   

 

 

表 4-3-44 付着生物(植物)調査結果(夏季) 
 

 
 

 

主な出現種 

 

  

写-55 アオサ属   

 

 

 

 

調査年月日：令和5年5月16、18日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面

【緑藻綱】 ｱｵｻ属

(97.8)

-0.5m -1.0m -1.0m　底面 -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 根固めブロック 間詰め石

【緑藻綱】 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属

(100.0) (100.0) (99.4)

注：主な出現種は湿重量比率の10%以上の種を選出し、( )内に湿重量比率を示す。

0

00

主

な

出

現

種

湿重量(g/0.25㎡) 0 0 0

項目

種類数 0 0 0 00

0 0

地点

項目

0

地点 地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

4

3.72

種類数 1 1 0 0 0

主

な

出

現

種

0 0 0

湿重量(g/0.25㎡) 0.32 10.00 0 0 0 0 0 0

合計

4

14.04

地点(Ⅲ)

0 0

調査年月日：令和5年8月7、8日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面

【緑藻綱】 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属

(100.0) (100.0)

-0.5m -1.0m　底面 -1.0m -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 根固めブロック 間詰め石

【緑藻綱】 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属

(100.0) (92.5) (95.2)

注：主な出現種は湿重量比率の10%以上の種を選出し、( )内に湿重量比率を示す。

0 0 0

合計

4

4.18

地点(Ⅲ)

0 0
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な
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現

種

0 0 0

湿重量(g/0.25㎡) 0.60 2.68 0 0 0

種類数 1 4 0 0 0 0 0

地点

項目

0.88

地点 地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

1

0.02

項目

種類数 0 0 0 10 0

00
主

な

出

現

種

湿重量(g/0.25㎡) 0 0 0



表 4-3-45 付着生物(植物)調査結果(秋季) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3-46 付着生物(植物)調査結果(冬季) 
 

 

 

 

  

 

 

写-56 フダラク 写-57 珪藻綱  

 

 

 

  

調査年月日：令和5年11月13、16日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面

-0.5m -1.0m　底面 -1.0m -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 根固めブロック 間詰め石

注：主な出現種は湿重量比率の10%以上の種を選出し、( )内に湿重量比率を示す。

0

00

主

な

出

現

種

湿重量(g/0.25㎡) 0 0 0

項目

種類数 0 0 0 00

0 0

地点

項目

0

地点 地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

0

0

種類数 0 0 0 0 0

主

な

出

現

種

0 0 0

湿重量(g/0.25㎡) 0 0 0 0 0 0 0 0

合計

0

0

地点(Ⅲ)

0 0

調査年月日：令和6年3月4、5日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面

【緑藻綱】 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属 ｱｵｻ属

(100.0) (100.0) (100.0)

【紅藻綱】

【その他】 珪藻綱 珪藻綱

(100.0) (95.1)

-0.5m -1.0m　底面 -1.0m -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 根固めブロック 間詰め石

【緑藻綱】 ｱｵｻ属

(12.1)

【紅藻綱】 ﾌﾀﾞﾗｸ ｲｷﾞｽ科 ｲｷﾞｽ科 ﾌﾀﾞﾗｸ

(35.8) (100.0) (100.0) (13.8)

【その他】 珪藻綱 珪藻綱 珪藻綱 珪藻綱

(100.0) (44.0) (100.0) (75.0)

注：主な出現種は湿重量比率の10%以上の種を選出し、( )内に湿重量比率を示す。
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0.120.04
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種

湿重量(g/0.25㎡) 0.08 0 0.03

項目

種類数 1 0 1 01
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地点 地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

4
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種類数 1 8 1 0 0
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出
現
種

0 1 1

湿重量(g/0.25㎡) 0.28 12.28 0.52 0 0 0 0 0

合計

12

32.00

地点(Ⅲ)

0 0



【参考】【付着生物(植物)調査結果】 

 
付着生物(植物)調査結果(春季) 

 

 

付着生物(植物)調査結果(夏季) 

 

 

付着生物(植物)調査結果(秋季) 

 

 

付着生物(植物)調査結果(冬季) 

 

 

 

調査年月日：令和5年5月16、18日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

単　　位：g／0.25㎡

番

号 門 綱 目 科 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m 底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

1 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha sp. ｱｵﾉﾘ属 0.00 0.00

2 Ulva sp. ｱｵｻ属 3.64 0.32 10.00 13.96

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. ｼｵｸﾞｻ属 0.04 0.04

4 紅色植物 紅藻 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramium sp. ｲｷﾞｽ属 0.04 0.04

種類数 0 0 0 0 0 0 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4

湿重量合計 0 0 0 0 0 0 3.72 0.32 10.00 0 0 0 0 0 0 0 0 14.04

注：0.00は0.01g未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
合計

調査年月日：令和5年8月7、8日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

単　　位：g／0.25㎡

番

号 門 綱 目 科 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m 底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

1 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha sp. ｱｵﾉﾘ属 0.00 0.00

2 Ulva sp. ｱｵｻ属 0.88 0.02 0.60 2.48 3.98

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. ｼｵｸﾞｻ属 0.08 0.08

4 紅色植物 紅藻 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Ceramium sp. ｲｷﾞｽ属 0.12 0.12

種類数 0 0 0 0 1 0 1 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4

湿重量合計 0 0 0 0 0.88 0 0.02 0.60 2.68 0 0 0 0 0 0 0 0 4.18

注：0.00は0.01g未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
合計

調査年月日：令和5年11月13、16日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

単　　位：g／0.25㎡

番

号 門 綱 目 科 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m 底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

出現せず

種類数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

湿重量合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
合計

調査年月日：令和6年3月4、5日

調査方法：枠取り(50cm×50cmｺﾄﾞﾗ-ﾄ)

単　　位：g／0.25㎡

番

号 門 綱 目 科 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m 底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m 底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

1 緑色植物 緑藻 ｱｵｻ ｱｵｻ Enteromorpha sp. ｱｵﾉﾘ属 0.00 0.00

2 Ulva sp. ｱｵｻ属 0.04 0.03 0.12 1.49 1.68

3 ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ Cladophora sp. ｼｵｸﾞｻ属 0.05 0.05

4 － － CHLOROPHYCEAE 緑藻綱 0.79 0.79

5 黄色植物 褐藻 ｶﾔﾓﾉﾘ ｶﾔﾓﾉﾘ Petalonia fascia ｾｲﾖｳﾊﾊﾞﾉﾘ 0.81 0.81

6 珪藻 － － BACILLARIOPHYCEAE 珪藻綱 0.08 17.73 0.28 5.40 0.52 24.01

7 紅色植物 紅藻 ｳｼｹﾉﾘ ｳｼｹﾉﾘ Porphyra sp. ｱﾏﾉﾘ属 0.04 0.04

8 ｽｷﾞﾉﾘ ﾑｶﾃﾞﾉﾘ Grateloupia lanceolata ﾌﾀﾞﾗｸ 4.40 4.40

9 ｲｷﾞｽ ｲｷﾞｽ Antithamnion sp. ﾌﾀﾂｶﾞｻﾈ属 0.13 0.13

10 Ceramium sp. ｲｷﾞｽ属 0.09 0.09

11 Ceramiaceae ｲｷﾞｽ科 0.00 0.00 0.00

12 ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Polysiphonia sp. ｲﾄｸﾞｻ属 0.00 0.00

種類数 1 0 1 1 0 1 4 1 8 1 0 0 0 0 0 1 1 12

湿重量合計 0.08 0 0.04 0.03 0 0.12 18.65 0.28 12.28 0.52 0 0 0 0 0 0.00 0.00 32.00

注：0.00は0.01g未満を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
種名

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
合計



 ③ 付着生物(動物)調査結果 

     付着生物(動物)出現種を表 4-3-47 に示す。 

 

表 4-3-47 付着生物(動物)出現種 

 
 

門 綱 目 科 環境省 神奈川県
1 海綿動物 六放海綿 - - HEXACTINELLIDA 六放海綿綱 ○ ○
2 - - - PORIFERA 海綿動物門 ○ ○ ○
3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 有鞘 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ Campanulariidae ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 ○ ○

4 - - HYDROZOA ﾋﾄﾞﾛ虫綱 ○
5 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○ ○ ○ ○
6 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 ○ ○ ○ ○
7 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門 ○ ○ ○ ○

8 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Mopalia retifera ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ○
9 ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochiton sp. ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 ○ ○

10 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀｶｶﾞﾝｶﾞﾗ ○ ○
11 盤足 ｳｷﾂﾎﾞ Alaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ ○ ○

12 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
13 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ ○ ○ ○
14 Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ ○ ○ ○ ○
15 Rapana venosa ｱｶﾆｼ ○

16 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
17 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 ○ ○ ○
18 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目 ○ ○ ○
19 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
20 Barbatia virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ ○ ○

21 Scapharca kagoshimensis ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ ○ ○
22 Scapharca sp. ｻﾙﾎﾞｳ属 ○
23 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
24 Perna viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ○ ○ ○

25 Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
26 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
27 Trichomusculus semigranatus ｽｼﾞﾀﾏｴｶﾞｲ ○
28 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ ○ ○ ○ ○

29 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
30 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomia chinensis ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ ○ ○
31 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ ○ ○ ○ ○
32 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ ○

33 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ○ ○ ○ ○
34 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veneridae ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ○ ○
35 Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ ○
36 Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ ○

37 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ ○ ○ ○ ○
38 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ ○ ○
39 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Agriodesma navicula ｵﾋﾞｸｲｶﾞｲ ○
40 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Phascolosoma sp. ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ属 ○ ○

41 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Nereiphylla castanea ｱｹﾉｻｼﾊﾞ ○ ○
42 Phyllodoce sp. Phyllodoce属 ○
43 Eumida sp. Eumida属 ○ ○
44 Eulalia sp. Eulalia属 ○ ○ ○ ○

45 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 ○ ○ ○ ○
46 Halosydna brevisetosa ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ ○
47 Lepidonotus sp. Lepidonotus属 ○
48 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 ○ ○

49 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○ ○
50 ｼﾘｽ Autolytinae Autolytinae亜科 ○ ○
51 Syllinae Syllinae亜科 ○ ○ ○ ○
52 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○

53 Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ ○ ○
54 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ ○
55 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○
56 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○

57 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ ○ ○ ○
58 ﾁﾛﾘ Glycera sp. Glycera属 ○ ○
59 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 ○
60 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice indica ﾔﾘﾌﾞｽﾏ ○

61 Eunice sp. Eunice属 ○ ○ ○ ○
62 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella iricolor ｾｸﾞﾛｲｿﾒ ○ ○
63 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. Schistomeringos属 ○ ○ ○ ○
64 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Naineris sp. Naineris属 ○ ○ ○

65 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp. Polydora属 ○ ○ ○ ○
66 ｸﾏﾉｱｼﾂｷ Acrocirrus validus ｸﾏﾉｱｼﾂｷ ○
67 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirratulus sp. Cirratulus属 ○ ○ ○ ○
68 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○

69 Dodecaceria sp. Dodecaceria属 ○ ○ ○
70 Timarete sp. Timarete属 ○ ○ ○
71 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. Capitella属 ○
72 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ ○ ○ ○

73 ﾌｻｺﾞｶｲ ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharete sp. Ampharete属 ○
74 ﾌｻｺﾞｶｲ Amphitrite sp. Amphitrite属 ○
75 Lanice sp. Lanice属 ○
76 Nicolea sp. Nicolea属 ○ ○

77 Terebella sp. Terebella属 ○ ○
78 Thelepus sp. Thelepus属 ○ ○ ○
79 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 ○ ○ ○ ○
80 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ○ ○ ○ ○

81 Pomatoleios kraussii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○ ○
82 Spirobranchus tetraceros ﾑﾂｴﾀﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ○ ○ ○ ○
83 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ - - PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 ○ ○ ○ ○
84 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○

85 Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○ ○ ○
86 Perforatus perforatus ﾅﾝｵｳﾌｼﾞﾂﾎﾞ ○
87 Tetraclitella japonica ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ
88 軟甲 薄甲 ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japonensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ ○ ○ ○

89 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Zeuxo  sp. ｾﾞｳｸｿ属 ○
90 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 ○ ○ ○ ○
91 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ○
92 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiridae ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科 ○

93 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoroides sp. ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 ○
94 Grandidierella japonica ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ ○
95 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Monocorophium sp. Monocorophium属 ○ ○ ○
96 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○

97 Jassa sp. ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 ○
98 ﾄﾞﾛﾉﾐ Podocerus sp. ﾄﾞﾛﾉﾐ属 ○
99 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ ○ ○

100 Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○

101 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis sp. ﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○
102 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe sp. ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○
103 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○
104 ﾑｶｼﾜﾚｶﾗ Phtisicidae ﾑｶｼﾜﾚｶﾗ科 ○

105 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 ○ ○ ○ ○
106 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela sydniensis ﾏﾙｿｺｼﾗｴﾋﾞ ○
107 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 ○ ○ ○
108 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. ｲｿﾓｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○

109 Heptacarpus sp. ﾂﾉﾓｴﾋﾞ属 ○
110 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles stevensii ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ ○ ○
111 Pachycheles sp. ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ属 ○ ○
112 Petrolisthes sp. ｲｿｶﾆﾀﾞﾏｼ属 ○ ○ ○ ○

113 ｶｲｶﾑﾘ Petalomera fukuii ﾌｸｲｶﾑﾘ ○ ○
114 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ ○ ○
115 Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ ○ ○ ○
116 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ ○ ○

117 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Macromedaeus distinguendus ｼﾜｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○
118 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
119 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
120 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○

121 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
122 Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○
123 ｶｸﾚｶﾞﾆ Sakaina sp. ﾏﾒｶﾞﾆﾀﾞﾏｼ属 ○
124 昆虫 ﾊｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Dolichopodidae ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 ○

125 苔虫動物 裸喉 櫛口 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○
126 唇口 ｱﾐﾒｺｹﾑｼ Membraniporidae ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科 ○ ○
127 ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ Thalamoporellidae ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○ ○
128 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○ ○

129 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○ ○
130 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporellidae ﾋﾗｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○
131 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 ○ ○ ○ ○
132 箒虫動物 - - - Phoronis sp. Phoronis属 ○ ○ ○ ○

133 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Asterina pectinifera ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ ○ ○
134 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis sp. Ophiactis属 ○ ○ ○
135 ﾅﾏｺ ｷﾝｺ ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Eupentacta chronhjelmi ｲｼｺ ○ ○ ○
136 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Polyclinidae ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○

137 ｳｽﾎﾞﾔ Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 ○ ○
138 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ○ ○
139 Ciona savignyi ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ ○ ○
140 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○

141 ﾏﾎﾞﾔ ｲﾀﾎﾞﾔ Botryllidae ｲﾀﾎﾞﾔ科 ○
142 ｼﾛﾎﾞﾔ Styela clava ｴﾎﾞﾔ ○ ○
143 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ ○ ○ ○ ○
144 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○ ○ ○

145 ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 ○ ○
146 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ Molgulidae ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○
147 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Parablennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ ○

102 105 86 91

重要種のカテゴリーは以下の通りである。

1.  環境省レッドリスト2020：環境省(2020)

　　・絶滅危惧Ⅰ類(CR+EN)：絶滅の危機に瀕している種
　　・絶滅危惧ⅠA類(CR)：ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの
　　・絶滅危惧ⅠB類(EN)：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
　　・絶滅危惧Ⅱ類(VU)：絶滅の危険が増大している種

　　・準絶滅危惧(NT)：現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種
　　・情報不足(DD)：評価するだけの情報が不足している種
　　・絶滅のおそれのある地域個体群(LP)：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い種
2.  神奈川県レッドデータ生物調査報告書：神奈川県県立生命の星・地球博物館(2006)

　　・絶滅危惧Ⅰ類：絶滅の危機に瀕している種
　　・絶滅危惧ⅠA類：ごく近い将来における野生での絶滅の可能性が極めて高いもの
　　・絶滅危惧ⅠB類：ⅠA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの
　　・絶滅危惧Ⅱ類：絶滅の危機が増大している種

　　・準絶滅危惧：現時点では絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種
　　・減少種：かつては県内に広く分布していたと考えられる種のうち、生息地あるいは生息個体数が著しく減少している種
　　・希少種：生息地が狭域であるなど生息環境が脆弱な種のうち、現在は個体数をとくに減少させていないが、生息地での環境悪化によっては絶滅が危惧される種
　　・要注意種：前回、減少種あるいは希少種と判定され、かつては広く分布していたのに、生息地または生息個体数が明らかに減少傾向になる種

　　・注目種：生息環境が特殊なもののうち、県内における衰退が目立たないが、環境悪化が生じた際には絶滅が危惧される種
　　・情報不足：評価するだけの情報が不足している種
　　・不明種：過去に不確実な記録だけが残されている種
　　・絶滅のおそれのある地域個体群：地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高い個体群

冬季
重要種

種類数
0 0

合計(種類数) 147
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ア 春季調査 

付着動物の春季調査結果を表 4-3-48 に示す。また、主な出現種の写真を写-58 及び写-59 に

示す。 

春季調査において出現した付着生物(動物)は、3 地点 17 検体で 102 種類、54,696 個体、

22,431.44 g だった。 

地点別にみると、種類数は14～49種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)のY.P.—1.0 m底面で少なく、

地点(Ⅰ)の Y.P.—2.0 m で多かった。 

個体数と湿重量はそれぞれ 412～7,076 個体/0.25 ㎡、40.28～5,682.48 g/0.25 ㎡の範囲であ

った。個体数は地点(Ⅲ)の Y.P.—1.0 m 底面で少なく、地点(Ⅰ)の Y.P.—1.0 m で多かった。湿

重量は地点(Ⅲ)の間詰め石で少なく、地点(Ⅰ)の Y.P.—1.0 m で多かった。 

主な出現種は、ゴカイ綱のエゾカサネカンザシ及び軟甲綱のワレカラ属であった。 

 

イ 夏季調査 

付着動物の夏季調査結果を表4-3-49に示す。また、主な出現種の写真を写-60、 写-61及び

写-62 に示す。 

夏季調査において出現した付着生物(動物)は、3 地点 17 検体で 105 種類、135,738 個体、

15,684.70 g だった。 

地点別にみると、種類数は32～63種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)のY.P.—1.0 m底面で少なく、

地点(Ⅲ)の Y.P.—4.0 m で多かった。 

個体数と湿重量はそれぞれ3,432～16,044個体/0.25㎡、88.11～     2,994.44 g/0.25

㎡の範囲であった。個体数は地点(Ⅲ)の Y.P.—6.0 m で少なく、地点(Ⅲ)の Y.P.—2.0 m で多か

った。湿重量は地点(Ⅲ)の根固めブロックで少なく、地点(Ⅱ)の Y.P.—1.0 m で多かった。 

主な出現種は、二枚貝綱のウスカラシオツガイ、ホトトギスガイ及びゴカイ綱のエゾカサネ

カンザシであった。 

  



ウ 秋季調査 

付着動物の秋季調査結果を表4-3-50に示す。また、主な出現種の写真を写-63、 写-64及び

写-65 に示す。 

秋季調査において出現した付着生物(動物)は、3 地点 17 検体で 86 種類、48,253 個体、

2,672.69 g だった。 

地点別にみると、種類数は 21～40 種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)の間詰め石で少なく、地点

(Ⅱ)の Y.P.—2.0 m 及び地点(Ⅲ)の Y.P.-4.0 m で多かった。 

個体数と湿重量はそれぞれ 558～8,628 個体/0.25 ㎡、40.74～603.98 g/0.25 ㎡の範囲であっ

た。個体数は地点(Ⅰ)の Y.P.—4.0 m 底面で少なく、地点(Ⅲ)の Y.P.—5.0 m で多かった。湿重

量は地点(Ⅲ)の根固めブロックで少なく、地点(Ⅲ)の Y.P.—0.5 m で多かった。 

主な出現種は、二枚貝綱のウスカラシオツガイ、ゴカイ綱のエゾカサネカンザシ、及び軟甲

綱のイソヨコエビであった。 

 

エ 冬季調査 

付着動物の冬季調査結果を表4-3-51に示す。また、主な出現種の写真を写-66、 写-67及び

写-68 に示す。 

冬季調査において出現した付着生物(動物)は、3 地点 17 検体で 91 種類、41,466 個体、

5,840.34 g だった。 

地点別にみると、種類数は 23～43 種類の範囲にあり、地点(Ⅲ)の根固めブロックで少なく、

地点(Ⅲ)の Y.P.-3.0 m で多かった。 

個体数と湿重量はそれぞれ 131～6,328 個体/0.25 ㎡、5.59～1,020.24 g/0.25 ㎡の範囲であ

った。個体数は地点(Ⅲ)の間詰め石で少なく、地点(Ⅲ)の Y.P.-1.0 m で多 かった。湿重量

は地点(Ⅲ)の間詰め石で少なく、地点(Ⅲ)の Y.P.-0.5 m で多かった。 

主な出現種は、二枚貝綱のウスカラシオツガイ、ゴカイ綱のエゾカサネカンザシ、軟甲綱の

イソヨコエビであった。 

 

オ 季別調査の比較 

春季から冬季にかけての調査において出現した付着動物は、3 地点 17 検体で 147 種であり、

ゴカイ綱が最も多く出現した。 

種類数についてみると、86～105 種類の範囲にあり、夏季で最も多かった。 

調査季ごとの個体数及び湿重量の合計は、それぞれ 41,466～135,738 個体、2,672.69～

22,431.44 g の範囲であり、個体数合計は夏季で多く、湿重量合計は春季で多かった。 

主な出現種は、二枚貝鋼のウスカラシオツガイやゴカイ鋼のエゾカサネカンザシ等であった。

特にエゾカサネカンザシは全ての調査季において優占していた。 

 

 

 

 

 

 



表 4-3-48 付着生物(動物)調査結果(春季) 
 

 

 

主な出現種 

  

 

写-58 エゾカサネカンザシ 写-59 ワレカラ属  

 

 

  

調査年月日：令和5年5月16、18日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面
37 49 40 19 28 41 25

7,076 7,060 6,584 960 2,204 4,440 3,036
5,682.48 1,518.88 2,781.64 63.16 2,125.68 1,332.48 834.76

【二枚貝綱】 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(12.4) (13.3) (37.9)

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
(24.1)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(22.6) (27.3) (11.7) (53.3) (25.9) (12.6)

ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科
(12.3)

【軟甲綱】 ﾜﾚｶﾗ属 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ﾜﾚｶﾗ属 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(25.3) (24.5) (31.1) (23.0) (17.3)

ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ﾜﾚｶﾗ属
(14.3) (10.7) (17.4)

【箒虫動物門】

地点(Ⅲ)

-0.5m -1.0m　底面 -1.0m -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 間詰め石 根固めブロック
27 14 34 29 38 40 26 29 18 35 102

2,028 412 6,360 3,616 2,544 3,128 1,500 2,004 728 1,016 54,696
3,395.20 2,174.72 711.80 537.44 500.84 379.12 61.40 145.40 40.28 146.16 22,431.44

【二枚貝綱】 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(30.1) (10.6) (11.7) (13.5) (11.4)

【ｺﾞｶｲ綱】 Syllinae亜科 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ Harmothoe属 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(23.3) (54.3) (28.3) (10.1) (14.9) (15.8) (22.0) (21.9)

ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科
(10.1) (12.4)

【軟甲綱】 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾜﾚｶﾗ属 ﾜﾚｶﾗ属
(37.1) (27.2) (10.6) (13.8) (37.9) (38.4) (27.1) (57.1) (14.3)

ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属
(11.4)

ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属
(10.2)

【箒虫動物門】 Phoronis属
(22.4)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。
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地点

項目

種類数
個体数(個体/0.25㎡)

湿重量(g/0.25㎡)

合計
項目

種類数
個体数(個体/0.25㎡)

湿重量(g/0.25㎡)

地点



表 4-3-49 付着生物(動物)調査結果(夏季) 
 

 

 

主な出現種 

   

写-60 ウスカラシオツガイ 写-61 ホトトギスガイ 写-62 エゾカサネカンザシ 

 

調査年月日：令和5年8月7、8日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ)

Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面
42 43 47 34 46 38 35

9,592 7,692 9,628 13,219 10,528 5,448 5,286
1,844.24 750.48 449.24 310.18 2,994.44 788.24 525.19

【花虫綱】

【二枚貝綱】 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(35.4) (35.2) (44.6) (51.2) (22.0) (31.6) (52.1)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(13.5) (24.1) (30.3) (35.0) (13.5) (25.6) (29.8)

ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ
(10.6)

【ｺﾞｶｲ綱】

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(18.8)

地点(Ⅲ)

Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック
37 32 42 45 56 63 51 47 38 39 105

9,676 7,480 10,060 16,044 10,576 4,892 3,892 3,432 4,703 3,590 135,738
959.08 2,408.96 721.72 1,596.60 845.04 404.00 417.44 481.24 100.50 88.11 15,684.70

【花虫綱】 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目
(16.0)

【二枚貝綱】 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(20.7) (28.7) (18.1) (19.0) (24.8) (23.5) (65.4) (40.8) (26.6)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(26.1) (12.6) (10.3) (23.2) (37.7) (21.3)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｹﾔﾘ科 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(35.7) (28.9) (17.6) (18.2) (20.3) (28.6) (10.8)

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｳﾐｸﾞﾓ綱
(11.2) (12.1) (18.3) (10.9) (11.5)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。
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表 4-3-50 付着生物(動物)調査結果(秋季) 

 

 

 

主な出現種 

   
写-63 ウスカラシオツガイ 写-64 エゾカサネカンザシ 写-65 イソヨコエビ 

 

 

  

調査年月日：令和5年11月13,16日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

(Ⅰ) (Ⅱ)

Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面
35 38 30 31 39 40 36

2,582 1,946 2,370 558 3,180 1,044 643
173.52 200.08 87.88 110.36 290.12 89.62 129.17

出 【二枚貝綱】 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(22.2) (26.2) (17.0) (30.8) (21.3) (23.4) (33.6)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(18.3) (18.4)

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
(12.7)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(12.8) (31.9) (12.3)

Polydora属
(11.1)

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(37.8) (32.0) (16.6) (12.8) (16.5)

(Ⅲ)

Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック
32 27 31 32 32 40 37 35 21 25 86

2,688 602 6,676 5,040 4,084 3,396 8,628 2,972 774 1,070 48,253
603.98 73.66 92.72 94.04 154.44 148.32 212.32 111.84 59.88 40.74 2,672.69

出 【二枚貝綱】 ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(10.0) (35.5) (13.0) (10.2) (16.7) (59.9) (22.6) (13.8)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(10.0) (11.1) (21.3)

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
(18.3)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(32.0) (68.3) (52.1) (44.1) (22.3) (16.8) (10.5) (28.5)

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(15.7) (24.8) (10.8) (16.3) (11.3)

【箒虫動物門】 Phoronis属 Phoronis属
(54.5) (10.3)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。

地点

項目

種類数
個体数(個体/0.25㎡)

湿重量(g/0.25㎡)

合計
項目

種類数
個体数(個体/0.25㎡)

湿重量(g/0.25㎡)

地点



表 4-3-51 付着生物(動物)調査結果(冬季) 

 

 

主な出現種 

   

写-66 ウスカラシオツガイ 写-67 エゾカサネカンザシ 写-68 イソヨコエビ 

  

調査年月日：令和6年3月5～6日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

(Ⅰ) (Ⅱ)

-1.0m -2.0m -3.0m -4.0m　底面 -1.0m -2.0m -2.5m　底面
31 30 37 35 31 38 25

2,828 4,204 2,384 504 6,036 2,856 676
335.60 379.40 271.08 187.78 642.28 342.60 100.17

【二枚貝綱】 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(14.6) (10.1) (17.8) (38.3) (26.8)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(12.9)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(14.7) (42.6) (28.2) (22.2) (38.2) (10.1) (74.6)

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(29.3) (27.2) (14.3) (40.3)

【箒虫動物門】 Phoronis属
(10.7)

(Ⅲ)

-0.5m -1.0m　底面 -1.0m -2.0m -3.0m -4.0m -5.0m -6.0m 間詰め石 根固めブロック
38 34 41 37 43 37 32 39 27 23 91

4,940 578 6,328 3,336 1,896 1,752 1,808 896 131 313 41,466
1,020.24 181.36 533.04 526.56 495.68 334.40 316.28 142.04 5.59 26.24 5,840.34

【二枚貝綱】 ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ
(11.1) (26.0) (46.0) (11.1)

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ
(16.8) (19.2)

ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ
(10.7)

【ｺﾞｶｲ綱】 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｹﾔﾘ科 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ Timarete属 Timarete属 ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ
(35.5) (38.1) (67.3) (54.4) (33.8) (21.5) (38.9) (24.1) (15.3) (10.2) (38.2)

ｹﾔﾘ科
(10.7)

【軟甲綱】 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 ｲｿﾖｺｴﾋﾞ
(24.0) (10.9) (15.0)

【箒虫動物門】 Phoronis属 Phoronis属
(15.5) (13.1)

注：主な出現種は個体数比率の10%以上の種を選出し、（ ）内に個体数比率を示す。
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【参考】【付着生物(動物)調査結果】 

付着生物(動物)調査結果(春季) 

 

 

調査年月日：令和5年5月16、18日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
-Y.P.1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 六放海綿 - - HEXACTINELLIDA 六放海綿綱 * 4.52 * 4.52
2 - - - PORIFERA 海綿動物門 * 81.40 * 12.68 * 94.08
3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 有鞘 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ Campanulariidae ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 * 0.00 * 0.00
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 40 4.92 60 41.68 16 3.28 48 2.84 12 5.56 12 3.20 32 8.60 16 0.44 48 4.32 12 3.84 8 0.32 44 5.08 348 84.08
5 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 60 3.96 32 4.60 68 4.32 24 2.52 56 3.84 24 0.76 8 0.52 272 20.52
6 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門 32 0.56 4 0.12 36 3.20 4 2.76 32 0.08 8 0.28 116 7.00
7 軟体動物 腹足 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 12 10.04 4 0.92 16 10.96
8 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ 4 2.80 4 2.80
9 Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ 16 37.72 16 16.08 8 16.48 4 4.60 8 11.84 12 10.32 4 9.08 68 106.12

10 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ 28 6.92 60 13.20 8 1.36 4 1.36 16 2.28 4 0.76 4 0.04 124 25.92
11 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 12 0.04 12 0.04
12 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目 4 0.68 4 0.92 4 0.36 12 1.96
13 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 16 4.12 20 6.44 4 1.12 8 1.20 4 0.64 52 13.52
14 Barbatia virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ 4 1.24 4 1.24
15 Scapharca sp. ｻﾙﾎﾞｳ属 4 0.80 4 0.80
16 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 880 2,052.96 112 861.92 104 49.32 128 1.80 132 1,973.04 72 354.08 732 113.64 108 2,217.08 124 2,133.80 672 17.64 424 20.60 344 14.00 24 0.40 60 0.80 60 1.08 3,976 9,812.16

17 Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 20 7.92 60 39.64 40 7.40 56 29.00 176 83.96
18 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 28 8.16 60 35.96 180 82.88 24 4.52 8 5.20 68 18.44 8 0.76 20 9.84 28 24.08 4 1.76 16 0.44 4 1.04 4 0.44 452 193.52
19 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 4 0.28 4 0.28
20 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 32 3.88 80 25.64 12 4.72 48 12.56 52 8.56 1,152 199.84 12 2.48 1,388 257.68
21 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomia chinensis ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ 4 7.88 4 7.88
22 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ 40 3,238.00 12 78.00 24 1,110.00 8 389.64 4 431.64 16 1,101.60 104 6,348.88

23 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 16 6.80 92 31.60 168 1,122.84 24 4.32 24 8.16 48 12.96 116 3.20 32 4.56 24 3.76 36 9.08 4 0.16 8 0.76 116 7.04 708 1,215.24

24 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veneridae ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 4 0.20 8 0.52 12 0.72
25 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 4 2.72 4 2.72
26 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 4 0.40 32 11.60 40 13.60 8 2.60 8 1.04 20 2.64 28 1.16 140 33.04
27 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ Agriodesma navicula ｵﾋﾞｸｲｶﾞｲ 4 16.52 4 16.52
28 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Nereiphylla castanea ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 32 1.76 32 1.76
29 Phyllodoce sp. Phyllodoce属 32 0.88 32 0.36 64 1.24
30 Eumida sp. Eumida属 64 0.32 64 0.32
31 Eulalia sp. Eulalia属 8 1.44 8 1.08 4 0.24 32 0.20 12 0.72 4 0.12 4 0.44 32 0.76 32 1.96 4 0.16 140 7.12
32 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 64 1.20 140 1.16 4 0.12 32 1.44 32 0.12 32 0.08 4 0.12 132 1.28 168 2.44 100 1.32 32 0.08 40 0.48 104 2.48 36 0.40 224 1.28 1,144 14.00
33 Halosydna brevisetosa ﾐﾛｸｳﾛｺﾑｼ 4 2.92 4 2.60 4 1.16 12 6.68
34 Lepidonotus sp. Lepidonotus属 4 0.12 4 0.12
35 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 264 3.68 576 8.56 644 10.48 64 0.40 144 1.64 544 6.72 96 1.20 128 1.04 640 5.56 448 6.04 196 1.68 96 0.36 64 0.36 64 0.24 3,968 47.96
36 ｼﾘｽ Autolytinae Autolytinae亜科 32 0.36 32 0.24 32 0.24 96 0.84
37 Syllinae Syllinae亜科 164 3.92 64 0.76 36 0.32 72 1.40 64 1.08 72 1.40 128 1.48 96 0.60 64 2.88 96 0.68 96 0.72 108 0.92 64 0.20 1,124 16.36
38 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ 32 0.64 192 1.52 192 2.68 32 2.04 32 0.16 32 0.40 96 1.08 608 8.52
39 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 48 2.92 84 4.24 12 1.44 8 1.92 8 0.32 64 1.32 72 2.16 4 0.08 300 14.40
40 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 4 0.48 4 1.76 4 0.52 12 2.76
41 ﾁﾛﾘ Glycera sp. Glycera属 32 0.80 32 0.80
42 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. Glycinde属 32 0.12 32 0.12
43 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice sp. Eunice属 4 1.68 4 3.72 4 4.88 4 0.36 8 4.84 12 4.88 4 0.88 12 2.68 32 1.04 84 24.96
44 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. Schistomeringos属 64 1.12 64 0.84 64 2.00 32 1.44 64 0.56 64 1.04 32 0.32 384 7.32
45 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp. Polydora属 128 1.80 32 0.20 160 2.00
46 ｸﾏﾉｱｼﾂｷ Acrocirrus validus ｸﾏﾉｱｼﾂｷ 68 7.32 68 7.32
47 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirratulus sp. Cirratulus属 132 4.84 8 3.52 4 2.40 28 13.60 72 3.20 32 0.80 144 2.60 420 30.96
48 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 44 6.64 20 1.96 36 0.52 32 0.52 24 7.60 116 5.40 4 2.56 64 1.28 4 3.44 4 1.20 84 2.36 128 3.60 76 1.28 44 0.80 88 3.08 768 42.24
49 Dodecaceria sp. Dodecaceria属 128 0.28 128 0.28
50 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 32 0.12 32 0.12
51 ﾌｻｺﾞｶｲ ｶｻﾞﾘｺﾞｶｲ Ampharete sp. Ampharete属 32 0.24 32 0.24
52 ﾌｻｺﾞｶｲ Amphitrite sp. Amphitrite属 4 0.20 32 1.16 36 1.36
53 Lanice sp. Lanice属 4 0.24 4 0.24
54 Nicolea sp. Nicolea属 12 3.92 24 7.56 8 4.24 8 3.56 4 0.36 4 0.80 20 7.28 72 4.88 4 0.28 156 32.88
55 Terebella sp. Terebella属 192 12.68 256 14.16 8 0.52 16 0.12 32 0.24 64 1.80 12 0.36 580 29.88
56 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 4 0.88 36 8.16 36 12.24 148 11.16 4 0.92 8 1.56 4 0.52 64 1.04 8 0.28 96 3.16 68 0.96 4 0.08 480 40.96
57 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 1,600 72.88 1,928 81.56 768 30.84 512 18.20 192 10.56 1,152 53.64 384 16.12 68 3.12 3,456 354.44 1,024 69.00 256 11.40 36 3.64 224 8.04 316 8.68 12 0.36 24 1.36 11,952 743.84
58 Spirobranchus tetraceros ﾑﾂｴﾀﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 32 0.60 4 0.36 36 0.96
59 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ - - PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 32 0.00 12 0.04 44 0.04
60 軟甲 薄甲 ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japonensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ 8 0.04 8 0.04
61 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 4 0.04 4 0.00 4 0.00 4 0.00 4 0.00 4 0.04 4 0.00 28 0.08
62 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Janiridae ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ科 256 0.32 32 0.00 96 0.12 32 0.00 192 0.20 192 0.24 224 0.16 96 0.08 4 0.00 8 0.00 1,132 1.12
63 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoroides sp. ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ属 64 0.08 448 0.52 256 0.24 64 0.00 384 0.40 96 0.08 320 0.24 384 0.40 128 0.08 320 0.44 12 0.00 2,476 2.48
64 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Monocorophium sp. Monocorophium属 384 0.52 32 0.00 32 0.00 4 0.00 452 0.52
65 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 256 0.64 256 0.56 320 0.56 64 0.12 224 0.80 4 0.04 1,124 2.72
66 Jassa sp. ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ属 128 0.16 64 0.00 160 0.24 32 0.00 64 0.08 448 0.48
67 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 1,012 6.36 1,728 9.80 704 4.72 508 2.60 768 2.84 12 0.16 168 0.96 384 1.04 64 0.24 64 0.08 4 0.00 5,416 28.80
68 Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 212 1.20 96 0.36 256 2.64 752 3.60 32 0.00 1,348 7.80
69 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis sp. ﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ属 96 0.12 32 0.04 192 0.32 320 0.48
70 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe sp. ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 192 0.88 96 0.36 200 0.48 356 1.76 844 3.48
71 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 288 0.48 64 0.00 96 0.04 32 0.00 32 0.00 512 0.52
72 ﾑｶｼﾜﾚｶﾗ Phtisicidae ﾑｶｼﾜﾚｶﾗ科 64 0.08 4 0.00 68 0.08
73 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 1,792 8.24 36 0.12 2,048 4.56 384 0.92 112 0.44 28 0.08 320 0.68 352 0.64 1,184 2.08 576 0.96 544 1.36 416 0.72 56 0.08 7,848 20.88
74 十脚 ｵｷｴﾋﾞ Leptochela sydniensis ﾏﾙｿｺｼﾗｴﾋﾞ 4 0.04 4 0.04
75 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 4 1.36 4 1.36
76 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. ｲｿﾓｴﾋﾞ属 4 0.08 4 0.08
77 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles stevensii ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 8 3.52 8 3.52
78 Petrolisthes sp. ｲｿｶﾆﾀﾞﾏｼ属 4 0.36 4 0.20 8 0.32 4 0.44 8 0.28 28 1.60
79 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 4 6.88 16 9.40 4 1.20 4 0.28 28 17.76
80 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 4 0.76 4 0.36 8 1.12
81 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 4 0.96 8 12.36 12 13.32
82 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 28 11.32 4 0.16 4 0.84 36 16.96 4 0.28 8 1.56 4 0.72 8 0.40 96 32.24
83 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ 4 0.28 4 0.28
84 Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ 4 3.68 16 2.92 20 6.60
85 苔虫動物 裸喉 唇口 ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ Thalamoporellidae ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ科 * 42.72 * 0.20 * 1.68 * 0.20 * 0.28 * 0.16 * 7.60 * 0.16 * 0.44 * 2.04 * 55.48
86 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科 * 0.36 * 1.20 * 0.36 * 1.16 * 48.28 * 12.88 * 158.00 * 160.60 * 49.04 * 1.28 * 2.36 * 0.24 * 0.28 * 436.04
87 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 * 5.88 * 7.88 * 0.12 * 13.88
88 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporellidae ﾋﾗｺｹﾑｼ科 * 8.56 * 0.32 * 0.32 * 0.40 * 0.24 * 9.84
89 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 * 15.20 * 1.32 * 3.32 * 4.60 * 59.48 * 34.24 * 20.32 * 15.88 * 0.32 * 154.68
90 箒虫動物 - - - Phoronis sp. Phoronis属 32 0.16 56 1.36 96 0.44 448 9.92 632 11.88
91 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Asterina pectinifera ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 4 37.92 4 37.92
92 ﾅﾏｺ ｷﾝｺ ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Eupentacta chronhjelmi ｲｼｺ 4 7.24 16 4.16 4 24.32 8 0.72 12 0.88 4 0.60 48 37.92
93 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Polyclinidae ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ科 * 3.12 * 8.40 * 8.64 * 1.32 * 21.48
94 ｳｽﾎﾞﾔ Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 * 4.80 * 5.64 * 10.44
95 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 12 4.52 20 1.68 32 30.20 32 52.12 12 14.64 20 7.24 128 110.40
96 Ciona savignyi ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 12 20.76 4 25.16 8 21.76 16 7.68 40 75.36
97 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 4 0.84 8 14.24 8 9.72 20 49.88 4 0.88 44 75.56
98 ﾏﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ Styela clava ｴﾎﾞﾔ 8 57.20 8 4.84 4 87.56 24 313.32 4 2.76 4 51.84 12 195.24 4 109.68 68 822.44
99 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ 32 154.40 16 111.40 4 1.36 4 27.72 4 62.92 4 94.12 8 73.72 72 525.64

100 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 20 14.64 48 21.68 36 16.08 8 12.88 108 67.92 4 0.92 4 2.84 4 2.12 16 12.84 80 79.84 36 39.76 16 25.32 8 5.04 4 3.20 392 305.08
101 ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 4 2.44 4 60.16 4 12.08 4 47.88 4 18.24 20 140.80
102 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ Molgulidae ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 4 1.04 4 3.40 8 4.44

種類数 37 49 40 19 28 41 25 27 14 34 29 38 40 26 29 18 35 102
合計（個体数・湿重量） 7,076 5,682.48 7,060 1,518.88 6,584 2,781.64 960 63.16 2,204 2,125.68 4,440 1,332.48 3,036 834.76 2,028 3,395.20 412 2,174.72 6,360 711.80 3,616 537.44 2,544 500.84 3,128 379.12 1,500 61.40 2,004 145.40 728 40.28 1,016 146.16 54,696 22,431.44

注1：「*」は群体性を示す。

注2：0.00は湿重量が0.01g未満を示す。
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付着生物(動物)調査結果(夏季) 

 

調査年月日：令和5年8月7、8日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 - - - PORIFERA 海綿動物門 * 0.96 * 0.96
2 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 184 8.00 20 3.24 92 7.12 32 0.10 48 4.04 68 0.64 60 13.48 1,608 10.08 1,088 14.64 200 1.92 164 3.16 28 0.40 3 0.11 3,595 66.93
3 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 12 0.40 12 0.12 8 0.04 32 0.32 24 0.36 24 0.09 12 0.12 20 0.16 16 0.32 104 2.56 20 0.20 4 0.04 19 0.08 307 4.81
4 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門 12 0.08 12 0.08 12 0.04 8 0.02 4 0.00 12 0.12 48 0.24 92 0.36 4 0.04 64 0.20 108 1.80 376 2.98
5 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Mopalia retifera ﾋｹﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ 1 0.37 1 0.37
6 腹足 盤足 ｳｷﾂﾎﾞ Alaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 4 0.04 4 0.04
7 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 8 33.88 12 2.68 2 0.13 1 3.14 23 39.83
8 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ 20 56.76 4 8.84 24 65.60
9 Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ 8 13.56 4 1.40 1 0.74 52 166.08 12 31.40 20 44.12 8 26.68 4 12.68 109 296.66

10 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ 16 1.42 1 0.11 4 0.20 52 6.24 24 2.44 32 2.80 1 0.01 2 0.02 132 13.24
11 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 4 0.00 4 0.00 6 0.03 3 0.02 17 0.05
12 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目 4 0.04 8 0.20 4 0.16 4 0.08 4 0.04 4 0.16 4 0.04 32 0.72
13 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 4 1.40 8 7.72 8 5.08 4 1.16 16 9.12 2 1.09 4 5.56 32 22.32 78 53.45
14 Barbatia virescens ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ 4 0.88 4 0.88
15 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 892 890.40 340 6.60 132 0.48 628 19.44 1,112 1,916.32 36 122.44 188 217.73 572 215.36 688 2,183.40 356 53.32 1,144 42.56 128 2.00 4 3.20 25 2.10 48 6.33 6,293 5,681.68

16 Perna viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 352 39.76 64 0.08 40 3.68 34 2.10 328 10.32 12 1.44 9 1.90 556 33.12 168 8.56 304 20.52 440 38.92 348 20.16 72 11.60 4 0.32 32 0.08 3 0.23 1 0.00 2,767 192.79
17 Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 260 1.68 8 0.04 8 0.04 224 1.38 384 9.20 136 6.36 6 3.38 172 6.40 156 2.76 4 0.04 200 7.96 8 0.40 4 0.04 1 0.01 1,571 39.69
18 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 40 21.64 24 5.48 72 9.00 181 5.30 36 24.16 20 0.16 36 61.25 84 9.84 212 19.36 104 5.72 140 1.88 4 0.00 4 0.12 4 0.08 84 25.96 105 2.72 200 4.07 1,350 196.74
19 Trichomusculus semigranatus ｽｼﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 4 0.20 4 0.20
20 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 64 0.36 48 0.10 4 0.00 4 0.00 128 0.96 4 0.04 8 0.00 4 0.00 97 0.49 166 0.41 527 2.36
21 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 1,292 28.92 1,852 6.36 2,916 162.84 6,762 59.00 1,420 30.92 1,396 41.48 2,752 31.15 280 11.44 1,952 37.32 272 25.20 2,020 16.24 800 4.36 260 3.16 12 0.28 352 3.44 3,077 26.24 1,466 21.17 28,881 509.52
22 ｶｷ ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ Anomia chinensis ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ 1 1.57 1 1.57
23 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ 132 247.04 100 242.28 20 20.32 1 83.60 44 581.04 20 379.12 6 141.98 68 335.36 64 68.40 32 20.20 8 3.56 32 48.00 4 2.68 8 50.19 5 4.38 544 2,228.15

24 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｹｼﾊﾏｸﾞﾘ Alvenius ojianus ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 4 0.00 4 0.00
25 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 3,400 217.20 2,708 118.88 4,292 63.04 4,623 61.33 2,312 109.80 1,720 67.68 1,575 43.01 2,000 100.48 2,144 68.88 1,824 106.48 3,048 255.12 2,620 150.60 452 7.76 176 15.52 808 22.40 1,090 11.30 1,355 23.59 36,147 1,443.07

26 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Mercenaria mercenaria ﾎﾝﾋﾞﾉｽｶﾞｲ 48 0.29 48 0.29
27 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 4 0.04 1 0.28 12 0.20 1 0.03 32 0.91 50 1.46
28 ｵｵﾉｶﾞｲ ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ Hiatella orientalis ｷﾇﾏﾄｲｶﾞｲ 128 3.00 8 1.96 12 0.96 8 0.36 4 0.32 1 0.21 4 0.12 128 4.88 8 0.40 76 1.44 64 1.09 6 0.31 447 15.05
29 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Phascolosoma sp. ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ属 4 0.04 4 0.76 8 0.80
30 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Nereiphylla castanea ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 4 0.12 4 0.12
31 Eulalia sp. Eulalia属 4 0.12 2 0.02 8 0.20 4 0.00 8 0.04 12 0.32 8 0.12 46 0.82
32 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 68 0.72 112 2.04 224 4.68 66 0.62 8 0.08 36 0.52 68 0.45 8 0.12 128 1.20 192 1.36 256 2.16 416 4.20 168 1.68 304 3.48 56 0.31 24 0.10 2,134 23.72
33 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 588 3.76 288 0.32 300 1.60 30 0.05 680 5.16 280 2.32 109 0.50 260 1.28 124 0.28 160 0.84 384 1.28 384 1.92 256 1.24 96 0.28 192 1.28 28 0.10 41 0.31 4,200 22.52
34 ｼﾘｽ Autolytinae Autolytinae亜科 4 0.00 8 0.04 12 0.04
35 Syllinae Syllinae亜科 352 1.04 64 0.12 96 0.20 9 0.02 68 0.52 72 0.04 64 0.14 384 1.08 292 0.56 36 0.36 8 0.04 96 0.36 64 0.32 160 0.88 128 0.28 8 0.02 1,901 5.98
36 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ 40 0.80 160 1.68 112 0.80 7 0.07 96 0.36 160 1.12 8 0.03 128 0.60 64 0.40 12 0.04 288 3.04 96 0.28 72 0.48 32 0.32 96 1.04 1 0.00 1 0.01 1,373 11.07
37 Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 2 0.02 2 0.02
38 Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ 4 0.44 12 0.44 12 0.48 4 0.16 32 1.52
39 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 20 0.52 4 0.00 24 0.52
40 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 1 0.08 1 0.08
41 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 4 0.08 96 1.24 100 1.32
42 ﾁﾛﾘ Glycera sp. Glycera属 4 1.20 4 0.60 2 0.09 10 1.89
43 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice sp. Eunice属 4 0.24 4 2.20 4 1.00 4 0.08 4 0.04 8 0.48 16 4.12 2 0.01 1 0.08 47 8.25
44 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. Schistomeringos属 12 0.24 8 0.12 64 1.08 219 3.67 28 0.52 18 0.32 64 0.64 84 3.40 64 0.28 100 1.60 20 0.08 4 0.04 2 0.01 687 12.00
45 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Naineris sp. Naineris属 4 0.44 4 0.44
46 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp. Polydora属 4 0.00 80 0.08 160 0.40 8 0.04 8 0.08 128 0.28 8 0.04 4 0.00 128 0.36 528 1.28
47 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirratulus sp. Cirratulus属 32 2.44 12 0.88 96 8.12 52 0.78 8 0.48 68 8.44 1 0.09 4 0.12 16 1.64 344 15.76 120 7.64 48 5.52 176 14.96 9 0.08 1 0.02 987 66.97
48 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 192 1.04 9 0.02 4 0.24 64 0.24 80 0.12 8 0.00 128 0.32 64 0.44 12 0.08 24 1.16 64 4.08 649 7.74
49 Dodecaceria sp. Dodecaceria属 4 0.00 96 0.16 224 0.56 192 0.44 516 1.16
50 Timarete sp. Timarete属 16 2.96 8 2.76 16 0.84 1 0.07 4 0.76 16 1.92 22 2.02 16 1.32 4 0.48 32 1.28 4 0.80 22 0.74 6 0.37 167 16.32
51 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Nicolea sp. Nicolea属 8 0.08 4 0.00 4 0.60 4 0.36 64 0.40 84 1.44
52 Terebella sp. Terebella属 1 0.01 96 0.60 44 0.60 96 1.12 237 2.33
53 Thelepus sp. Thelepus属 4 0.16 4 0.20 4 0.24 4 0.04 4 0.48 1 0.22 21 1.34
54 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 28 1.48 136 2.56 88 5.64 10 3.26 56 0.96 184 4.68 10 1.84 8 0.24 12 0.52 160 5.52 68 3.88 172 7.48 100 4.32 1,112 11.40 48 2.72 1 0.03 38 0.41 2,231 56.94
55 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 328 10.24 640 4.96 416 3.60 424 8.52 204 1.36 184 0.57 3,456 14.88 324 1.08 2,912 11.92 2,816 19.60 1,920 13.52 992 7.72 12 0.00 64 0.32 14,692 98.29
56 Pomatoleios kraussii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 4 0.16 4 0.00 8 0.16
57 Spirobranchus tetraceros ﾑﾂｴﾀﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 4 0.24 8 0.28 4 0.52 4 0.44 4 0.44 24 1.92
58 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ - - PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 288 0.16 260 0.24 24 0.00 2 0.00 352 0.04 228 0.20 49 0.02 96 0.04 64 0.00 96 0.04 96 0.04 192 0.16 448 0.48 64 0.08 28 0.02 32 0.02 2,319 1.54
59 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Amphibalanus eburneus ｱﾒﾘｶﾌｼﾞﾂﾎﾞ 4 1.96 4 1.96
60 Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 4 1.88 48 36.72 28 8.60 3 0.88 1 0.20 84 48.28
61 Perforatus perforatus ﾅﾝｵｳﾌｼﾞﾂﾎﾞ 12 7.92 12 7.92
62 軟甲 薄甲 ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japonensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ 16 0.12 188 1.34 12 0.08 1 0.00 4 0.04 36 0.08 4 0.00 261 1.66
63 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Zeuxo  sp. ｾﾞｳｸｿ属 1 0.00 1 0.00
64 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 288 0.88 164 0.68 152 0.32 1 0.00 224 0.28 184 0.60 3 0.00 288 0.72 128 0.28 384 0.96 160 0.64 320 0.96 160 0.36 96 0.40 24 0.08 2,576 7.16
65 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Grandidierella japonica ﾆﾎﾝﾄﾞﾛｿｺｴﾋﾞ 1 0.01 1 0.01
66 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Monocorophium sp. Monocorophium属 32 0.04 32 0.04
67 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 2 0.00 12 0.04 4 0.00 32 0.12 12 0.04 1 0.00 63 0.20
68 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 448 1.08 352 1.04 40 0.04 2 0.01 1,984 6.64 268 0.92 32 0.02 1,088 3.64 544 1.76 1,216 4.36 2,944 11.44 1,152 3.60 480 1.72 168 1.44 68 0.16 10,786 37.87
69 Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 80 0.24 48 0.24 2 0.01 608 2.80 116 0.52 20 0.06 64 0.04 288 1.40 44 0.16 224 1.08 32 0.20 80 0.48 12 0.04 60 0.28 1,678 7.55
70 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis sp. ﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.00 4 0.00 8 0.00
71 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe sp. ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 64 0.20 4 0.00 28 0.16 64 0.24 1 0.01 161 0.61
72 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 48 0.00 160 0.04 4 0.00 224 0.16 96 0.08 128 0.08 32 0.04 692 0.40
73 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 4 0.00 64 0.08 384 0.52 96 0.08 28 0.04 40 0.10 616 0.82
74 十脚 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. ｲｿﾓｴﾋﾞ属 4 0.12 4 0.12
75 Heptacarpus sp. ﾂﾉﾓｴﾋﾞ属 4 0.04 1 0.03 5 0.07
76 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles sp. ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ属 4 0.24 16 1.64 4 0.04 24 1.92
77 Petrolisthes sp. ｲｿｶﾆﾀﾞﾏｼ属 8 0.72 24 2.72 28 4.52 60 7.96
78 ｶｲｶﾑﾘ Petalomera fukuii ﾌｸｲｶﾑﾘ 4 0.20 4 0.20
79 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 1 0.01 1 0.03 2 0.04
80 Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ 1 0.23 8 1.00 4 2.96 16 1.12 24 3.32 32 2.12 48 2.68 40 1.40 8 0.16 2 0.03 2 0.03 185 15.05
81 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer gibbosulus ｲﾎﾞｲﾁｮｳｶﾞﾆ 12 5.44 8 2.04 16 2.68 8 1.48 12 1.96 4 0.12 2 0.17 62 13.89
82 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Macromedaeus distinguendus ｼﾜｵｳｷﾞｶﾞﾆ 8 1.72 8 1.72
83 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 4 1.80 8 1.12 8 2.52 8 2.24 8 1.36 16 3.48 52 12.52
84 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 4 0.28 4 0.28
85 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 4 5.12 4 1.00 8 5.16 28 0.60 4 0.08 8 0.16 4 0.88 24 2.08 8 1.68 8 0.68 12 0.09 10 0.09 122 17.62
86 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ 1 0.03 4 0.28 16 0.60 24 1.60 28 1.80 8 0.05 1 0.01 82 4.37
87 Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ 4 0.36 4 0.08 8 1.04 8 1.32 24 2.80
88 ｶｸﾚｶﾞﾆ Sakaina sp. ﾏﾒｶﾞﾆﾀﾞﾏｼ属 4 0.16 4 0.12 8 0.52 16 0.80
89 苔虫動物 裸喉 櫛口 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 * 0.04 * 1.68 * 2.40 * 2.24 * 0.16 * 0.00 * 0.52 * 0.40 * 0.12 * 0.28 * 7.84
90 唇口 ｱﾐﾒｺｹﾑｼ Membraniporidae ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科 * 2.24 * 2.24
91 ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ Thalamoporellidae ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ科 * 3.72 * 0.56 * 2.00 * 54.42 * 80.88 * 3.44 * 0.24 * 80.04 * 388.80 * 163.32 * 4.96 * 0.16 * 0.10 * 782.64
92 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科 * 0.20 * 0.40 * 100.68 * 0.88 * 81.64 * 0.52 * 88.16 * 2.68 * 0.28 * 0.24 * 275.68
93 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 * 0.40 * 7.20 * 0.60 * 14.76 * 0.16 * 0.92 * 0.00 * 24.04
94 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 * 1.48 * 3.96 * 5.40 * 0.32 * 6.48 * 1.00 * 0.16 * 0.64 * 13.24 * 0.06 * 32.74
95 箒虫動物 - - - Phoronis sp. Phoronis属 4 0.00 4 0.12 8 0.12 64 0.20 104 1.08 8 0.08 3 0.03 16 0.10 211 1.73
96 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis sp. Ophiactis属 4 0.00 8 0.00 12 0.00
97 ﾅﾏｺ ｷﾝｺ ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Eupentacta chronhjelmi ｲｼｺ 4 7.88 21 6.61 4 2.04 12 46.00 4 27.64 32 46.04 4 0.45 81 136.66
98 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ｳｽﾎﾞﾔ Didemnidae ｳｽﾎﾞﾔ科 * 0.04 * 0.44 * 0.48
99 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ Ciona savignyi ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 8 4.40 20 9.00 8 5.60 20 20.04 72 45.60 136 94.56 176 146.64 1 0.40 441 326.24

100 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 4 1.52 1 0.39 4 2.84 9 4.75
101 ﾏﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ Styela clava ｴﾎﾞﾔ 4 80.96 8 56.72 4 44.16 4 3.20 16 115.04 28 38.08 28 73.28 92 411.44
102 Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ 24 250.32 52 320.20 24 41.80 2 4.58 16 30.76 20 92.64 8 15.14 8 39.00 8 6.76 8 77.80 72 686.08 32 151.36 36 133.88 56 168.60 32 62.84 5 12.84 403 2,094.60

103 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 48 7.36 92 15.04 8 1.76 28 16.24 4 0.16 4 1.24 20 7.88 36 9.76 64 22.92 52 10.04 6 0.50 25 1.82 387 94.72
104 ﾏﾎﾞﾔ Pyuridae ﾏﾎﾞﾔ科 12 22.96 12 19.08 8 18.32 1 6.55 33 66.91
105 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ Molgulidae ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 12 4.84 4 3.00 36 11.00 4 1.68 56 20.52

種類数 42 43 47 34 46 38 35 37 32 42 45 56 63 51 47 38 39 105
合計（個体数・湿重量） 9,592 1,844.24 7,692 750.48 9,628 449.24 13,219 310.18 10,528 2,994.44 5,448 788.24 5,286 525.19 9,676 959.08 7,480 2,408.96 10,060 721.72 16,044 1,596.60 10,576 845.04 4,892 404.00 3,892 417.44 3,432 481.24 4,703 100.50 3,590 88.11 135,738 15,684.70

注1：「*」は群体性を示す。

注2：0.00は湿重量が0.01g未満を示す。
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付着生物(動物)調査結果(秋季) 

 

  

調査年月日：令和5年11月13,16日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 有鞘 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ Campanulariidae ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 * 0.08 * 0.04 * 0.02 * 0.04 * 0.18
2 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 104 1.16 16 1.34 12 0.74 5 0.18 6 2.10 16 4.20 5 0.18 90 0.94 12 1.88 16 0.24 16 7.44 20 5.00 16 1.92 334 27.32
3 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 6 0.26 10 0.22 1 0.00 8 0.52 8 0.20 12 0.44 40 1.12 4 0.40 89 3.16
4 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門 8 0.02 16 0.16 16 0.04 2 0.01 24 0.52 10 0.10 2 0.00 16 0.12 2 0.01 32 0.32 36 0.20 116 2.08 12 0.04 40 0.32 16 0.16 6 0.22 354 4.32
5 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochiton sp. ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 2 1.02 2 1.02
6 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 4.31 1 4.31
7 盤足 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 1 2.40 2 0.24 3 2.64
8 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Thais bronni ﾚｲｼｶﾞｲ 2 0.22 2 7.16 4 0.56 8 7.94
9 Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ 6 18.50 4 24.96 2 3.32 10 27.04 6 18.80 2 7.18 2 4.06 3 12.18 4 12.32 4 11.76 4 0.36 47 140.48

10 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ 1 0.18 4 0.44 5 0.62
11 裸鰓 - Nudibranchia 裸鰓目 16 0.08 16 0.04 4 0.04 36 0.16
12 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 2 2.12 2 1.06 4 3.18
13 Scapharca kagoshimensis ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ 1 0.25 1 0.25
14 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 1 0.36 2 1.25 2 0.82 5 2.43
15 Perna viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 18 31.48 18 37.94 16 12.46 29 26.62 58 91.58 6 4.30 37 47.16 268 424.20 20 23.15 32 90.40 32 35.76 36 26.68 56 13.12 6 4.52 4 0.06 636 869.43
16 Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 124 1.80 4 1.50 72 0.96 200 4.26
17 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 88 9.44 88 8.60 108 12.88 71 33.57 192 8.02 56 25.44 51 2.55 128 20.48 33 7.64 112 10.28 140 3.72 220 9.44 156 7.92 132 18.76 56 4.44 70 13.92 196 12.84 1,897 209.94
18 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 2 0.00 2 0.00
19 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 56 1.52 152 3.04 186 5.44 102 26.35 144 2.96 70 1.48 118 7.42 50 0.64 60 2.38 16 0.60 48 1.12 120 1.64 16 0.52 12 0.32 76 0.96 464 20.96 242 9.12 1,932 86.47
20 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ 4 0.62 2 3.90 2 15.21 16 62.36 3 3.96 12 3.68 39 89.73
21 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 572 47.84 510 75.08 404 26.52 172 8.58 676 82.40 244 14.88 216 9.25 256 30.58 214 11.28 460 12.32 656 41.92 416 13.72 332 36.96 736 64.12 496 47.32 86 14.28 228 12.18 6,674 549.23
22 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 4 0.08 4 0.08
23 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Phascolosoma sp. ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ属 4 0.20 4 0.20
24 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eulalia sp. Eulalia属 2 0.02 2 0.02
25 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 4 0.16 12 0.46 2 0.16 3 0.15 16 0.56 12 0.36 44 1.92 4 0.12 16 0.40 40 1.68 4 0.10 2 0.06 159 6.13
26 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 2 0.00 4 0.04 6 0.04
27 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 162 0.74 122 0.84 188 1.46 25 0.16 162 1.02 102 0.44 22 0.14 90 0.34 17 0.08 208 1.28 276 1.88 240 1.32 192 1.36 372 2.16 204 1.56 26 0.10 16 0.04 2,424 14.92
28 ｼﾘｽ Syllinae Syllinae亜科 18 0.02 12 0.04 34 0.16 34 0.16 8 0.10 5 0.03 34 0.24 7 0.02 4 0.00 56 0.24 32 0.24 64 0.80 32 0.32 36 0.24 24 0.08 400 2.69
29 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ 2 0.00 2 0.02 1 0.00 8 0.00 13 0.02
30 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 2 0.02 2 0.02
31 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 4 0.08 4 0.08
32 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice sp. Eunice属 20 0.28 4 0.48 12 1.96 36 2.04 72 4.76
33 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella iricolor ｾｸﾞﾛｲｿﾒ 2 0.02 8 1.04 10 1.06
34 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. Schistomeringos属 16 0.12 18 0.42 3 0.07 8 0.12 4 0.02 4 0.08 18 0.14 40 0.16 64 0.28 20 0.04 112 0.88 196 0.96 80 0.40 10 0.04 593 3.73
35 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Naineris sp. Naineris属 4 0.02 4 0.02
36 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp. Polydora属 26 0.06 6 0.02 264 0.62 3 0.00 40 0.20 5 0.02 34 0.08 104 0.44 180 0.48 292 0.76 132 0.44 136 0.40 160 0.44 2 0.00 24 0.04 1,408 4.00
37 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirratulus sp. Cirratulus属 2 0.02 1 0.02 16 0.48 8 0.20 104 3.00 64 1.44 195 5.16
38 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 24 0.28 8 0.08 1 0.01 74 0.54 16 0.08 17 0.46 24 0.16 1 0.04 48 0.68 96 0.56 96 0.60 96 1.16 88 0.52 176 0.80 24 0.18 112 0.56 901 6.71
39 Dodecaceria sp. Dodecaceria属 4 0.00 56 0.14 96 0.14 36 0.04 116 0.20 308 0.52
40 Timarete sp. Timarete属 32 2.04 20 3.02 68 6.70 2 0.22 16 0.88 16 1.26 5 0.08 16 0.40 72 2.60 20 2.16 236 12.12 52 5.96 36 2.32 28 0.88 4 0.22 623 40.86
41 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 4 0.02 4 0.01 6 0.02 2 0.01 8 0.08 24 0.14
42 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. Thelepus属 8 0.06 162 4.98 20 0.66 18 1.00 16 0.08 2 0.09 1 0.00 76 1.60 36 1.12 56 2.00 164 4.88 216 7.00 4 0.36 779 23.83
43 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 40 0.56 80 2.06 22 0.42 4 0.18 1 0.02 32 0.40 32 0.64 68 2.28 132 4.28 124 4.88 204 7.80 288 9.16 12 0.30 1,039 32.98
44 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 256 3.98 90 2.04 304 3.46 16 0.29 1,016 14.84 128 2.76 16 0.31 860 10.88 18 0.07 4,560 31.04 2,628 29.08 1,800 12.36 756 11.20 792 12.88 500 7.68 6 0.04 6 0.20 13,752 143.11
45 Pomatoleios kraussii ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 2 0.02 2 0.02 4 0.04
46 Spirobranchus tetraceros ﾑﾂｴﾀﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 2 0.06 16 0.32 18 0.38
47 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ - - PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 38 0.00 16 0.00 52 0.06 18 0.02 108 0.14 40 0.04 30 0.02 36 0.04 18 0.04 76 0.08 40 0.04 8 0.00 88 0.04 44 0.00 48 0.04 10 0.00 2 0.00 672 0.56
48 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 60 3.10 60 3.10
49 軟甲 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 74 0.28 16 0.08 18 0.06 8 0.03 46 0.22 32 0.14 7 0.02 6 0.02 5 0.02 56 0.12 64 0.24 24 0.08 112 0.44 100 0.20 12 0.04 580 1.99
50 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 8 0.08 8 0.08
51 端脚 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ Monocorophium sp. Monocorophium属 2 0.00 2 0.00
52 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 2 0.00 14 0.02 4 0.00 20 0.06 27 0.04 8 0.02 8 0.02 20 0.02 103 0.18
53 ﾄﾞﾛﾉﾐ Podocerus sp. ﾄﾞﾛﾉﾐ属 16 0.04 6 0.02 2 0.00 9 0.02 2 0.00 2 0.00 5 0.01 6 0.00 2 0.01 4 0.00 54 0.10
54 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 976 2.34 622 1.40 394 1.04 23 0.09 408 1.40 172 0.52 47 0.11 422 1.22 149 0.32 720 1.76 204 0.36 268 0.48 552 1.08 380 0.72 116 0.32 2 0.02 5,455 13.18
55 Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 8 0.02 12 0.10 26 0.08 28 0.12 24 0.12 3 0.01 44 0.20 2 0.00 147 0.65
56 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis sp. ﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ属 6 0.00 2 0.00 14 0.02 1 0.00 18 0.02 4 0.01 45 0.05
57 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 34 0.04 26 0.02 4 0.00 24 0.02 88 0.08
58 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 6 0.00 2 0.00 2 0.00 10 0.00
59 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 2 1.12 8 0.32 8 0.20 18 1.64
60 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. ｲｿﾓｴﾋﾞ属 2 0.06 2 0.06
61 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles sp. ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ属 2 0.28 2 0.20 4 0.48
62 Petrolisthes sp. ｲｿｶﾆﾀﾞﾏｼ属 8 0.08 4 0.08 8 0.08 4 0.08 24 0.52 28 0.56 52 0.52 128 1.92
63 ｶｲｶﾑﾘ Petalomera fukuii ﾌｸｲｶﾑﾘ 4 0.60 4 0.60
64 ｸﾓｶﾞﾆ Pyromaia tuberculata ｲｯｶｸｸﾓｶﾞﾆ 4 0.22 4 0.22
65 Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ 2 0.46 4 0.44 8 0.92 4 0.28 4 0.56 22 2.66
66 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Macromedaeus distinguendus ｼﾜｵｳｷﾞｶﾞﾆ 8 0.92 8 0.92
67 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 4 0.04 4 0.04 4 0.04 12 1.08 20 0.20 44 1.40
68 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 4 20.58 2 2.48 1 7.95 4 3.16 4 0.80 4 0.76 19 35.73
69 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 4 0.12 2 0.06 4 0.42 2 0.30 8 1.24 1 0.04 4 0.06 21 1.40 104 3.52 152 2.16 48 1.84 88 2.24 52 1.32 20 0.44 14 0.08 28 0.26 552 15.50
70 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ 4 0.08 8 0.28 16 0.36 16 0.44 8 0.36 8 0.06 60 1.58
71 Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ 2 0.04 4 2.74 1 0.03 8 0.50 15 3.31
72 苔虫動物 裸喉 櫛口 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 * 0.28 * 0.16 * 0.20 * 0.04 * 0.20 * 0.28 * 0.03 * 0.08 * 0.00 * 0.08 * 0.28 * 0.32 * 0.16 * 0.00 * 2.11
73 唇口 ｱﾐﾒｺｹﾑｼ Membraniporidae ｱﾐﾒｺｹﾑｼ科 * 0.98 * 21.12 * 22.10
74 ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ Thalamoporellidae ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ科 * 0.34 * 0.18 * 0.17 * 0.44 * 0.40 * 1.33 * 4.22 * 0.20 * 3.46 * 0.04 * 10.78
75 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科 * 0.40 * 0.20 * 0.26 * 0.10 * 22.14 * 2.56 * 0.57 * 4.74 * 2.00 * 1.36 * 0.20 * 0.32 * 0.08 * 34.93
76 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 * 0.14 * 0.30 * 0.12 * 0.62 * 0.28 * 0.24 * 0.12 * 0.32 * 0.08 * 2.22
77 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporellidae ﾋﾗｺｹﾑｼ科 * 0.92 * 0.92
78 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 * 3.12 * 13.08 * 5.04 * 21.24
79 箒虫動物 - - - Phoronis sp. Phoronis属 2 0.04 8 0.06 16 0.06 52 0.32 4,704 35.60 120 1.16 62 0.30 4,964 37.54
80 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis sp. Ophiactis属 16 0.05 4 0.01 64 0.16 32 0.08 16 0.00 132 0.30
81 ﾅﾏｺ ｷﾝｺ ｽｸﾚﾛﾀﾞｸﾃｨﾗ Eupentacta chronhjelmi ｲｼｺ 2 0.22 2 0.22
82 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Polyclinidae ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ科 * 27.80 * 14.90 * 0.08 * 28.54 * 4.28 * 38.92 * 3.72 * 118.24
83 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 4 3.64 4 3.64
84 ﾏﾎﾞﾔ ｼﾛﾎﾞﾔ Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ 2 10.23 2 20.14 4 0.44 8 30.81
85 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 2 0.02 2 0.34 4 0.48 4 1.16 8 0.76 20 2.76
86 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Parablennius yatabei ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ 2 0.32 2 0.32

種類数 35 38 30 31 39 40 36 32 27 31 32 32 40 37 35 21 25 86
合計（個体数・湿重量） 2,582 173.52 1,946 200.08 2,370 87.88 558 110.36 3,180 290.12 1,044 89.62 643 129.17 2,688 603.98 602 73.66 6,676 92.72 5,040 94.04 4,084 154.44 3,396 148.32 8,628 212.32 2,972 111.84 774 59.88 1,070 40.74 48,253 2,672.69

注1：「*」は群体性を示す。

注2：0.00は湿重量が0.01g未満を示す。
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付着生物(動物)調査結果(冬季) 

 

調査年月日：令和6年3月4～5日
調査方法：枠取り(50cm×50cm)
単位：個体,g／0.25㎡

地点(Ⅰ) 地点(Ⅱ) 地点(Ⅲ)
Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-2.5m　底面 Y.P.-0.5m Y.P.-1.0m　底面 Y.P.-1.0m Y.P.-2.0m Y.P.-3.0m Y.P.-4.0m Y.P.-5.0m Y.P.-6.0m 間詰め石 根固めブロック

門 綱 目 科 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量 個体数 湿重量
1 海綿動物 六放海綿 - - HEXACTINELLIDA 六放海綿綱 * 0.03 * 0.03
2 - - - PORIFERA 海綿動物門 * 15.12 * 29.28 * 1.36 * 15.62 * 0.80 * 18.40 * 0.40 * 25.04 * 0.05 * 106.07
3 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 - - HYDROZOA ﾋﾄﾞﾛ虫綱 * 0.92 * 0.92
4 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ - Actiniaria ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 128 4.40 16 5.96 32 0.76 8 1.88 24 2.72 48 9.64 8 1.20 4 0.92 12 2.72 280 30.20
5 扁形動物 渦虫 ﾋﾗﾑｼ - Polycladida ﾋﾗﾑｼ目 6 0.76 4 0.08 12 0.52 28 1.20 36 2.08 16 1.12 8 0.44 110 6.20
6 紐形動物 - - - NEMERTINEA 紐形動物門 64 2.12 8 0.64 2 0.03 64 1.56 6 0.03 8 0.12 16 0.32 52 0.36 48 0.44 64 0.36 16 0.04 16 0.08 8 0.08 372 6.18
7 軟体動物 多板 新ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ Acanthochiton sp. ｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ属 4 0.08 4 0.08
8 腹足 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ Omphalius rusticus ｺｼﾀｶｶﾞﾝｶﾞﾗ 1 4.12 1 4.12
9 盤足 ｳｷﾂﾎﾞ Alaba picta ｼﾏﾊﾏﾂﾎﾞ 2 0.02 2 0.02 4 0.04

10 ｶﾘﾊﾞｶﾞｻｶﾞｲ Crepidula onyx ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ 8 2.36 8 2.36
11 新腹足 ｱｯｷｶﾞｲ Thais clavigera ｲﾎﾞﾆｼ 8 11.20 2 9.26 12 29.20 4 11.44 44 12.64 2 7.40 12 21.20 12 2.48 8 11.20 20 24.28 124 140.30
12 Rapana venosa ｱｶﾆｼ 1 8.72 1 8.72
13 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ 16 3.28 5 1.37 8 1.20 24 4.92 1 0.16 16 2.48 44 7.32 4 0.76 12 1.80 8 1.08 2 0.31 140 24.68
14 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Pyramidellidae ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 60 0.24 9 0.04 8 0.05 16 0.04 1 0.00 94 0.37
15 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Arca boucardi ｺﾍﾞﾙﾄﾌﾈｶﾞｲ 4 0.20 4 0.36 8 0.56
16 Scapharca kagoshimensis ｻﾙﾎﾞｳｶﾞｲ 4 1.44 4 1.44
17 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Mytilus galloprovincialis ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 4 0.04 4 0.04 36 0.08 1 0.01 16 0.08 1 0.02 62 0.27
18 Perna viridis ﾐﾄﾞﾘｲｶﾞｲ 16 13.88 8 11.60 24 71.96 4 6.84 32 53.40 8 2.12 16 32.32 28 34.92 16 27.92 8 19.16 160 274.12
19 Xenostrobus securis ｺｳﾛｴﾝｶﾜﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 8 0.12 4 0.05 4 0.04 1 0.05 17 0.26
20 Modiolus nipponicus ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ 132 26.16 84 18.48 43 3.49 328 24.12 60 5.80 17 1.31 240 38.60 29 1.93 84 13.72 116 13.92 40 12.76 36 7.52 40 4.28 20 6.52 14 1.23 26 2.54 1,309 182.38
21 Musculus cupreus ﾀﾏｴｶﾞｲ 8 0.08 4 0.04 3 0.02 20 0.44 2 0.07 4 0.12 1 0.01 6 0.21 48 0.99
22 Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 20 1.36 60 4.76 24 0.88 65 10.63 48 2.36 36 2.08 17 0.75 52 1.56 14 0.40 8 0.24 8 0.44 20 2.88 22 0.09 60 5.23 454 33.66
23 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Crassostrea gigas ﾏｶﾞｷ 1 67.20 12 648.40 1 114.93 14 830.53
24 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ Petricola sp. cf. lithophaga ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ 412 36.28 424 60.76 424 73.12 193 8.16 1,616 59.36 132 17.56 10 0.14 380 18.72 64 2.34 140 10.64 260 39.92 164 23.72 92 8.76 60 3.96 36 2.24 34 1.82 144 6.44 4,585 373.94
25 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ Veneridae ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 4 0.00 4 0.00
26 Veremolpa micra ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ 4 0.12 4 0.12
27 Ruditapes philippinarum ｱｻﾘ 3 0.05 2 0.02 5 0.07
28 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Eumida sp. Eumida属 8 0.08 4 0.00 3 0.02 4 0.04 16 0.08 4 0.04 2 0.02 1 0.01 42 0.29
29 Eulalia sp. Eulalia属 4 0.36 1 0.04 8 0.40 2 0.13 20 0.20 4 0.16 20 0.28 4 0.20 63 1.77
30 ｳﾛｺﾑｼ Harmothoe sp. Harmothoe属 4 0.04 4 1.00 1 0.05 4 1.08 7 0.96 28 2.76 12 0.84 20 2.36 24 0.28 16 0.64 12 1.44 2 0.07 1 0.03 135 11.55
31 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ Chrysopetalidae ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 1 0.00 16 0.04 4 0.00 21 0.04
32 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Hesionidae ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 92 0.88 100 0.92 48 0.52 7 0.10 64 0.40 84 0.36 9 0.02 164 0.92 6 0.10 204 1.20 88 0.60 72 0.28 56 0.40 52 0.48 36 0.28 1 0.01 1,083 7.47
33 ｼﾘｽ Syllinae Syllinae亜科 68 0.88 68 0.44 128 1.56 9 0.11 24 0.36 92 1.12 17 0.25 40 0.76 28 0.33 48 0.32 60 0.48 52 0.52 36 0.24 28 0.56 16 0.08 1 0.01 715 8.02
34 ｺﾞｶｲ Neanthes caudata ﾋﾒｺﾞｶｲ 8 0.04 4 0.08 4 0.00 16 0.12
35 Nectoneanthes latipoda ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ 1 0.04 1 0.04
36 Nereis multignatha ﾏｻｺﾞｺﾞｶｲ 4 0.24 1 0.21 4 0.04 9 0.49
37 Perinereis cultrifera ｸﾏﾄﾞﾘｺﾞｶｲ 2 0.28 32 0.24 32 0.32 4 0.12 70 0.96
38 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 1 0.09 1 0.09
39 ｲｿﾒ ｲｿﾒ Eunice indica ﾔﾘﾌﾞｽﾏ 4 1.04 4 1.04
40 Eunice sp. Eunice属 1 0.17 4 0.48 36 5.16 24 2.36 4 0.32 56 5.32 3 0.12 128 13.93
41 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella iricolor ｾｸﾞﾛｲｿﾒ 1 0.04 1 0.04
42 ﾉﾘｺｲｿﾒ Schistomeringos sp. Schistomeringos属 76 1.44 4 0.08 4 0.04 16 0.08 32 0.16 4 0.04 64 0.32 16 0.08 216 2.24
43 ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ ﾎｺｻｷｺﾞｶｲ Naineris sp. Naineris属 16 0.16 16 0.16
44 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Polydora sp. Polydora属 32 0.52 4 0.00 16 0.20 1 0.00 16 0.08 16 0.08 44 0.72 48 0.32 96 1.28 16 0.08 80 1.36 4 0.04 3 0.03 376 4.71
45 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ Cirratulus sp. Cirratulus属 64 19.44 8 1.76 2 0.18 4 0.40 40 3.92 92 12.28 116 14.12 28 3.28 72 6.96 28 4.20 2 0.34 1 0.06 457 66.94
46 Cirriformia tentaculata ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ 104 1.20 12 0.24 16 0.20 8 0.04 60 0.52 32 0.08 16 0.12 5 0.05 7 0.10 260 2.55
47 Timarete sp. Timarete属 152 4.16 24 5.12 64 11.32 10 0.34 4 0.48 196 12.68 8 1.04 28 3.32 64 8.80 16 2.08 56 5.64 64 3.40 24 0.92 20 0.40 32 1.00 762 60.70
48 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Capitella sp. Capitella属 4 0.00 4 0.00
49 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 16 0.08 16 0.04 32 0.12
50 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Thelepus sp. Thelepus属 64 2.80 128 4.76 1 0.04 40 1.12 36 1.48 20 0.68 36 1.16 84 1.56 16 0.36 40 0.72 465 14.68
51 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 4 0.36 32 0.96 48 0.44 4 0.10 108 7.60 92 7.20 376 22.60 76 3.88 96 7.28 1 0.00 837 50.42
52 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides ezoensis ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼ 416 110.00 1,792 33.20 672 18.48 112 2.39 2,304 51.84 288 4.60 504 13.36 1,756 45.28 220 5.01 4,256 88.32 1,816 38.36 640 17.04 160 3.84 704 23.44 216 9.80 2 0.06 2 0.08 15,860 465.10
53 Spirobranchus tetraceros ﾑﾂｴﾀﾞｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ 16 1.86 16 1.86
54 節足動物 ｳﾐｸﾞﾓ - - PYCNOGONIDA ｳﾐｸﾞﾓ綱 4 0.00 2 0.00 64 0.16 96 0.08 28 0.03 192 0.12 20 0.03 320 0.36 48 0.00 48 0.04 112 0.08 20 0.04 3 0.00 1 0.00 958 0.94
55 顎脚 無柄 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus trigonus ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 16 2.40 32 5.68 4 0.57 52 8.65
56 軟甲 薄甲 ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia japonensis ｺﾉﾊｴﾋﾞ 1 0.01 32 0.20 33 0.21
57 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Paranthura sp. ｳﾐﾅﾅﾌｼ属 4 0.04 8 0.20 12 0.04 60 0.36 32 0.04 12 0.04 80 0.16 25 0.13 200 0.68 16 0.00 16 0.00 32 0.20 4 0.00 501 1.89
58 端脚 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 1 0.00 8 0.00 4 0.00 4 0.00 1 0.00 18 0.00
59 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ Elasmopus japonicus ｲｿﾖｺｴﾋﾞ 828 3.12 1,144 4.16 176 0.80 4 0.01 864 3.88 1,152 4.40 11 0.03 1,184 4.92 52 0.19 424 1.68 256 0.92 76 0.24 52 0.16 16 0.04 1 0.00 6,240 24.55
60 Melita sp. ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 40 0.20 32 0.32 4 0.05 76 0.57
61 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis sp. ﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ属 192 0.36 224 0.36 32 0.08 32 0.12 160 0.16 5 0.01 20 0.04 4 0.00 669 1.13
62 ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ Leucothoe sp. ﾏﾙﾊｻﾐﾖｺｴﾋﾞ属 4 0.04 4 0.00 4 0.04 4 0.00 16 0.08
63 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoe sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ属 160 0.40 32 0.08 16 0.00 2 0.00 416 0.56 192 0.32 320 0.40 63 0.10 24 0.04 1,225 1.90
64 ﾜﾚｶﾗ Caprella sp. ﾜﾚｶﾗ属 4 0.00 5 0.01 12 0.04 1 0.00 1 0.00 23 0.05
65 十脚 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ Alpheus sp. ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 4 0.28 4 0.28
66 ﾓｴﾋﾞ Eualus sp. ｲｿﾓｴﾋﾞ属 4 0.08 4 0.08
67 ｶﾆﾀﾞﾏｼ Pachycheles stevensii ｺﾌﾞｶﾆﾀﾞﾏｼ 8 8.16 8 0.72 16 8.88
68 Petrolisthes sp. ｲｿｶﾆﾀﾞﾏｼ属 36 1.60 32 1.72 16 0.96 20 0.96 72 1.72 28 1.56 204 8.52
69 ｸﾓｶﾞﾆ Pugettia quadridens quadridens ﾖﾂﾊﾞﾓｶﾞﾆ 4 13.08 4 5.68 16 12.44 4 2.80 28 34.00
70 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Macromedaeus distinguendus ｼﾜｵｳｷﾞｶﾞﾆ 8 1.88 8 1.88
71 Pilumnus minutus ﾋﾒｹﾌﾞｶｶﾞﾆ 12 1.60 4 0.24 8 2.04 4 0.52 28 4.40
72 Sphaerozius nitidus ｽﾍﾞｽﾍﾞｵｳｷﾞｶﾞﾆ 4 1.64 4 1.64
73 ｲﾜｶﾞﾆ Gaetice depressus ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ 8 1.20 4 0.60 20 2.48 3 0.06 8 0.56 4 0.20 24 1.24 3 0.16 64 4.68 56 3.88 8 0.80 20 1.80 8 0.96 8 0.36 1 0.01 5 0.10 244 19.09
74 Hemigrapsus longitarsis ｽﾈﾅｶﾞｲｿｶﾞﾆ 16 1.24 2 0.14 8 0.40 12 0.84 12 0.68 8 0.36 8 0.32 1 0.02 11 0.26 78 4.26
75 Hemigrapsus sanguineus ｲｿｶﾞﾆ 4 9.16 20 3.28 24 12.44
76 昆虫 ﾊｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ Dolichopodidae ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科 1 0.00 1 0.00
77 苔虫動物 裸喉 櫛口 ﾌｸﾛｺｹﾑｼ Vesiculariidae ﾌｸﾛｺｹﾑｼ科 * 19.80 * 6.00 * 4.28 * 0.16 * 0.48 * 0.08 * 0.24 * 0.28 * 0.20 * 31.52
78 唇口 ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ Thalamoporellidae ﾂﾉﾏﾀｺｹﾑｼ科 * 0.32 * 2.21 * 2.60 * 20.67 * 0.40 * 26.20
79 ﾌｻｺｹﾑｼ Bugulidae ﾌｻｺｹﾑｼ科 * 34.52 * 21.04 * 109.00 * 6.60 * 312.96 * 201.04 * 143.00 * 0.56 * 306.08 * 200.24 * 182.80 * 106.56 * 2.04 * 1.16 * 0.18 * 1,627.78

80 ﾄｹﾞｺｹﾑｼ Scrupocellariidae ﾄｹﾞｺｹﾑｼ科 * 4.28 * 0.32 * 2.24 * 6.84
81 ﾋﾗｺｹﾑｼ Schizoporellidae ﾋﾗｺｹﾑｼ科 * 4.24 * 0.52 * 0.56 * 5.32
82 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporinidae ｺﾌﾞｺｹﾑｼ科 * 0.76 * 12.56 * 3.40 * 5.08 * 0.80 * 22.60
83 箒虫動物 - - - Phoronis sp. Phoronis属 64 1.40 256 4.76 16 0.20 4 0.12 96 0.40 272 2.92 236 1.68 48 0.60 992 12.08
84 棘皮動物 ﾋﾄﾃﾞ ﾋﾒﾋﾄﾃﾞ ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ Asterina pectinifera ｲﾄﾏｷﾋﾄﾃﾞ 3 0.17 2 9.71 5 9.88
85 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ﾁﾋﾞｸﾓﾋﾄﾃﾞ Ophiactis sp. Ophiactis属 4 0.00 8 0.04 1 0.01 4 0.04 4 0.03 36 0.16 8 0.04 65 0.32
86 原索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Polyclinidae ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ科 * 13.56 * 42.64 * 9.76 * 15.33 * 0.35 * 3.11 * 11.24 * 51.40 * 147.39
87 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ Ciona intestinalis ｶﾀﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ 4 5.44 4 5.28 1 1.37 12 18.48 36 57.68 44 102.76 28 49.80 68 110.72 32 29.32 229 380.85
88 ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ Ascidiidae ﾅﾂﾒﾎﾞﾔ科 4 10.60 4 10.12 8 20.72
89 ﾏﾎﾞﾔ ｲﾀﾎﾞﾔ Botryllidae ｲﾀﾎﾞﾔ科 * 12.40 * 103.36 * 2.68 * 40.86 * 66.12 * 16.64 * 79.02 * 12.48 * 3.11 * 14.32 * 57.04 * 9.28 * 48.16 * 8.04 * 20.28 * 0.09 * 493.88
90 ｼﾛﾎﾞﾔ Styela plicata ｼﾛﾎﾞﾔ 4 0.72 1 6.88 4 7.04 4 8.04 13 22.68
91 Styelidae ｼﾛﾎﾞﾔ科 44 21.20 1 0.46 32 1.28 36 9.44 4 0.96 20 15.68 24 27.84 20 19.00 24 11.20 64 33.12 28 12.52 1 0.20 298 152.90

種類数 31 30 37 35 31 38 25 38 34 41 37 43 37 32 39 27 23 91
合計（個体数・湿重量） 2,828 335.60 4,204 379.40 2,384 271.08 504 187.78 6,036 642.28 2,856 342.60 676 100.17 4,940 1,020.24 578 181.36 6,328 533.04 3,336 526.56 1,896 495.68 1,752 334.40 1,808 316.28 896 142.04 131 5.59 313 26.24 41,466 5,840.34

注1：「*」は群体性を示す。

注2：0.00は湿重量が0.01g未満を示す。

番
　
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地点
合計



No. 綱 目 科 学名 和名 春季 夏季 秋季 冬季

1 軟骨魚 メジロザメ ドチザメ Triakis scyllium ドチザメ ○
2 条鰭 トゲウオ ヤガラ Fistularia commersonii アオヤガラ ○
3 スズキ フサカサゴ Scorpaenodes evides イソカサゴ ○
4 メバル Sebastidae メバル属 ○ ○ ○
5 Sebastes pachycephalus ムラソイ ○
6 Sebastiscus marmoratus カサゴ ○ ○ ○ ○
7 タイ Acanthopagrus schlegelii クロダイ ○
8 イサキ Diagramma pictum pictum コロダイ ○
9 ベラ Parajulis poecileptera キュウセン ○ ○

10 イソギンポ Parablennius yatabei イソギンポ ○
11 Petroscirtes breviceps ニジギンポ ○
12 ハゼ Tridentiger trigonocephalus アカオビシマハゼ ○ ○
13 フグ カワハギ Rudarius ercodes アミメハギ ○
14 Stephanolepis cirrhifer カワハギ ○
15 フグ Takifugu alboplumbeus クサフグ ○

2綱 4目 11科 15種 2種 11種 6種 3種

 ④ 魚類調査結果 

   護岸周辺に出現した魚類の種類を表 4-3-52 に示す。 

 

表 4-3-52 魚類出現種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２-４-４ 水質調査結果（任意調査） 

(1) 鉛直測定結果 

現地観測結果について、地点 A,B,C,D は、前項の表 4-1-1～表 4-1-4 に示す。 

地点 BG-1,BG-2 については、表 4-4-1～4-4-4 に示す。 

 

 

表 4-4-1 鉛直測定時における現地観測結果(春季) 
調査地点 

測定項目 
地点 BG-1 地点 BG-2 

採 取 時 刻 － 10：39 10：18 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 

気 温 ℃ 17.2 17.4 

風 向 － 北東 北東 

風 速 m/s 2.9 3.0 

色 相 － 暗灰黄緑色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 3.0 3.3 

水 深 m 13.8 34.7 

水温 

表 層 ℃ 18.2 18.4 

下 層 ℃ 17.9 16.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-2 鉛直測定時における現地観測結果(夏季) 
調査地点 

測定項目 
地点 BG-1 地点 BG-2 

採 取 時 刻 － 10：25 09：58 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 

気 温 ℃ 30.4 31.0 

風 向 － 南東 南東 

風 速 m/s 1.6 1.8 

色 相 － 緑褐色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 1.8 3.5 

水 深 m 14.0 35.0 

水温 

表 層 ℃ 30.1 29.2 

下 層 ℃ 22.0 18.8 

 

 

表 4-4-3 鉛直測定時における現地観測結果(秋季) 

調査地点 

測定項目 
地点 BG-1 地点 BG-2 

採 取 時 刻 － 10：44 10：14 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 

気 温 ℃ 21.1 20.2 

風 向 － 南 南 

風 速 m/s 1.7 0.9 

色 相 － 褐色 暗灰黄緑色 

透 明 度 m 2.4 3.9 

水 深 m 13.9 35.2 

水温 

表 層 ℃ 21.0 20.1 

下 層 ℃ 20.1 20.0 

 



表 4-4-4 鉛直測定時における現地観測結果(冬季) 
調査地点 

測定項目 
地点 BG-1 地点 BG-2 

採 取 時 刻 － 10：14 09：57 

気 

 

 

象 

天 候 － 晴 晴 

気 温 ℃ 8.0 5.7 

風 向 － 北東 北東 

風 速 m/s 0.8 3.2 

色 相 － 暗灰黄緑色 暗緑色 

透 明 度 m 3.5 6.5 

水 深 m 11.1 34.3 

水温 

表 層 ℃ 10.4 10.7 

下 層 ℃ 11.3 12.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  水温 

水温の調査結果を表 4-4-5 及び図 4-4-1 に示す。 

 

 

ア  春季調査結果 

水温は、16.6 ℃～18.4 ℃の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、表層から底層に向かって低くなる傾向を示した。 

 

イ  夏季調査結果 

水温は、18.7 ℃～30.2 ℃の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、表層から底層に向かって低くなる傾向を示し、水深 7 m から 

12 m の間はその傾向が強く、底層では表層に比べて 8.0 ℃～11.0 ℃程度低かった。 

 

ウ 秋季調査結果 

水温は、19.9 ℃～21.0 ℃の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、表層から底層に向って、やや水温が低くなる傾向がみられた。 

 

エ  冬季調査結果 

水温は、10.4 ℃～12.9 ℃の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、表層から底層に向って高くなる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-5(1) 春季調査結果(水温) 

 

 

 図 4-4-1(1) 春季調査結果(水温) 
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水深(m)

水温(℃)

水温鉛直分布図(令和5年5月10日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 18.4 18.1 17.9 17.8 18.2 18.4
1 18.3 18.2 17.8 17.8 18.3 18.3
2 18.0 18.1 17.8 17.8 18.3 18.3
3 17.9 18.1 17.8 17.8 18.2 18.1
4 17.9 17.9 17.8 17.8 18.1 18.0
5 17.9 17.9 17.9 17.8 18.1 17.9
6 18.0 17.9 17.9 17.8 18.1 17.8
7 18.0 17.9 18.0 17.8 18.1 17.8
8 17.9 17.9 18.0 17.9 18.1 17.7
9 18.0 17.9 18.0 17.9 18.1 17.7
10 18.0 17.8 17.9 17.9 18.1 17.7
11 17.9 17.8 17.9 17.9 18.1 17.7
12 17.8 17.8 17.9 18.0 18.0 17.8
13 17.8 17.8 17.9 17.9 17.9 17.8
14 17.8 17.7 17.9 17.8 17.8
15 17.8 17.7 17.7 17.8 17.7
16 17.8 17.6 17.6 17.6 17.7
17 17.6 17.4 17.5 17.6 17.7
18 17.4 17.3 17.4 17.5 17.7
19 17.1 17.2 17.1 17.2 17.6
20 17.1 17.1 17.2 17.3
21 17.0 17.0 17.1 17.1
22 16.9 16.9 17.0 17.0
23 16.7 16.9 17.0
24 16.6 16.8 16.9
25 16.6 16.9
26 16.6 16.9
27 16.6 16.9
28 16.6 16.9
29 16.6 16.8
30 16.6 16.8
31 16.6 16.8
32 16.6 16.8
33 16.6 16.8
34 16.6 16.8
35 16.6
36



表 4-4-5(2) 夏季調査結果(水温) 

 

 

 図 4-4-1(2) 夏季調査結果(水温) 
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水深(m)

水温(℃)

水温鉛直分布図(令和5年8月9日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 29.7 29.1 29.2 29.2 30.1 29.2
1 29.6 29.1 29.2 29.2 30.2 29.1
2 29.4 29.1 29.1 29.1 29.8 29.0
3 29.3 28.9 29.1 29.1 29.6 28.9
4 29.2 28.8 29.1 29.1 29.4 28.6
5 29.1 28.8 29.2 29.1 29.3 28.3
6 28.7 28.8 29.2 29.1 29.3 28.0
7 28.2 28.6 29.0 28.8 28.9 27.5
8 26.9 28.5 28.4 28.3 28.3 27.1
9 26.1 28.4 28.1 28.0 27.9 26.8
10 24.5 26.6 25.6 26.7 27.7 25.9
11 23.4 24.8 24.9 24.7 25.5 24.2
12 21.4 23.6 22.9 23.2 23.4 23.6
13 21.0 22.7 21.9 22.8 22.0 23.1
14 20.9 21.7 21.2 21.9 22.6
15 20.3 21.4 21.1 21.1 22.3
16 20.1 20.8 20.8 20.8 21.8
17 19.9 20.3 20.4 20.5 21.3
18 19.9 19.9 20.2 20.3 21.2
19 19.8 19.5 19.9 20.3 21.2
20 19.8 19.5 19.8 20.3 21.2
21 19.8 19.5 19.5 19.7 21.0
22 19.8 19.4 19.5 19.5 20.8
23 19.5 19.4 19.3 20.4
24 19.5 19.3 20.0
25 19.5 19.8
26 19.4 19.6
27 19.3 19.5
28 19.2 19.4
29 19.1 19.3
30 19.0 19.2
31 18.9 19.0
32 18.8 19.0
33 18.8 18.9
34 18.7 18.8
35 18.7
36



表 4-4-5(3) 秋季調査結果(水温) 

 

 

 図 4-4-1(3) 秋季調査結果(水温) 
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水温(℃)

水温鉛直分布図(令和5年11月1日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 20.4 20.1 20.0 20.1 21.0 20.1
1 20.4 20.1 20.0 20.1 21.0 20.0
2 20.4 20.1 20.0 20.1 21.0 20.0
3 20.3 20.1 20.0 20.1 20.9 19.9
4 20.3 20.1 20.0 20.1 20.5 19.9
5 20.2 20.0 20.0 20.1 20.5 19.9
6 20.1 20.0 20.0 20.1 20.5 19.9
7 20.1 20.0 20.0 20.1 20.3 19.9
8 20.1 20.0 20.0 20.1 20.3 20.1
9 20.1 20.0 20.0 20.1 20.3 20.1
10 20.1 20.1 20.0 20.1 20.2 20.1
11 20.1 20.0 20.0 20.1 20.2 20.1
12 20.1 20.0 20.0 20.0 20.1 20.1
13 20.1 20.0 20.0 20.0 20.1 20.1
14 20.0 20.0 20.0 20.0 20.1
15 20.0 19.9 19.9 20.0 20.1
16 20.0 19.9 19.9 19.9 20.0
17 20.0 19.9 19.9 19.9 20.0
18 20.0 19.9 19.9 19.9 20.0
19 20.0 19.9 19.9 19.9 20.0
20 19.9 19.9 19.9 19.9 20.0
21 19.9 19.9 19.9 19.9 19.9
22 19.9 19.9 19.9 19.9 19.9
23 19.9 19.9 19.9 19.9
24 19.9 19.9 19.9 19.9
25 19.9 19.9
26 19.9 19.9
27 19.9 20.0
28 19.9 20.0
29 19.9 20.0
30 19.9 20.0
31 19.9 20.0
32 19.9 20.0
33 19.9 20.0
34 19.9 20.0
35 19.9 20.0
36



表 4-4-5(4) 冬季調査結果(水温) 

 

 

 

 図 4-4-1(4) 冬季調査結果(水温) 
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水温鉛直分布図(令和6年2月7日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 10.7 10.5 10.5 10.5 10.4 10.7
1 10.7 10.5 10.5 10.5 10.7 10.7
2 10.7 10.5 10.5 10.6 11.1 10.7
3 10.7 10.5 10.5 10.6 11.0 10.7
4 10.7 10.5 10.4 10.6 11.4 10.7
5 10.7 10.5 10.4 10.6 11.7 10.7
6 10.7 10.6 10.8 10.6 11.6 10.7
7 10.6 10.6 10.9 10.6 11.2 10.7
8 10.6 10.6 10.9 10.8 11.2 10.7
9 10.7 10.6 10.9 10.8 11.1 10.8
10 10.7 10.6 11.0 11.0 11.3 10.8
11 10.9 10.6 11.1 11.2 11.3 10.8
12 11.4 10.7 11.3 11.3 10.8
13 11.6 10.8 11.3 11.3 10.8
14 11.7 11.2 11.4 11.5 10.8
15 11.7 11.3 11.5 11.5 10.8
16 11.9 11.5 11.6 11.7 10.8
17 11.9 11.5 11.6 11.7 10.8
18 12.1 11.6 11.7 11.7 10.8
19 12.1 11.7 11.7 11.8 10.8
20 12.1 11.8 11.7 12.0 10.8
21 12.3 11.8 12.1 10.8
22 12.4 11.9 12.2 10.8
23 12.5 12.0 12.2 10.9
24 12.6 12.0 11.3
25 12.6 11.8
26 12.7 12.2
27 12.7 12.3
28 12.7 12.4
29 12.7 12.6
30 12.8 12.7
31 12.8 12.7
32 12.8 12.8
33 12.8 12.9
34 12.8 12.9
35 12.8
36



②  塩分 

塩分の調査結果を表 4-4-6 及び図 4-4-2 に示す。 

 

 

ア  春季調査結果 

塩分は、23.1～34.1 の範囲にあり、地点間で若干のばらつきがみられた。 

鉛直方向にみると、水深 20 m までは水深とともに濃度が増加し、それ以深は変

化が少ない傾向がみられた。 

 

イ  夏季調査結果 

塩分は、28.4～34.2 の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、水深とともに濃度が増加し、水深 6.0m～13.0m の間はその増

加率は高い傾向がみられた。 

 

ウ 秋季調査結果 

塩分は、30.7～33.8 の範囲にあり、地点間で大きな差はみられなかった。 

鉛直方向にみると、水深とともに濃度が増加する傾向がみられた。 

 

エ  冬季調査結果 

塩分は、28.8～33.5 の範囲にあり、地点 BG-1 以外は地点間で大きな差はみられ

なかった。



表 4-4-6(1) 春季調査結果(塩分) 

 

 

 図 4-4-2(1) 春季調査結果(塩分) 
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塩分(―)

塩分鉛直分布図(令和5年5月10日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 25.9 28.3 28.8 28.9 23.1 28.1
1 26.1 28.8 29.0 28.8 24.8 28.2
2 26.9 28.5 29.1 28.9 25.9 28.4
3 27.9 28.9 29.4 29.3 28.0 30.0
4 28.5 29.3 29.6 29.4 28.8 30.3
5 28.9 29.6 29.7 29.4 29.0 30.5
6 29.4 30.1 30.0 29.4 29.8 30.6
7 30.2 30.3 30.0 29.9 29.8 30.6
8 30.3 30.4 30.1 30.3 30.0 31.3
9 30.7 30.4 30.3 30.5 30.2 31.4
10 30.8 30.4 30.5 30.6 30.5 31.4
11 31.1 30.7 30.8 30.7 31.2 31.7
12 31.3 30.8 30.9 31.0 31.8 31.8
13 31.3 31.2 31.1 31.1 31.9 31.9
14 31.5 31.6 31.3 31.3 31.9
15 31.6 31.7 31.8 31.5 31.9
16 31.7 32.0 32.1 32.0 32.0
17 32.1 32.7 32.4 32.2 32.1
18 32.7 32.9 32.7 32.5 32.2
19 33.4 33.1 33.3 33.0 32.4
20 33.4 33.5 33.2 32.9
21 33.5 33.7 33.4 33.4
22 33.8 33.8 33.5 33.6
23 34.0 33.8 33.7
24 34.1 33.9 33.7
25 34.1 33.8
26 34.1 33.8
27 34.1 33.8
28 34.1 33.9
29 34.1 33.9
30 34.1 33.9
31 34.1 33.9
32 34.1 33.9
33 34.1 33.9
34 34.1 33.9
35 34.1
36



表 4-4-6(2) 夏季調査結果(塩分) 

 

 

 図 4-4-2(2) 夏季調査結果(塩分)(調査日：令和 4年 8月 3日) 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

水深(m)
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塩分鉛直分布図(令和5年8月9日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 29.0 28.8 28.9 28.9 28.4 28.6
1 29.1 28.8 28.9 28.9 28.4 28.6
2 29.1 28.8 28.9 28.9 28.6 28.7
3 29.2 28.8 29.0 29.0 28.7 28.8
4 29.2 28.9 29.0 29.0 28.7 28.9
5 29.2 29.0 29.1 29.0 28.8 29.0
6 29.5 29.0 29.1 29.2 28.9 29.7
7 29.8 29.0 29.1 29.5 29.3 30.3
8 30.5 29.2 29.7 29.8 29.7 30.7
9 30.9 29.6 30.1 30.0 30.1 30.9
10 31.8 30.6 31.3 30.7 30.1 31.3
11 32.4 31.8 31.6 31.6 31.1 32.2
12 33.1 32.4 32.4 32.4 32.4 32.7
13 33.3 32.9 32.9 32.7 32.7 32.9
14 33.3 33.5 33.2 33.0 33.1
15 33.4 33.6 33.2 33.4 33.2
16 33.5 33.5 33.3 33.3 33.4
17 33.5 33.6 33.5 33.4 33.6
18 33.5 33.6 33.5 33.5 33.6
19 33.5 33.8 33.6 33.5 33.6
20 33.5 33.8 33.6 33.5 33.6
21 33.5 33.8 33.7 33.7 33.7
22 33.5 33.8 33.7 33.7 33.7
23 33.9 33.7 33.8 33.7
24 33.9 33.8 33.8
25 33.9 33.9
26 33.9 34.0
27 33.9 34.0
28 34.0 34.0
29 34.0 34.1
30 34.1 34.1
31 34.1 34.1
32 34.2 34.1
33 34.2 34.1
34 34.2 34.2
35 34.2
36



表 4-4-6(3) 秋季調査結果(塩分) 

 

 

 図 4-4-2(6) 秋季調査結果(塩分) 
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塩分(―)

塩分鉛直分布図(令和5年11月1日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 30.9 31.5 31.6 31.6 30.7 31.7
1 30.9 31.5 31.6 31.6 30.7 31.7
2 30.9 31.5 31.6 31.6 30.7 31.7
3 31.0 31.6 31.6 31.6 30.7 31.7
4 31.1 31.6 31.6 31.6 31.1 31.7
5 31.3 31.6 31.6 31.6 31.2 31.7
6 31.3 31.6 31.6 31.6 31.4 31.7
7 31.6 31.7 31.7 31.6 31.6 31.8
8 31.9 32.2 31.8 31.7 31.8 31.9
9 32.3 32.5 32.0 31.9 31.8 32.0
10 32.3 32.5 32.2 32.0 32.0 32.1
11 32.4 32.8 32.8 32.1 32.1 32.3
12 32.4 32.8 33.1 33.0 32.4 32.5
13 32.5 32.9 33.2 33.1 32.7 32.9
14 32.7 33.4 33.4 33.1 33.1
15 32.8 33.5 33.4 33.3 33.2
16 33.1 33.5 33.4 33.5 33.2
17 33.3 33.6 33.5 33.5 33.2
18 33.5 33.6 33.5 33.5 33.2
19 33.5 33.6 33.5 33.5 33.2
20 33.5 33.6 33.5 33.6 33.4
21 33.6 33.7 33.5 33.6 33.4
22 33.6 33.7 33.6 33.6 33.5
23 33.7 33.6 33.6 33.6
24 33.7 33.6 33.6 33.6
25 33.7 33.6
26 33.7 33.6
27 33.7 33.7
28 33.7 33.7
29 33.7 33.8
30 33.7 33.8
31 33.7 33.8
32 33.7 33.8
33 33.7 33.8
34 33.7 33.8
35 33.7 33.8
36



表 4-4-6(4) 冬季調査結果(塩分) 

 

 

 

 図 4-4-2(4) 冬季調査結果(塩分) 
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水深(m)

塩分(―)

塩分鉛直分布図(令和6年2月7日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 31.2 31.5 31.8 31.8 28.8 32.6
1 31.4 31.6 31.8 31.8 28.9 32.6
2 31.5 31.8 31.8 31.8 30.7 32.6
3 31.8 31.9 31.8 31.8 30.9 32.6
4 31.8 32.1 31.8 31.9 31.3 32.6
5 31.9 32.1 31.8 31.9 31.8 32.6
6 31.9 32.2 32.3 32.0 31.8 32.6
7 31.9 32.2 32.4 32.2 31.9 32.7
8 32.0 32.3 32.5 32.3 31.9 32.7
9 32.1 32.3 32.5 32.4 32.0 32.7
10 32.2 32.3 32.5 32.5 32.3 32.7
11 32.5 32.3 32.6 32.8 32.3 32.7
12 32.7 32.5 32.7 32.8 32.7
13 32.9 32.5 32.8 32.8 32.7
14 32.9 32.9 32.9 32.9 32.7
15 33.0 32.8 32.9 32.9 32.7
16 33.0 32.9 33.0 33.0 32.7
17 33.0 32.9 33.0 33.0 32.7
18 33.1 32.9 33.0 33.0 32.7
19 33.1 33.0 33.0 33.1 32.7
20 33.1 33.2 33.0 33.2 32.7
21 33.3 33.0 33.2 32.7
22 33.3 33.1 33.2 32.7
23 33.4 33.2 33.2 32.7
24 33.4 33.2 32.9
25 33.4 33.0
26 33.4 33.3
27 33.4 33.3
28 33.4 33.3
29 33.5 33.4
30 33.5 33.4
31 33.5 33.5
32 33.5 33.5
33 33.5 33.5
34 33.5 33.5
35 33.5
36



③  溶存酸素量(DO) 

水温の調査結果を表 4-4-7 及び図 4-4-3 に示す。 

 

 

ア  春季調査結果 

溶存酸素量(DO)は、5.6 mg/L～10.7 mg/L の範囲にあり、表層は 9.6 mg/L～   

10.7  mg/L で、地点間で若干のばらつきがみられた。 

      鉛直方向にみると、表層で高く、水深の増加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

イ  夏季調査結果 

溶存酸素量(DO)は、0.8 mg/L～9.7 mg/L の範囲にあり、表層は 7.6 mg/L～9.3 

mg/L で、地点間で若干のばらつきがみられた。 

鉛直方向にみると、水深の増加に伴って低くなる傾向がみられ、全ての地点で  

4.0 mg/L 以下の貧酸素状態がみられた。 

 

ウ 秋季調査結果 

溶存酸素量(DO)は、4.2 mg/L～10.6 mg/L の範囲にあり、表層は 8.7 mg/L～   

10.6 mg/L で、地点間で若干のばらつきがみられた。 

鉛直方向にみると、表層で高く、水深の増加に伴って低くなる傾向がみられたが、

全ての地点で貧酸素状態が解消されていた。 

 

エ 冬季調査結果 

溶存酸素量(DO)は、5.3 mg/L～10.6 mg/L の範囲にあり、表層は 9.0 mg/L～   

10.6 mg/L で、地点 A とそれ以外の地点ではばらつきがみられた。 

鉛直方向にみると、表層で高く、水深の増加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-7(1)  春季調査結果(ＤＯ) 

 

 

 図 4-4-3(1)  春季調査結果(ＤＯ) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 8.0 8.2 8.1 8.1 8.2 8.1
1 8.0 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
2 8.0 8.2 8.2 8.0 7.9 8.1
3 7.9 8.2 8.2 8.0 7.8 8.0
4 7.8 8.1 8.1 8.0 7.8 7.9
5 7.7 7.9 8.0 8.0 7.7 7.8
6 7.5 7.8 7.9 8.0 7.4 7.6
7 7.3 7.6 7.8 7.8 7.1 7.6
8 7.0 7.6 7.8 7.6 6.9 7.5
9 6.8 7.6 7.8 7.4 6.8 7.4
10 7.0 7.6 7.7 7.2 6.5 7.4
11 6.9 7.5 7.6 7.3 6.2 7.4
12 7.1 7.5 7.3 7.3 5.3 7.5
13 7.2 7.4 7.1 7.5 4.8 7.4
14 6.8 7.1 7.2 7.4 7.4
15 6.1 6.9 7.3 7.1 7.4
16 6.0 6.8 6.8 6.8 7.4
17 5.8 6.5 6.7 6.4 7.3
18 5.7 6.4 6.5 6.4 7.3
19 5.6 6.3 6.5 6.4 7.3
20 6.2 6.2 6.2 6.8
21 6.1 6.0 5.9 6.6
22 6.0 5.9 5.8 6.5
23 6.1 5.9 6.5
24 6.1 5.8 6.5
25 6.2 6.4
26 6.2 6.4
27 6.2 6.4
28 6.2 6.4
29 6.2 6.4
30 6.2 6.3
31 6.2 6.3
32 6.2 6.3
33 6.2 6.2
34 6.2 6.2
35 6.2
36



表 4-4-7(2)  夏季調査結果(ＤＯ) 

 

 

 図 4-4-3(2)  夏季調査結果(ＤＯ) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 7.7 7.7 7.9 7.7 9.3 7.6
1 7.8 7.7 7.9 7.7 9.5 7.6
2 7.7 7.7 8.0 7.6 9.7 7.4
3 7.5 7.8 8.0 7.5 8.1 7.2
4 7.2 7.6 7.7 7.3 7.8 6.7
5 7.0 7.4 7.5 7.3 7.3 5.9
6 6.6 7.1 7.3 7.2 7.1 5.2
7 5.5 6.9 7.1 7.0 6.4 4.8
8 4.3 6.5 6.6 6.2 5.6 4.5
9 3.7 6.0 5.8 5.5 4.0 4.5
10 2.9 5.7 4.8 4.6 3.6 4.4
11 2.7 4.3 3.0 3.1 2.8 3.7
12 2.5 3.6 2.0 2.3 1.8 3.7
13 2.2 3.4 1.8 2.3 1.5 3.9
14 2.1 3.4 2.0 2.3 4.0
15 2.1 4.4 2.1 2.7 4.1
16 1.9 3.9 2.1 2.8 4.0
17 1.7 3.2 2.0 2.3 4.1
18 1.3 3.1 1.9 1.9 4.1
19 1.1 2.6 1.8 1.7 4.1
20 1.0 2.2 1.5 1.7 4.1
21 0.8 2.2 1.4 1.7 4.3
22 0.8 2.3 1.4 1.9 4.6
23 2.5 1.5 1.9 4.4
24 3.3 1.5 4.1
25 3.7 4.3
26 3.8 4.7
27 3.4 4.8
28 3.2 4.8
29 3.8 4.8
30 4.3 4.8
31 4.5 4.9
32 4.7 4.9
33 4.8 4.9
34 4.9 4.9
35 4.9
36



表 4-4-7(3)  秋季調査結果(ＤＯ) 

 

 

 図 4-4-3(3)  秋季調査結果(ＤＯ) 
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水深(m)

ＤＯ(mg/L)

ＤＯ鉛直分布図(令和5年11月1日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 10.6 9.1 9.2 8.7 9.7 9.3
1 10.5 9.1 9.2 8.7 8.8 9.4
2 10.4 9.1 9.2 8.7 8.6 9.6
3 10.3 9.1 9.1 8.7 8.5 9.3
4 10.1 9.0 9.0 8.7 8.4 8.9
5 9.6 8.9 8.9 8.7 7.7 8.7
6 9.5 8.8 8.8 8.8 7.2 8.6
7 9.3 8.8 8.8 8.9 6.7 8.5
8 8.9 8.3 8.7 8.9 6.7 8.2
9 8.1 7.6 8.5 8.4 6.9 7.8
10 7.4 7.2 8.0 8.0 6.9 7.4
11 7.3 7.0 7.4 7.9 6.9 7.4
12 7.2 6.6 6.6 7.1 7.1 7.3
13 7.1 6.5 6.1 6.2 6.8 6.9
14 7.0 6.3 5.8 6.1 6.6
15 6.7 5.9 5.6 6.0 6.4
16 6.3 5.7 5.5 5.5 6.3
17 5.8 5.6 5.5 5.4 6.2
18 5.5 5.5 5.5 5.4 6.2
19 5.4 5.5 5.5 5.4 6.2
20 5.3 5.5 5.5 5.4 6.1
21 5.2 5.5 5.4 5.4 6.1
22 5.2 5.4 5.3 5.5 5.9
23 5.4 5.3 5.4 5.7
24 5.3 5.3 5.4 5.7
25 5.3 5.7
26 5.2 5.6
27 5.2 5.6
28 5.1 5.4
29 5.1 5.2
30 5.1 4.8
31 5.1 4.4
32 5.0 4.3
33 5.0 4.3
34 5.0 4.2
35 5.0 4.2
36



表 4-4-7(4)  冬季調査結果(ＤＯ) 

 

 

 

 図 4-4-3(4)  冬季調査結果(ＤＯ) 
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ＤＯ鉛直分布図(令和6年2月7日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 10.6 9.1 9.1 9.0 9.4 9.0
1 10.5 9.1 9.1 9.0 9.4 9.0
2 10.4 9.1 9.1 9.0 9.1 9.0
3 10.3 9.1 9.1 9.0 9.0 9.0
4 10.1 9.1 9.1 9.0 8.9 9.0
5 9.6 9.1 9.1 9.0 8.5 9.0
6 9.5 9.1 8.9 9.0 8.3 9.0
7 9.3 9.0 8.7 9.0 8.4 9.0
8 8.9 9.0 8.8 9.0 8.5 9.0
9 8.1 9.0 8.8 8.9 8.5 9.0
10 7.4 9.0 8.8 8.8 8.5 9.0
11 7.3 9.0 8.7 8.8 8.5 9.0
12 7.2 9.0 8.6 8.7 8.9
13 7.1 9.0 8.6 8.7 8.9
14 7.0 8.9 8.6 8.6 8.9
15 6.7 8.7 8.6 8.6 8.9
16 6.3 8.6 8.5 8.5 8.9
17 5.8 8.5 8.5 8.4 8.9
18 5.5 8.5 8.5 8.4 8.9
19 5.4 8.5 8.5 8.4 8.9
20 5.3 8.4 8.4 8.4 8.9
21 8.2 8.4 8.4 8.9
22 8.2 8.4 8.3 8.9
23 8.2 8.3 8.3 8.8
24 8.1 8.3 8.8
25 8.1 8.6
26 8.1 8.5
27 8.1 8.4
28 8.1 8.3
29 8.1 8.2
30 8.1 8.2
31 8.1 8.2
32 8.0 8.1
33 8.0 8.0
34 8.0 8.0
35 8.0
36



④  光量子 

光量子の調査結果を表 4-4-8 及び図 4-4-4 に示す。 

 

 

ア  春季調査結果 

光量子は、0.0 μmol/m2
×S～545.0 μmol/m2

×S の範囲にあった。 

鉛直方向にみると、全地点で水深の増加に伴って低くなっており、6.0 m 付近よ

り深い層では地点間で大きな差はみられなかった。 

 

イ  夏季調査結果 

光量子は、0.2 μmol/m2×S～1669.1 μmol/m2×S の範囲にあった。 

鉛直方向にみると、全地点で水深の増加に伴って低くなっており、9.0 m 付近よ

り深い層では地点間で大きな差はみられなかった。 

 

ウ 秋季調査結果 

光量子は、0.1 μmol/m2
×S～616.6 μmol/m2

×S の範囲にあった。 

鉛直方向にみると、全地点で水深の増加に伴って低くなる傾向にあり、10.0 m 付

近より深い層では地点間で大きな差はみられなかった。 

 

エ  冬季調査結果 

光量子は、0.1 μmol/m2×S～468.0 μmol/m2×S の範囲にあった。 

鉛直方向にみると、全地点で水深の増加に伴って低くなる傾向にあり、10.0 m 付

近より深い層では地点間で大きな差はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-8(1)  春季調査結果(光量子) 

 

 

 図 4-4-4(1)  春季調査結果(光量子) 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

水深(m)
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光量子鉛直分布図(令和5年5月10日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 962.9 1061.3 523.8 587.2 999.2 728.9
1 785.3 763.3 241.6 460.2 658.8 1159.7
2 287.6 394.2 146.4 172.5 145.5 523.5
3 202.4 236.5 105.3 89.2 59.1 218.3
4 113.2 103.5 52.8 58.2 44.6 90.0
5 64.6 46.3 37.1 28.7 25.5 40.0
6 37.8 22.3 23.7 19.4 14.4 33.1
7 23.7 18.5 14.1 9.9 12.5 32.3
8 14.5 11.1 9.8 7.2 8.4 18.3
9 9.5 6.1 6.3 4.6 5.6 10.3
10 6.9 4.4 4.7 3.1 4.4 7.7
11 4.9 3.2 3.0 2.0 3.2 4.7
12 3.2 2.1 1.8 1.4 2.2 3.6
13 2.0 1.5 1.2 1.1 1.7 2.6
14 1.6 1.0 0.9 0.7 1.8
15 1.1 0.7 0.6 0.5 1.3
16 0.8 0.5 0.5 0.4 0.9
17 0.6 0.4 0.4 0.3 0.6
18 0.4 0.3 0.3 0.3 0.5
19 0.3 0.3 0.2 0.3 0.4
20 0.3 0.2 0.3 0.3
21 0.2 0.2 0.2 0.3
22 0.2 0.2 0.2 0.3
23 0.2 0.2 0.3
24 0.2 0.2 0.2
25 0.2 0.2
26 0.2 0.2
27 0.2 0.2
28 0.2 0.2
29 0.2 0.2
30 0.2 0.2
31 0.2 0.2
32 0.2 0.2
33 0.2 0.2
34 0.2 0.1
35 0.1
36



表 4-4-8(2)  夏季調査結果(光量子) 

 

 

 図 4-4-4(2)  夏季調査結果(光量子) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 1669.1 686.4 920.0 439.9 1091.0 1569.3
1 1548.1 495.5 668.7 314.1 665.9 1012.7
2 566.4 304.6 346.6 167.2 215.8 466.8
3 283.4 106.3 196.7 82.0 105.3 273.8
4 125.3 75.3 109.0 46.5 52.2 108.6
5 75.3 41.0 64.7 25.0 31.2 63.8
6 45.6 39.4 33.9 14.0 18.4 38.4
7 28.8 21.9 16.9 7.5 9.7 24.9
8 19.4 12.6 10.0 5.3 6.5 15.4
9 11.7 6.6 6.5 3.2 4.2 9.5
10 8.1 4.1 4.5 2.0 2.9 7.1
11 6.0 2.9 3.4 1.4 1.8 5.3
12 4.6 2.0 2.3 1.1 1.2 4.4
13 3.4 1.7 1.7 0.8 0.8 3.3
14 2.6 1.4 1.2 0.6 2.7
15 1.9 1.2 0.9 0.5 2.2
16 1.4 0.9 0.6 0.4 1.8
17 1.0 0.8 0.5 0.3 1.5
18 0.7 0.7 0.4 0.3 1.2
19 0.5 0.5 0.3 0.3 1.0
20 0.4 0.5 0.3 0.3 0.7
21 0.3 0.4 0.2 0.2 0.6
22 0.4 0.4 0.2 0.2 0.6
23 0.3 0.2 0.2 0.5
24 0.3 0.2 0.4
25 0.3 0.4
26 0.3 0.4
27 0.2 0.3
28 0.3 0.3
29 0.2 0.3
30 0.3 0.3
31 0.3 0.3
32 0.2 0.3
33 0.2 0.2
34 0.2 0.2
35 0.2
36



表 4-4-8(3)  秋季調査結果(光量子) 

 

 

 図 4-4-4(3)  秋季調査結果(光量子) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 30.4 24.2 37.9 18.3 616.6 132.6
1 25.5 18.7 22.6 16.6 147.3 223.3
2 11.8 16.0 16.0 14.1 93.9 215.7
3 7.2 18.2 12.1 16.6 48.7 108.3
4 5.5 24.2 13.3 18.4 39.2 68.9
5 4.7 21.5 11.2 7.7 24.4 53.9
6 3.9 15.4 9.4 5.4 18.5 30.2
7 2.9 11.6 6.2 3.8 12.7 24.1
8 2.3 8.4 4.3 3.7 8.4 14.5
9 1.9 6.3 2.8 2.6 6.9 11.3
10 1.5 4.8 2.2 1.6 5.4 10.1
11 1.1 3.6 1.8 1.1 4.1 7.7
12 0.9 2.7 1.4 0.8 3.2 5.8
13 0.8 1.9 1.0 0.6 2.7 4.5
14 0.6 1.5 0.7 0.5 3.9
15 0.5 1.1 0.5 0.4 3.2
16 0.4 0.7 0.4 0.3 3.0
17 0.3 0.6 0.3 0.3 2.3
18 0.3 0.5 0.2 0.2 1.9
19 0.2 0.4 0.2 0.2 1.6
20 0.2 0.3 0.2 0.2 1.2
21 0.1 0.2 0.2 0.2 1.0
22 0.1 0.2 0.2 0.2 0.7
23 0.2 0.1 0.1 0.7
24 0.2 0.1 0.2 0.6
25 0.2 0.4
26 0.2 0.4
27 0.2 0.3
28 0.1 0.3
29 0.1 0.3
30 0.1 0.2
31 0.1 0.2
32 0.2 0.2
33 0.1 0.2
34 0.1 0.2
35 0.1 0.2
36



表 4-4-8(4)  冬季調査結果(光量子) 

 

 

 

 図 4-4-4(4)  冬季調査結果(光量子) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 30.4 243.6 468.0 165.3 380.7 284.0
1 25.5 196.3 307.2 117.2 196.9 332.2
2 11.8 59.4 142.5 76.9 131.3 325.2
3 7.2 107.2 51.0 54.7 112.9 83.7
4 5.5 61.2 68.6 23.9 75.8 54.9
5 4.7 32.9 43.0 13.8 41.4 53.3
6 3.9 35.8 32.0 13.0 35.7 38.5
7 2.9 20.6 19.7 10.3 23.2 37.2
8 2.3 16.8 14.5 6.9 16.6 26.6
9 1.9 15.6 11.1 5.8 13.0 11.6
10 1.5 11.9 7.7 4.8 10.9 23.5
11 1.1 9.2 6.2 2.7 10.5 16.5
12 0.9 7.8 5.3 2.2 9.9
13 0.8 6.5 4.0 1.9 8.7
14 0.6 5.3 2.9 1.5 6.8
15 0.5 3.9 2.4 1.1 4.8
16 0.4 3.1 1.5 0.7 4.7
17 0.3 2.2 1.3 0.5 3.2
18 0.3 1.8 0.9 0.4 2.9
19 0.2 1.3 0.7 0.3 2.4
20 0.2 1.0 0.5 0.2 1.9
21 0.8 0.4 0.2 1.8
22 0.6 0.3 0.2 1.3
23 0.4 0.2 0.1 1.1
24 0.3 0.2 0.8
25 0.3 0.7
26 0.2 0.5
27 0.2 0.4
28 0.2 0.3
29 0.1 0.3
30 0.1 0.3
31 0.1 0.2
32 0.1 0.2
33 0.1 0.2
34 0.1 0.2
35 0.1
36



⑤ 水素イオン濃度 

水素イオン濃度の調査結果を表 4-4-9 及び図 4-4-5 に示す。 

地点 A、地点 B、地点 C、地点 D 及び地点 BG-2 は、環境基準の『B 類型』の海域にあ

り、地点 BG-1 は『C 類型』の海域にある。 

B 類型の環境基準は、7.8 pH 以上 8.3 pH 以下であり、C 類型の環境基準は、7.0 pH

以上 8.3 pH 以下である。 

 

 

ア  春季調査結果 

水素イオン濃度は、7.9 pH～8.4 pH の範囲にあり、表層は全て 8.4 pH で、全て

の地点で環境基準を満足できなかった。 

鉛直方向にみると、地点間で多少ばらつきがみられたが、表層で高く、水深の増

加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

イ  夏季調査結果 

水素イオン濃度は、7.5 pH～8.7 pH の範囲にあり、表層は 8.5 pH～8.7 pH の範

囲で、全ての地点で環境基準を満足できなかった。 

鉛直方向にみると、地点間で多少ばらつきがみられたが、表層で高く、水深の増

加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

ウ 秋季調査結果 

水素イオン濃度は、8.0 pH～8.4 pH の範囲にあり、表層は 8.3 pH〜8.4 pH の範

囲で、地点 A 以外の地点では環境基準を満足していた。 

鉛直方向にみると、地点間で多少ばらつきがみられたが、表層で高く、水深の増

加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

エ  冬季調査結果 

水素イオン濃度は、8.1 mg/L～8.2 mg/L の範囲で変動幅が少なく、表層も 8.1 pH

～8.2 mg/L の範囲で、全ての地点で環境基準を満足していた。 

鉛直方向にみると、全地点で変化は少なかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-9(1)  春季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 

 

 

 図 4-4-5(1)  春季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

7.0 7.2 7.4 7.6 7.8 8.0 8.2 8.4 8.6 8.8 9.0

水深(m)

水素イオン濃度(pH)

水素イオン濃度鉛直分布図(令和5年5月10日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
1 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
2 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
3 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
4 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
5 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
6 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
7 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
8 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
9 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
10 8.1 8.2 8.1 8.1 8.0 8.2
11 8.1 8.2 8.1 8.2 8.0 8.2
12 8.1 8.2 8.1 8.1 7.9 8.2
13 8.1 8.2 8.1 8.1 7.9 8.2
14 8.1 8.1 8.1 8.1 8.2
15 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
16 8.0 8.1 8.0 8.1 8.1
17 8.0 8.1 8.0 8.0 8.1
18 8.0 8.0 8.0 8.0 8.1
19 8.0 8.0 8.0 8.1 8.1
20 8.0 7.9 8.1 8.0
21 8.0 7.9 7.9 8.0
22 8.0 7.9 7.9 8.0
23 8.0 7.9 8.0
24 8.0 7.9 8.0
25 8.0 8.0
26 8.0 8.0
27 8.0 8.0
28 8.0 8.0
29 8.0 8.0
30 8.0 8.0
31 8.0 8.0
32 8.0 8.0
33 8.0 8.0
34 7.9 8.0
35 7.9
36



表 4-4-9(2)  夏季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 

 

 

 図 4-4-5(2)  夏季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8.7 8.5
1 8.5 8.5 8.5 8.5 8.6 8.5
2 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5
3 8.4 8.5 8.5 8.5 8.5 8.5
4 8.4 8.5 8.5 8.5 8.5 8.4
5 8.4 8.5 8.5 8.5 8.5 8.4
6 8.4 8.5 8.5 8.5 8.4 8.4
7 8.4 8.5 8.4 8.4 8.3 8.2
8 8.2 8.4 8.3 8.3 8.2 8.2
9 8.1 8.4 8.2 8.2 8.2 8.2
10 8.0 8.1 8.0 8.0 8.1 8.1
11 7.9 8.0 8.0 7.9 7.9 8.0
12 7.8 8.0 7.9 7.9 7.8 8.0
13 7.8 8.0 7.9 7.9 7.7 8.0
14 7.8 8.0 7.9 7.9 8.0
15 7.8 7.9 7.8 7.9 8.0
16 7.8 7.9 7.8 7.8 8.0
17 7.7 7.9 7.8 7.8 8.0
18 7.7 7.8 7.8 7.8 8.0
19 7.7 7.8 7.8 7.8 8.0
20 7.7 7.8 7.7 7.8 8.0
21 7.7 7.8 7.8 7.8 8.0
22 7.7 7.8 7.8 7.8 8.0
23 7.9 7.8 7.8 7.9
24 7.9 7.8 8.0
25 7.9 8.0
26 7.9 8.0
27 7.9 8.0
28 7.9 8.0
29 7.9 8.0
30 7.9 8.0
31 7.9 8.0
32 7.9 7.9
33 8.0 7.9
34 8.0 7.9
35 7.5
36



表 4-4-9(3)  秋季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 

 

 

 図 4-4-5(3)  秋季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 8.4 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3
1 8.4 8.3 8.3 8.3 8.3 8.3
2 8.4 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
3 8.4 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
4 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
5 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
6 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
7 8.3 8.3 8.3 8.3 8.2 8.3
8 8.2 8.2 8.3 8.3 8.2 8.3
9 8.2 8.2 8.2 8.3 8.2 8.2
10 8.2 8.2 8.2 8.3 8.2 8.2
11 8.2 8.2 8.1 8.2 8.2 8.2
12 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2 8.2
13 8.2 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
14 8.2 8.1 8.1 8.1 8.1
15 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
16 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
17 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
18 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
19 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
20 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
21 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
22 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1
23 8.1 8.1 8.1 8.1
24 8.1 8.1 8.1 8.1
25 8.1 8.1
26 8.1 8.1
27 8.1 8.1
28 8.1 8.1
29 8.1 8.0
30 8.1 8.0
31 8.1 8.0
32 8.1 8.0
33 8.1 8.0
34 8.1 8.0
35 8.1 8.0
36



表 4-4-9(4)  冬季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 

 

 

 

 図 4-4-5(4)  冬季調査結果(水素ｲｵﾝ濃度) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.2
1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.1 8.2
2 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
3 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
4 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
5 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 8.2
6 8.1 8.2 8.1 8.2 8.1 8.2
7 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
8 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
9 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
10 8.1 8.2 8.2 8.2 8.1 8.2
11 8.1 8.1 8.1 8.2 8.1 8.2
12 8.1 8.1 8.1 8.2 8.2
13 8.1 8.1 8.2 8.1 8.2
14 8.1 8.1 8.2 8.1 8.2
15 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
16 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
17 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
18 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
19 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
20 8.1 8.1 8.2 8.2 8.2
21 8.1 8.2 8.2 8.2
22 8.1 8.2 8.2 8.2
23 8.1 8.2 8.1 8.2
24 8.1 8.1 8.2
25 8.1 8.2
26 8.1 8.2
27 8.1 8.2
28 8.1 8.2
29 8.1 8.2
30 8.1 8.2
31 8.1 8.2
32 8.1 8.1
33 8.1 8.1
34 8.1 8.1
35 8.1
36



⑤  濁度（FTU） 

濁度の調査結果を表 4-4-10 及び図 4-4-6 に示す。 

 

ア  春季調査結果 

濁度は、0.5 FTU～5.3 FTU の範囲にあり、表層は 1.2 FTU～1.5 FTU であった。 

鉛直方向にみると、地点間でばらつきはあるが、中間層で低くなり、底層付近が

最も高い傾向であった。 

 

イ  夏季調査結果 

濁度は、0.4 FTU～4.9 FTU の範囲にあり、表層は 0.7 FTU～1.5 FTU であった。 

鉛直方向にみると、地点間でばらつきはあるが、中間層で低くなり、底層付近が

最も高い傾向であった。 

 

ウ 秋季調査結果 

濁度は、0.3 FTU～3.4 FTU の範囲にあり、表層は 0.4 FTU～1.2 FTU であった。 

鉛直方向にみると、地点間でばらつきはあるが、中間層で低くなり、底層付近が

最も高い傾向であった。 

 

エ  冬季調査結果 

濁度は、0.4 FTU～2.8 FTU の範囲にあり、表層は 0.5 FTU～1.1 FTU であった。 

鉛直方向にみると、底層付近が最も高い傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-10(1)  春季調査結果(濁度) 

 

 

 図 4-4-6(1) 春季調査結果(濁度) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 1.3 1.5 1.3 1.2 1.4 1.3
1 1.2 1.4 1.4 1.2 1.5 1.2
2 1.3 1.4 1.4 1.2 1.5 1.2
3 1.2 1.2 1.2 1.2 1.4 1.2
4 1.2 1.0 1.2 1.2 1.1 1.1
5 1.1 1.0 1.1 1.3 1.1 0.9
6 1.0 1.0 1.0 1.2 0.9 1.2
7 0.9 1.1 1.4 1.1 1.0 1.0
8 0.9 1.0 1.3 1.0 1.0 0.8
9 0.9 1.0 1.2 1.2 0.9 0.9
10 1.0 1.0 2.0 1.1 0.8 0.8
11 0.9 0.9 0.9 1.1 1.1 0.8
12 0.9 1.1 1.0 1.1 1.3 1.1
13 0.9 1.1 1.2 1.3 1.4 0.8
14 1.0 0.9 0.8 0.9 0.8
15 1.2 0.9 1.0 1.5 0.8
16 1.2 1.0 1.1 1.3 0.9
17 1.5 1.1 1.2 2.0 0.9
18 1.5 1.1 1.1 1.2 0.9
19 5.3 1.8 1.2 1.3 1.4
20 1.2 1.4 1.5 0.8
21 1.1 2.3 2.2 0.6
22 1.2 2.1 2.0 0.5
23 1.0 2.5 0.6
24 1.0 3.8 0.5
25 1.1 0.6
26 1.2 0.5
27 1.5 0.7
28 1.4 0.6
29 1.1 0.8
30 1.3 0.8
31 1.3 0.9
32 1.3 1.0
33 1.2 1.5
34 1.5 1.6
35 1.5
36



表 4-4-10(2) 夏季調査結果(濁度) 

 

 

 図 4-4-6(2) 夏季調査結果(濁度) 
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濁度鉛直分布図(令和5年8月9日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 0.9 0.7 0.8 0.7 1.5 0.7
1 0.8 0.8 0.8 0.7 1.7 0.7
2 0.8 0.8 1.0 0.8 1.3 0.8
3 0.8 0.8 0.9 0.9 1.2 0.8
4 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
5 0.7 0.8 0.7 0.8 0.8 0.7
6 0.7 0.9 0.8 0.8 0.8 0.9
7 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
8 0.8 0.9 0.9 0.8 0.9 0.8
9 0.8 0.8 0.8 1.1 0.8 0.6
10 0.8 0.7 0.7 0.9 1.0 0.7
11 0.5 0.6 0.7 0.8 1.2 0.5
12 0.7 0.5 0.8 0.7 0.9 0.4
13 0.7 0.5 0.8 0.7 1.9 0.5
14 0.6 0.4 0.8 0.8 0.5
15 0.6 0.4 0.7 0.8 0.7
16 0.6 0.6 0.7 0.8 0.9
17 0.7 0.6 0.7 0.8 0.9
18 1.0 0.8 0.9 0.9 0.9
19 0.9 1.0 1.1 0.9 0.8
20 1.1 1.2 1.2 0.8 0.7
21 1.1 4.9 1.5 1.3 0.6
22 1.2 1.1 1.4 1.6 0.5
23 0.8 1.4 1.9 0.6
24 0.6 1.7 0.5
25 0.7 0.4
26 0.9 0.5
27 1.4 0.7
28 1.5 0.7
29 1.1 0.8
30 1.0 0.8
31 1.0 0.9
32 1.1 1.0
33 1.2 1.0
34 1.4 1.2
35 2.2
36



表 4-4-10(3) 秋季調査結果(濁度) 

 

 

 図 4-4-6(3) 秋季調査結果(濁度) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 1.2 0.7 0.7 0.6 1.0 0.4
1 0.9 0.7 0.7 0.6 1.0 0.7
2 1.0 0.7 0.7 0.5 0.9 0.4
3 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 0.4
4 0.9 0.6 0.7 0.5 0.5 0.3
5 0.6 0.6 0.7 0.7 0.5 0.5
6 0.6 0.6 0.5 0.7 0.4 0.3
7 0.5 0.5 0.6 0.7 0.5 0.4
8 0.4 0.5 0.4 0.6 0.6 0.3
9 0.5 0.6 0.5 0.6 0.5 0.3
10 0.4 0.6 0.5 0.5 0.8 0.3
11 0.5 0.8 0.7 0.5 0.6 0.5
12 0.6 1.0 1.0 1.1 0.6 0.3
13 0.6 0.7 1.1 0.9 1.1 0.3
14 0.6 0.9 1.6 1.0 0.3
15 0.7 1.0 1.5 1.5 0.4
16 1.0 1.1 1.7 1.9 0.5
17 1.2 1.2 1.4 2.0 0.5
18 1.5 1.2 1.5 1.6 0.5
19 1.7 1.2 1.4 1.8 0.5
20 1.8 1.1 1.4 2.4 0.5
21 2.2 1.1 1.8 1.5 0.5
22 2.3 1.4 2.2 1.2 0.6
23 1.2 2.7 1.6 0.6
24 1.4 3.4 3.3 0.6
25 1.4 0.6
26 1.4 0.6
27 1.7 0.8
28 1.4 0.6
29 1.6 1.1
30 1.6 1.7
31 1.9 2.0
32 3.0 1.9
33 2.8 2.0
34 2.4 2.2
35 2.8 2.5
36



表 4-4-10(4) 冬季調査結果(濁度) 

 

 

 

 図 4-4-6(4) 冬季調査結果(濁度) 

 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 5 10 15 20

水深(m)

濁度(FTU)
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 0.9 0.7 0.6 0.6 1.1 0.5
1 0.8 0.5 0.6 0.5 1.1 0.4
2 0.8 0.5 0.5 0.5 0.9 0.6
3 0.8 0.5 0.5 0.6 0.8 0.5
4 0.8 0.4 0.5 0.6 0.8 0.4
5 0.8 0.5 0.5 0.6 0.7 0.4
6 0.9 0.5 0.6 0.5 0.6 0.4
7 0.7 0.4 0.7 0.5 0.7 0.5
8 0.7 0.7 0.5 0.4 0.6 0.5
9 0.8 0.4 0.4 0.5 0.7 0.4
10 0.6 0.4 0.8 0.6 0.7 0.4
11 0.7 0.5 0.5 0.6 0.7 0.4
12 1.0 0.7 0.6 0.8 0.4
13 1.2 0.5 0.8 0.7 0.4
14 1.3 0.7 0.9 1.0 0.4
15 1.6 0.7 0.9 1.2 0.4
16 1.7 0.7 1.1 1.4 0.4
17 1.9 0.7 1.1 1.3 0.4
18 2.5 0.8 1.1 1.2 0.4
19 2.8 0.7 1.4 1.5 0.5
20 2.6 1.1 1.2 1.2 0.4
21 1.3 1.1 1.2 0.5
22 1.3 1.2 1.5 0.4
23 1.2 1.8 1.4 0.4
24 1.5 1.7 0.5
25 1.7 0.6
26 1.8 0.5
27 2.3 0.7
28 1.7 0.6
29 1.7 0.7
30 2.1 0.7
31 2.2 0.7
32 2.1 0.9
33 2.3 2.5
34 2.1 2.3
35 2.1
36



⑥  クロロフィルａ 

クロロフィルａの調査結果を表 4-4-11 及び図 4-4-7 に示す。 

 

 

ア  春季調査結果 

クロロフィル a は、2.2 μg/L～12.1 μg/L の範囲にあり、表層は 4.0 μg/L～ 

9.2 μg/L であった。 

鉛直方向にみると、地点 B 以外の地点は、水深 2 m～4 m に最大値があり、底層

は低い傾向がみられた。 

 

イ  夏季調査結果 

クロロフィル a は、1.1 μg/L～33.5 μg/L の範囲にあり、表層は 2.7 μg/L～ 

29.5 μg/L であった。地点 BG-１のみ異なった傾向を示した。 

鉛直方向にみると、地点 BG-１以外の地点は水深 3 m～8 m に最大値があり、底層

は低い傾向がみられた。 

 

ウ 秋季調査結果 

クロロフィル a は、1.4 μg/L～66.1 μg/L の範囲にあり、表層は 3.7 μg/L～ 

66.1 μg/L であった。 

鉛直方向にみると、地点間で多少のばらつきがみられたが、概ね表層付近で高く、

水深の増加に伴って低くなる傾向がみられた。 

 

エ  冬季調査結果 

クロロフィル a は、1.7 μg/L～4.2 μg/L の範囲にあり、表層は 1.7 μg/L～  

3.0 μg/L であった。 

鉛直方向にみると、地点間で若干のばらつきがみられたが、水深の増加による変

化は少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 4-4-11(1) 春季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 

 

 

 図 4-4-7(1) 春季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 4.3 4.0 5.5 9.2 7.5 5.2
1 4.8 6.2 6.0 9.6 7.6 5.9
2 5.8 9.4 7.7 9.6 7.8 7.9
3 7.0 9.8 7.1 9.7 8.7 7.5
4 5.4 9.9 7.8 9.8 8.4 6.8
5 6.0 10.0 6.8 9.7 7.9 7.0
6 5.7 9.0 7.2 9.6 8.3 6.9
7 4.7 8.6 6.5 9.5 7.5 7.1
8 4.4 10.2 6.3 9.3 7.5 6.7
9 5.2 9.2 7.1 9.4 7.3 6.7
10 5.3 7.0 6.5 9.4 7.1 6.8
11 4.7 12.1 5.8 9.4 6.9 7.1
12 4.6 9.0 5.6 9.6 6.4 6.3
13 4.4 10.8 5.9 9.5 6.4 6.6
14 4.0 8.2 6.0 9.3 6.8
15 4.7 5.8 5.5 9.4 6.7
16 3.8 7.2 5.7 9.2 8.0
17 3.6 6.9 5.7 9.6 7.0
18 3.6 4.9 5.5 9.2 6.2
19 3.2 4.5 4.9 9.2 5.1
20 4.5 5.0 9.2 4.8
21 3.7 4.6 9.0 4.3
22 3.5 4.6 9.0 4.0
23 2.9 4.5 4.1
24 2.7 4.5 4.0
25 2.3 3.8
26 2.4 4.0
27 2.2 3.9
28 2.4 3.8
29 2.2 3.7
30 2.4 4.1
31 2.2 3.8
32 2.2 3.6
33 2.4 3.9
34 2.2 3.6
35 3.0
36



表 4-4-11(2) 夏季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 

 

 

 図 4-4-7(2) 夏季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 
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地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 5.0 3.5 4.9 6.0 29.5 2.7
1 6.5 3.7 4.8 5.8 33.5 3.2
2 8.7 5.3 7.4 6.6 29.2 5.1
3 9.2 6.5 8.2 8.0 31.2 6.2
4 8.9 6.6 8.9 7.1 19.2 6.8
5 8.5 8.1 9.4 8.5 19.4 6.8
6 8.2 8.4 8.4 8.7 24.9 5.8
7 8.6 7.3 9.5 8.5 18.6 4.8
8 6.5 8.8 9.6 8.1 14.5 4.3
9 6.1 8.4 6.5 7.0 13.5 3.9
10 4.3 3.7 3.9 3.8 13.1 3.5
11 2.8 2.6 3.4 2.8 9.2 2.4
12 1.9 1.9 2.2 2.7 7.9 2.0
13 2.0 1.7 2.0 2.6 7.2 1.8
14 1.9 1.6 1.9 2.3 1.7
15 1.9 1.4 2.1 2.3 1.5
16 1.6 1.3 1.6 2.1 1.4
17 1.8 1.3 1.7 2.0 1.3
18 1.5 1.4 1.5 2.0 1.4
19 1.5 1.2 1.4 2.0 1.4
20 1.7 1.2 1.4 1.8 1.4
21 1.6 1.2 1.4 1.8 1.3
22 1.6 1.2 1.3 1.7 1.4
23 1.1 1.3 1.8 1.3
24 1.1 1.5 1.2
25 1.1 1.2
26 1.2 1.2
27 1.2 1.1
28 1.1 1.1
29 1.1 1.1
30 1.1 1.1
31 1.1 1.1
32 1.1 1.1
33 1.1 1.1
34 1.1 1.1
35 1.7
36



表 4-4-11(3) 秋季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 

 

 

 図 4-4-7(3) 秋季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 
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水深(m)

クロロフィルａ(μg/L)

クロロフィルａ鉛直分布図(令和5年11月1日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 31.9 20.7 20.0 11.4 66.1 3.7
1 39.3 27.6 22.4 10.4 55.1 8.5
2 31.0 25.7 26.5 12.0 12.9 6.2
3 29.8 25.9 28.0 13.3 11.4 5.5
4 20.4 24.9 23.5 13.2 12.4 5.1
5 20.1 24.2 21.9 15.0 11.8 5.6
6 18.5 22.8 23.8 13.4 7.8 4.1
7 11.5 16.7 17.9 16.5 7.1 3.5
8 7.3 11.7 14.3 13.9 7.5 3.5
9 5.8 9.4 10.2 8.9 7.6 2.9
10 6.2 9.2 8.6 8.3 7.3 2.5
11 6.2 9.0 5.5 4.9 8.5 2.5
12 6.4 8.2 2.8 3.5 7.6 2.4
13 4.6 7.7 2.5 2.5 4.5 1.9
14 6.5 6.1 1.8 2.4 1.9
15 3.3 5.4 1.9 2.1 1.9
16 3.3 5.1 1.7 1.8 1.9
17 2.2 5.2 1.6 1.7 1.8
18 2.1 5.5 1.5 1.8 2.0
19 2.0 5.6 1.7 1.6 1.8
20 2.1 5.1 1.6 1.5 1.9
21 2.1 5.0 1.4 1.5 1.9
22 2.1 4.9 1.4 1.5 1.7
23 5.0 1.4 1.9 1.7
24 5.2 1.4 1.6 1.9
25 5.2 1.7
26 5.1 1.8
27 5.3 1.8
28 5.4 1.7
29 4.9 1.7
30 5.0 1.7
31 5.1 1.7
32 5.1 1.7
33 5.3 1.7
34 5.2 1.7
35 5.3 2.0
36



表 4-4-11(4) 冬季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 

 

 

 

 図 4-4-7(4) 冬季調査結果(ｸﾛﾛﾌｨﾙ a) 
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水深(m)

クロロフィルａ(μg/L)

クロロフィルａ鉛直分布図(令和6年2月7日)

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

深度
 [m]

地点A 地点B 地点C 地点D 地点BG-1 地点BG-2

0.5 1.7 2.5 2.5 2.7 3.0 2.1
1 2.1 2.4 2.7 2.8 3.3 2.1
2 2.0 2.5 2.8 2.7 4.2 2.5
3 2.2 2.6 2.9 2.7 2.8 2.5
4 2.5 2.6 2.8 2.7 2.5 2.5
5 2.5 2.5 2.5 2.7 2.5 2.4
6 2.4 2.4 2.7 2.7 2.4 2.6
7 2.5 2.4 2.7 2.8 2.4 2.5
8 2.6 2.6 2.6 2.6 2.4 2.6
9 2.1 2.5 2.6 2.7 2.3 2.6
10 2.1 2.5 2.5 2.6 2.2 2.8
11 2.2 2.4 2.6 2.5 2.1 2.8
12 1.9 2.4 2.5 2.6 3.0
13 2.2 2.4 3.0 2.7 2.5
14 1.8 2.4 2.8 2.6 2.6
15 1.8 2.5 2.5 2.5 2.9
16 1.9 2.5 2.5 2.5 2.7
17 1.9 2.3 2.5 2.7 2.6
18 1.9 2.2 2.5 2.6 2.6
19 2.0 2.3 2.8 2.5 2.6
20 1.9 2.3 2.3 2.5 2.7
21 2.2 2.5 2.8 2.5
22 2.3 2.4 2.6 2.6
23 2.2 2.4 2.6 2.3
24 2.3 2.4 2.1
25 2.2 2.1
26 2.2 2.1
27 2.2 2.0
28 2.3 2.2
29 2.2 2.2
30 2.2 2.0
31 2.2 2.0
32 2.4 2.0
33 2.2 2.0
34 2.4 2.0
35 2.4
36


